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『
國
華
』
に
み
る
古
渡
の
中
国
絵
画

│
近
代
日
本
に
お
け
る
「
宋
元
画
」
と
文
人
画
評
価
の
成
立

│

久
世
夏
奈
子

  

は
じ
め
に

　

本
論
で
は
、
創
刊
か
ら
戦
中
ま
で
の
『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
古
渡
」
の

中
国
絵
画
作
品
の
掲
載
の
背
景
、
所
蔵
者
、
来
歴
、
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
に

よ
り
、
近
代
日
本
に
お
け
る
古
渡
の
中
国
絵
画
に
対
す
る
評
価
の
成
立
過
程
を

論
じ
る
。
具
体
的
に
は
、『
國
華
』
に
お
け
る
古
渡
の
中
国
絵
画
の
掲
載
点
数

と
内
容
の
変
化
に
よ
り
（
表
１
）、
次
の
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
述
べ
る
。『
國

華
』
は
一
八
八
九
年
十
月
に
創
刊
さ
れ
た
が
、
瀧
精
一
の
主
幹
就
任
後
の
約
十

年
間
、
す
な
わ
ち
一
九
〇
〇
年
代
が
古
渡
の
作
品
掲
載
の
第
一
ピ
ー
ク
で
あ
る

（
第
一
章
）。
次
の
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
は
、
新
来
の
中
国
絵
画
の
掲

載
が
始
ま
る
と
同
時
に
、
古
渡
の
作
品
掲
載
の
第
二
・
第
三
の
ピ
ー
ク
で
あ

る
（
第
二
章
）。
最
後
の
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
古
渡
の
作
品
掲
載
は
終
息
に

向
か
う
（
第
三
章
）。
こ
の
間
の
（
古
寺
所
蔵
品
以
外
の
）
民
間
所
蔵
品
の
処
遇

と
「
新
来
」
の
中
国
絵
画
の
将
来
を
主
な
背
景
と
し
て
、
同
時
代
の
茶
道
界
及

び
書
道
界
の
動
向
を
局
所
的
に
ふ
ま
え
、『
國
華
』
に
み
ら
れ
る
数
奇
者
と
研

究
者
の
活
動
を
前
景
と
し
て
論
じ
、
最
終
的
に
は
古
渡
の
中
国
絵
画
に
対
し
て

前
者
が
「
宋
元
画
」、
後
者
が
文
人
画
に
対
す
る
評
価
を
確
立
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。

　

特
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
近
代
以
前
に
中
国
美
術
の
影
響
を
強
く
受
け
な

が
ら
、
近
代
以
降
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
覇
権
主
義
を
採
っ
た
と
さ
れ
る
日
本
が
、

そ
の
美
術
史
学
の
発
展
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
中
国
美
術
を
認
識
し
て
き
た
の

か
が
問
わ
れ
て
き
た
。
先
行
研
究
で
は
、
明
治
時
代
の
文
化
財
保
護
行
政
を
背

景
に
「
日
本
美
術
史
」
が
成
立
し
、
既
存
の
作
品
群
が
特
定
の
価
値
観
の
も
と

に
そ
の
歴
史
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
特

定
の
価
値
観
と
は
、
一
方
で
は
近
代
天
皇
制
に
も
と
づ
い
た
「
日
本
」
と
い
う
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国
民
国
家
像
を
創
出
し
強
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
他
方
で
は
日
本
に
は
か
つ
て

の
東
洋
美
術
の
名
品
が
残
る
ゆ
え
に
自
ら
を
「
東
洋
の
盟
主
」
と
位
置
づ
け
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
特
に
一
九
〇
〇
年
前
後
の
古
社
寺
保
存
法
の
公
布
、
帝
室
博

物
館
の
成
立
、
及
び
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
の
刊
行
が
一
つ
の
頂
点
で

あ
り
、
権
威
の
象
徴
と
み
な
さ
れ
た（

１
）。

こ
の
価
値
観
の
存
在
は
中
国
絵
画
史
研

究
者
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
辛
亥
革
命
以
降
中
国
絵
画
の
未

曾
有
の
流
入
が
見
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
で
は
国
家
主
義
的
要
請
や

中
国
絵
画
史
の
正
統
に
連
な
る
作
品
の
評
価
を
十
分
に
行
い
得
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
古
渡
の
宋
元
画
を
称
揚
す
る
発
想
が
生
じ（

２
）、

他
方
で
は
大
村
西
崖
・
内

藤
虎
次
郎
（
湖
南
）・
瀧
精
一
の
い
ず
れ
に
し
ろ
、
中
国
絵
画
全
般
を
作
品
に

即
し
て
理
解
す
る
に
は
遠
い
状
況
で
あ
っ
て
、
そ
の
絵
画
論
は
文
献
資
料
に
も

と
づ
い
て
い
た
と
い
う（

３
）。

た
だ
し
近
年
で
は
、
特
に
辛
亥
革
命
後
に
大
陸
か
ら

日
本
に
将
来
さ
れ
た
中
国
絵
画
の
実
態
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
実
証
さ
れ
つ
つ

あ
る（

４
）。

他
方
、
本
来
中
国
絵
画
受
容
と
は
切
り
離
せ
な
い
茶
道
史
、
煎
茶
史
、

書
道
史
研
究
で
も
そ
の
近
代
化
に
関
す
る
各
々
の
成
果
は
あ
る
が
、
近
代
に
お

け
る
中
国
絵
画
と
の
関
係
を
包
括
的
に
論
じ
た
も
の
は
み
ら
れ
な
い（

５
）。

　

そ
も
そ
も
中
国
絵
画
に
つ
い
て
、
近
代
日
本
は
「
古
渡
」
と
い
う
蓄
積
を
す

で
に
有
し
、
そ
の
上
で
「
新
来
」
の
受
入
先
の
一
つ
と
な
っ
た
。
日
本
に
お
け

る
古
渡
の
存
在
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
近
代
以
前
の
日
本
が
他
の
東
ア
ジ
ア
諸

国
と
同
様
に
中
国
美
術
の
影
響
を
受
け
続
け
た
こ
と
を
示
し
、
他
方
新
来
の
存

在
は
、
近
代
以
降
の
日
本
が
欧
米
諸
国
と
競
合
し
て
中
国
美
術
品
を
取
引
す
る

表 1　『國華』における中国絵画の掲載点数の推移

Ⓒ KUZE Kanako 2013
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一
大
市
場
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
な
が
ら
従
来
、
そ
の
「
古
渡
」
ま

た
は
「
新
来
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
作
品
群
で
あ
っ
た
の
か
が
十
分
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
、
本
論
で
は
特
に
以
下
の
四
点
を
重
視
す
る
。
第
一
に
、
当

時
の
人
々
が
中
国
絵
画
に
関
す
る
一
般
論
を
確
立
し
て
い
く
根
拠
と
な
っ

た
具
体
的
な
作
品
群
を
、
一
定
量
適
切
に
分
類
し
て
提
示
す
る
。
第
二
に
、

一
九
〇
〇
年
代
以
降
の
文
化
財
保
護
行
政
の
状
況
、
特
に
民
間
所
蔵
品
の
処
遇

を
重
視
し
、
そ
れ
を
跡
づ
け
る
。
第
三
に
、「
古
渡
」
の
中
国
絵
画
と
「
新
来
」

の
そ
れ
と
の
論
点
の
違
い
を
ふ
ま
え
、
前
者
に
つ
い
て
も
「
東
洋
の
盟
主
」
思

想
に
依
拠
し
た
中
国
美
術
観
と
は
異
な
る
価
値
観
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
第
四

に
、
第
三
に
関
連
し
て
同
時
代
の
茶
道
、
煎
茶
道
、
書
道
と
の
関
わ
り
を
ふ
ま

え
、
前
代
ま
で
の
主
要
な
二
つ
の
価
値
観
の
変
質
と
、
そ
れ
が
近
代
に
お
け
る

中
国
絵
画
評
価
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

第
一
の
点
に
つ
い
て
、
本
論
で
は
創
刊
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
『
國
華
』

に
掲
載
さ
れ
た
中
国
絵
画
を
一
つ
の
有
効
な
サ
ン
プ
ル
と
し
て
扱
う
。
当
時

同
様
に
中
国
絵
画
を
掲
載
し
た
他
の
媒
体
は
所
蔵
品
図
録
や
展
覧
会
図
録
や

一
時
期
の
集
大
成
で
あ
り
、
そ
の
内
容
や
時
期
に
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
『
國
華
』
の
掲
載
作
品
は
、
質
量
と
も
に
一
八
九
〇
年
代
以
降
一
九
四
五

年
ま
で
を
俯
瞰
す
る
の
に
十
分
で
あ
り
、
当
時
の
人
々
が
遭
遇
し
え
た
古
渡
と

新
来
の
双
方
を
含
む
中
国
絵
画
の
状
況
を
全
体
的
に
実
証
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
「
雑
録
」
欄
の
存
在
に
よ
り
掲
載
の
背
景
や
雑
誌
と

し
て
の
方
針
を
確
認
で
き
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
間
の
古
渡
の
掲
載
作

品
は
四
百
四
点
で
、
同
時
期
の
『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
全
中
国
絵
画
作
品
の

六
十
四
％
を
占
め
る（

６
）。

　

第
二
の
点
に
つ
い
て
、
本
論
で
は
そ
の
四
百
四
点
を
古
寺
、
旧
大
名
家
・
公

家
、
勲
功
華
族
、
個
人
、
及
び
そ
の
他
の
所
蔵
品
に
分
類
す
る
（
表
２
）。
古

渡
の
中
国
絵
画
は
当
時
の
一
連
の
文
化
財
保
護
行
政
の
対
象
と
な
っ
た
よ
う
に

一
見
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
一
九
二
〇
年
代
末
ま
で
保
護
の
対
象
は
古
社

寺
（
と
そ
の
所
蔵
品
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
掲
載
点
数
に
よ
れ

ば
、
ま
さ
に
保
護
の
対
象
外
で
あ
っ
た
民
間
人

│
旧
大
名
家
・
公
家
、
勲
功

華
族
、
及
び
個
人

│
が
古
渡
の
中
国
絵
画
の
主
要
な
所
蔵
者
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
先
の
時
期
区
分
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
〇
年
代
の
掲
載
点
数
は
比
較

的
少
な
い
が
、
瀧
の
主
幹
就
任
後
に
は
民
間
所
蔵
品
の
公
開
が
進
み
、
特
に

一
九
〇
〇
年
代
に
は
旧
大
名
家
・
公
家
、
一
九
一
〇
年
代
に
は
勲
功
華
族
、
そ

し
て
一
九
二
〇
年
代
に
は
再
び
旧
大
名
家
の
所
蔵
品
の
掲
載
点
数
が
増
加
し
、

一
九
三
〇
年
代
以
降
は
い
ず
れ
も
減
少
す
る
。

　

第
三
の
点
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
「
新
来
」
の
中
国
絵
画
と
は
、
辛
亥
革

命
（
一
九
一
一
年
十
月
）
以
後
、
清
朝
宮
廷
を
は
じ
め
大
陸
の
中
国
人
の
所
蔵

品
が
諸
外
国
へ
流
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
に
も
も
た
ら
さ
れ
た
作
品
群
を

さ
す
。
筆
者
は
先
に
、
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
及
び
日
本
の
中

央
ア
ジ
ア
探
検
に
よ
り
将
来
さ
れ
た
発
掘
品
、
そ
し
て
革
命
直
前
に
日
本
に
紹

介
さ
れ
た
中
国
人
の
所
蔵
品
等
も
含
め
た
「
新
来
」
に
つ
い
て
論
じ
た（

７
）。

本
論
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は
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
当
時
の
日
本
に
現
存
し
た
中
国
絵
画
の
う

ち
「
新
来
」
に
該
当
し
な
い
も
の
を
「
古
渡
」
と
し
て
扱
う
。
従
っ
て
、
清
朝

末
期
、
日
本
の
明
治
時
代
中
頃
ま
で
に
将
来
さ
れ
た
作
品
群
（
特
に
岩
崎
家
・

住
友
家
の
所
蔵
品
）
も
含
ま
れ
る
。
近
代
日
本
に
お
け
る
新
来
の
中
国
絵
画
の

論
点
と
は
、
古
渡
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
内
容
の
作
品
群
が
将
来
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
中
国
絵
画
の
「
正
史
」
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
し
て
い
く
過
程
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
古
渡
の
論
点
と
は
、
ま
ず
そ
れ
の
み
に
よ
る
評
価
を
成

立
さ
せ
た
上
で
、
新
来
に
よ
っ
て
得
た
新
し
い
価
値
観
と
の
整
合
性
を
は
か
っ

て
い
く
過
程
で
あ
る
。

　

第
四
の
点
に
つ
い
て
、
中
国
絵
画
を
め
ぐ
る
江
戸
時
代
ま
で
の
状
況
は
実

に
多
様
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
次
の
二
つ
の
価
値
観
を
主
な
も
の
と
し
て
扱

う
。
一
つ
は
茶
の
湯
の
「
名
物
」
観
で
、
宋
代
及
び
元
代
の
画
、
ま
た
は
院
体

画
を
志
向
す
る
。
他
の
一
つ
は
文
人
的
価
値
観
で
、
明
代
及
び
清
代
の
画
、
ま

た
は
文
人
画
を
志
向
す
る
。
た
だ
し
江
戸
時
代
に
は
茶
の
湯
の
掛
物
と
し
て
は

絵
画
よ
り
も
墨
跡
や
古
筆
切
の
方
が
多
用
さ
れ
て
お
り（

８
）、

明
治
初
年
の
茶
会
で

は
む
し
ろ
地
味
な
茶
道
具
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う（

９
）。

ま
た
、
明
治
初
年
に

お
け
る
「
書
ハ
美
術
ナ
ラ
ス
」
論
争
や
東
京
美
術
学
校
関
係
者
に
よ
る
文
人
画

排
斥
は
通
説
で
あ
り
、
文
人
画
鑑
賞
の
場
で
あ
っ
た
煎
茶
会
や
書
画
会
の
幕
末

か
ら
明
治
初
年
に
お
け
る
一
時
的
流
行
と
そ
の
衰
退
に
つ
い
て
も
す
で
に
指
摘

さ
れ
て
い
る）

10
（

。
本
論
で
は
こ
れ
ら
前
代
ま
で
の
二
つ
の
価
値
観
が
近
代
以
降
単

に
継
承
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、「
古
美
術
」
全
体
の
枠
組
み
の
変
化
に
よ
っ
て

Ⓒ KUZE Kanako 2013

表 2　『國華』に掲載された古渡の中国絵画の所蔵者の推移
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ど
の
よ
う
に
変
質
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
か
を
跡
付
け
る
。
枠
組
み
の
変
化
の
要

因
と
し
て
本
論
で
特
に
重
視
す
る
の
は
次
の
二
つ
の
動
向
、
す
な
わ
ち
近
代
茶

道
（
抹
茶
道
）
の
成
立
と
近
代
数
寄
者
の
台
頭
、
そ
し
て
近
代
美
術
史
学
の
成

立
と
近
代
研
究
者
の
台
頭
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
動
向
の
成
立
と
展
開
が
ほ
ぼ

同
時
期
で
あ
り
、
当
時
の
中
国
絵
画
に
対
す
る
評
価
の
推
進
力
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

な
お
、
周
知
の
よ
う
に
『
國
華
』
は
当
時
官
報
局
次
長
の
高
橋
健
三
と
東
京

美
術
学
校
長
の
岡
倉
覚
三
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
。
そ
の
賛
同
者
に
は
九
鬼
隆

一
・
浜
尾
新
・
河
瀬
秀
治
・
黒
川
真
頼
・
岡
部
長
職
が
あ
り
、「
國
華
」
の
命

名
は
饗
庭
篁
村
に
よ
る）

11
（

。
ま
た
、
当
初
は
数
名
の
匿
名
組
合
員
の
出
資
に
よ
っ

て
経
営
さ
れ
た
が
、
一
八
九
三
年
六
月
よ
り
当
時
朝
日
新
聞
社
の
共
同
経
営
者

で
あ
っ
た
村
山
龍
平
と
上
野
理
一
の
二
人
が
出
資
社
員
と
な
っ
て
経
営
に
参
加

し
、
一
九
〇
五
年
六
月
に
匿
名
組
合
が
解
散
し
て
経
営
が
村
山
・
上
野
に
委
譲

さ
れ
る
と
同
時
に
岡
倉
が
退
社
し
た）

12
（

。
当
初
の
編
集
担
当
者
に
つ
い
て
は
諸
説

あ
る
が
、
高
橋
・
岡
倉
が
監
督
し
、
そ
の
後
主
任
は
長
尾
雨
山
、
そ
し
て
福
地

復
一
に
代
わ
っ
た）

13
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
一
〇
〇
号
（
一
八
九
八
年
）
頃
に
は

存
亡
の
危
機
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
危
機
を
救
い
、
当
時
の
東
洋
美
術

研
究
に
不
可
欠
な
定
期
刊
行
物
と
み
な
さ
れ
る
ま
で
に
発
展
さ
せ
た
の
が）

14
（

、
第

一
三
二
号
（
一
九
〇
一
年
五
月
）
よ
り
主
幹
と
な
っ
た）

15
（

瀧
精
一
で
あ
っ
た
。

　

以
下
、
本
論
で
は
表
・
図
の
表
記
も
含
め
、
原
則
と
し
て
（
字
体
が
大
幅
に

異
な
る
場
合
を
除
い
て
）
新
字
体
を
用
い
る
。
ま
た
、
図
版
は
す
べ
て
『
國
華
』

誌
か
ら
複
写
し
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
掲
載
当
時
の
も
の
か
ら
（
敬
称
を
省
い
て
）

転
記
し
た
。

第
一
章　

一
八
九
〇
〜
一
九
〇
〇
年
代

│
『
國
華
』
創
刊
か
ら

古
渡
掲
載
の
第
一
ピ
ー
ク

　

第
一
節　

民
間
所
蔵
品
の
状
況

　
『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
古
渡
の
中
国
絵
画
の
当
時
の
所
蔵
者
は
、
大
き
く

古
寺
・
民
間
・
そ
の
他
に
分
類
さ
れ
る
。
古
寺
の
所
蔵
品
は
、
特
に
一
八
八
〇

年
代
後
半
以
降
一
連
の
古
社
寺
保
存
政
策
に
よ
っ
て
い
ち
早
く
公
開
・
保
存
さ

れ
た
。
ま
ず
一
八
八
八
年
五
月
、
当
時
宮
内
省
図
書
頭
の
九
鬼
隆
一
一
行
が
関

西
古
社
寺
調
査
に
出
発
し
、
こ
の
調
査
は
同
年
九
月
の
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局

の
設
置
を
境
と
し
て
、
翌
年
一
月
ま
で
続
い
た
。
個
々
の
所
蔵
品
は
当
時
の

『
官
報
』
上
で
「
優
等
ト
認
メ
タ
ル
モ
ノ
」「
之
ニ
次
ク
ヘ
キ
モ
ノ
」
に
分
類
列

記
さ
れ）

16
（

、
当
時
小
川
一
真
が
撮
影
し
た
写
真
は
現
在
東
京
国
立
博
物
館
が
管

理
す
る
古
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
残
る）

17
（

。
そ
の
後
一
八
九
六
年
五
月
に
は
内
務

省
に
古
社
寺
保
存
会
が
設
置
さ
れ
、
一
八
九
七
年
六
月
五
日
、
古
社
寺
保
存
法

（
法
律
第
四
十
九
号
）
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に
よ
り
古
社
寺
に
関
し
て

「
特
別
保
護
建
造
物
」
及
び
「
国
宝
」（
宝
物
類
）
の
資
格
が
認
定
さ
れ
、
そ
の

有
資
格
者
は
一
定
の
保
存
金
や
補
助
金
を
得
た
だ
け
で
な
く
、
各
種
博
物
館
へ

出
陳
す
る
義
務
も
課
さ
れ
た）

18
（

。
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他
方
、
民
間
と
は
旧
大
名
家
・
公
家
、
勲
功
華
族
、
及
び
個
人
か
ら
成
る
が
、

そ
の
所
蔵
品
の
処
遇
は
一
九
二
〇
年
代
末
に
至
る
ま
で
所
蔵
者
に
一
任
さ
れ

た
。
ま
ず
一
八
六
九
年
六
月
、
版
籍
奉
還
と
共
に
旧
藩
主
・
公
卿
を
統
一
し
た

「
華
族
」
が
設
置
さ
れ
た
（
琉
球
藩
の
尚
家
に
つ
い
て
は
一
八
七
二
年
九
月）

19
（

）。
こ

の
時
点
で
の
華
族
と
は
「
旧
大
名
家
・
公
家
」
を
さ
し
、
ま
だ
爵
位
は
な
か
っ

た
。
次
に
一
八
八
四
年
七
月
七
日
、
五
爵
制
（
公
侯
伯
子
男
）
に
も
と
づ
く
華

族
令
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
以
前
の
華
族
に
い
わ
ゆ
る
維
新
の
勲
功
者
が

追
加
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
全
員
に
爵
位
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
以
降
の
叙
勲

者
は
す
べ
て
国
家
に
功
労
の
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
、
本
論
で
は
彼
ら
を
旧

大
名
家
・
公
家
と
は
区
別
し
て
「
勲
功
華
族
」
と
呼
ぶ
。
両
者
の
重
要
な
違
い

と
は
、
前
者
の
場
合
に
は
そ
の
所
蔵
品
は
先
祖
代
々
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
多
い
が
、
後
者
の
場
合
に
は
一
代
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
が
多
い

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
華
族
令
に
先
立
つ
一
八
七
六
年
八
月
、
華
族
に
対
し
従
来

の
家
禄
に
代
わ
る
金
禄
公
債
が
発
行
さ
れ
た
。
翌
年
五
月
、
そ
の
華
族
の
公
債

を
資
本
金
と
し
た
第
十
五
国
立
銀
行
が
開
業
し
（
一
八
九
七
年
五
月
、
十
五
銀
行

に
改
組）

20
（

）、
一
部
の
華
族
は
投
資
に
よ
り
富
裕
な
金
利
生
活
者
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
一
八
八
六
年
四
月
に
華
族
世
襲
財
産
法
が
公
布
さ
れ
、
華
族
の
所
有
す
る

土
地
が
一
定
程
度
保
護
さ
れ
た
。
こ
の
華
族
（
旧
大
名
家
・
公
家
、
勲
功
華
族
）

以
外
の
民
間
人
を
、
本
論
で
は
「
個
人
」
と
呼
ぶ
。
な
お
、
一
八
七
〇
年
代
前

半
に
博
覧
会
事
務
局
が
当
時
の
華
族
（
旧
大
名
家
・
公
家
）
の
宝
物
を
調
査
し

よ
う
と
し
た
形
跡
は
あ
る
が）

21
（

、
少
な
く
と
も
法
律
の
制
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
前
述
の
関
西
古
社
寺
調
査
の
際
に
は
、
川
崎
正
蔵
及
び
藤
田
伝
三
郎
を
含

む
三
名
の
民
間
所
蔵
品
が
調
査
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た）

22
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
古
社
寺
の
う
ち
中
国
絵
画
の
所
蔵
が
確
認
さ
れ
る
の

は
古
寺
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
所
蔵
品
は
古
社
寺
保
存
政
策
に
よ
っ
て
（
他
の

日
本
美
術
品
と
共
に
）
最
も
早
く
公
開
と
選
別
と
保
存
の
対
象
に
な
っ
た
。
そ

れ
に
対
し
、
華
族
を
は
じ
め
民
間
の
所
蔵
品
に
対
し
て
は
長
い
間
規
制
が
一
切

存
在
せ
ず
、
そ
の
処
遇
は
当
時
の
所
蔵
者
に
一
任
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
本
論
で
は
そ
の
民
間
所
蔵
品
を
中
心
と
し
て
扱
い
、
古
寺
所
蔵
品
に
つ

い
て
は
詳
述
し
な
い
。
ま
た
、
古
寺
・
民
間
以
外
の
「
そ
の
他
」
の
所
蔵
者
と

は
東
京
美
術
学
校
、
帝
室
博
物
館
、
帝
室
、
及
び
米
国
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

（『
國
華
』
の
表
記
で
は
「
ボ
ス
ト
ン
博
物
館
」）
を
さ
す
が
、
同
様
に
本
論
で
は

詳
述
し
な
い
。

　

第
二
節　

近
代
数
寄
者
と
近
代
研
究
者
の
台
頭

　
「
近
代
数
寄
者
」
と
は
生
業
を
茶
以
外
に
も
ち
な
が
ら
茶
道
を
楽
し
む
人
々

で
あ
り
、
茶
道
を
教
授
し
て
業
と
す
る
茶
人
と
は
区
別
さ
れ
る）

23
（

。
彼
ら
が
、
当

時
の
古
美
術
品
所
蔵
者
の
有
力
な
一
部
で
あ
っ
た
。
熊
倉
氏
は
代
表
的
な
数

寄
者
三
十
五
人
を
四
つ
の
世
代
に
分
類
し
た
が
、
実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代

に
『
國
華
』
に
登
場
す
る
所
蔵
者
が
含
ま
れ
る）

24
（

。
本
論
の
区
分
に
よ
れ
ば
彼
ら

の
多
く
は
勲
功
華
族
ま
た
は
個
人
に
属
し
、
特
に
井
上
馨
や
益
田
孝
は
早
く
も

一
八
九
〇
年
代
に
は
す
で
に
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
本
論
と
の
関
連
で
重
要
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　『國華』にみる古渡の中国絵画

な
の
は
、
特
に
益
田
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
茶
は
修
身
道

徳
か
ら
解
放
さ
れ
た
一
方
で
道
具
の
世
界
に
埋
没
し
、
美
術
品

の
陳
列
と
大
寄
せ
の
茶
会
と
い
う
形
式
を
確
立
し
た
と
い
わ
れ

る
こ
と
で
あ
る）

25
（

。
彼
ら
は
松
平
不
眛
著
と
い
わ
れ
る
『
古
今
名

物
類
聚
』
を
手
本
と
し
て
、
前
代
ま
で
に
茶
の
湯
（
抹
茶
道
）
の

世
界
で
「
名
物
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
種
々
の
品
々
（
表
３
）
を
、

「
近
代
名
物
」
と
し
て
確
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

他
方
、
瀧
精
一
（
一
八
七
三
―
一
九
四
五
）
は
『
國
華
』
の
主

幹
就
任
当
時
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
大
学
院
に
在
学
中
で
あ
り）

26
（

、

同
時
に
東
京
美
術
学
校
で
嘱
託
を
し
て
い
た）

27
（

。
彼
は
一
九
〇
二
年

七
月
に
大
学
院
を
修
了
し
た
後）

28
（

、
一
九
〇
九
年
九
月
に
東
京
帝
国

大
学
文
科
大
学
の
「
美
術
史
」
講
師）

29
（

及
び
再
度
の
東
京
美
術
学
校

嘱
託）

30
（

と
な
る
ま
で
の
約
七
年
間
、『
國
華
』
の
業
務
に
専
念
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
主
幹
就
任
後
に
彼
は
大
幅
な
誌
面
刷
新
を

行
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
特
記
す
べ
き
は
「
雑
録
」
欄
の
創
設
で

あ
る
。
そ
の
前
身
は
第
一
六
〇
号
（
一
九
〇
三
年
九
月
）
よ
り
確

認
さ
れ
る
が
、
定
着
し
た
の
は
第
一
八
三
号
（
一
九
〇
五
年
八
月
）

以
降
で
あ
る
。
そ
の
欄
の
多
く
は
無
署
名
だ
が
、
単
に
当
時
の
美

術
界
の
時
事
問
題

│
日
本
を
中
心
と
し
た
古
美
術
研
究
及
び
洋

画
を
含
む
同
時
代
の
制
作
現
場
の
動
向

│
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

ら
に
対
す
る
『
國
華
』
の
立
場
が
確
認
さ
れ
る
。

表 3　『古今名物類聚』にみる名物
東山殿御物懸絵

作　品 作品補足 作　者 『國華』掲載

三幅対
左せいわうぎう／中
達磨／右いくさんじ
ゆ

無準自画賛 無準禅師筆達磨郁山主政黄牛図（第 243 号）

三幅対 左朝陽／中布袋／右
対月

牧渓自画賛／牧渓筆
賛ゑんけい／左ニ同 古画布袋、朝陽、対月（第 272 号）

二幅対 左龍／右虎 牧渓筆 牧谿筆龍図（第 209 号）？ 牧谿虎図（第 268 号）？
二幅対 客来一味／かふな 牧渓筆 伝牧谿蘿蔔図（第 486 号）、同蕪菁図（第 489 号）
二幅対 寒山拾得 牧渓筆
二幅対 猿／鶴 牧渓筆
二幅対 猿／猴 牧渓筆
二幅対 龍／虎 牧渓筆 牧谿筆龍図（第 209 号）？ 牧谿虎図（第 268 号）？
踊布袋 梁楷筆賛濂大川 梁楷筆布袋図（第 152 号）
山水 玉澗筆
四睡 牧渓筆
鶉 牧渓筆
布袋 牧渓筆賛虚堂
がむじゆゆうゑむ

［巌樹遊猿］の図 牧渓筆

鶏 牧渓筆
雀 牧渓筆 竹木双雀図（第 576 号）？
せうれむ 舜挙筆
三種菓子 趙昌筆
布袋 牧渓筆
鶉 彩色 李安仲筆
ばく［貘］ 玉漢筆
かいかう 梁楷筆
川ちさ あちさいとも 牧渓筆
稲 月山筆
桃山鳩 徽宗御筆 徽宗筆花鳥図（第 25 号）
臨済絵賛

参考文献：陶斎尚古老人著、正宗敦夫編纂校訂『古今名物類聚』日本古典全集刊行会、1938‒1939、576‒578 頁。
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そ
の
「
雑
録
」
欄
を
開
始
す
る
や
い
な

や
始
ま
っ
た
の
が
特
に
当
時
の
茶
人
や
数

寄
者
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
所
蔵
者
全
般

に
対
す
る
批
判
で
あ
り
、
そ
の
最
も
早
い

も
の
は
無
署
名
「
鑑
識
界
の
誤
謬
」
に
見

ら
れ
る）

31
（

。
民
間
所
蔵
品
公
開
の
推
進
は
、

瀧
が
主
幹
と
な
っ
て
以
来
『
國
華
』
の
長

年
に
わ
た
る
主
張
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
一

連
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
所
蔵
者
は

ま
ず
所
蔵
品
を
公
開
し
よ
う
と
せ
ず
、
仮

に
公
開
し
て
も
そ
の
展
示
方
法
が
系
統

的
・
学
術
的
で
な
く
、
来
歴
や
古
き
を
尊

び
、
学
術
的
研
究
を
嫌
い
、
骨
董
商
や
鑑

定
家
も
ま
た
彼
ら
に
阿

お
も
ね

っ
た
鑑
定
を
行
っ

て
い
る
と
い
う）

32
（

。
特
に
最
も
秀
逸
な
瀧
節

庵
「
当
今
美
術
の
鑑
識
に
於
け
る
時
代
の

観
念
」
で
は
、「
現
今
の
数
寄
者
」
は
東

山
時
代
以
前
の
美
術
の
価
値
を
認
め
る
点

に
お
い
て
明
治
初
年
の
「
茶
人
者
流
の
鑑

識
に
甘
ん
じ
」
る
者
や
「
近
世
の
明
清
風

な
る
書
画
の
外
を
賞
せ
ざ
る
」
者
よ
り
も

東山殿御物懸絵小軸
作　品 作品補足 作　者 『國華』掲載

遠浦帰帆 大幅 玉澗筆
漁村夕照 大幅 玉澗筆
洞庭秋月 大幅 玉澗筆 伝玉澗筆洞庭秋月図（第 498 号）
山市晴嵐 大幅 玉澗筆 伝玉澗筆山市晴嵐図（第 429 号）
遠寺晩鐘 牧渓筆
江天暮雪 牧渓筆
平沙落雁 牧渓筆 伝牧谿筆平沙落雁図（第 410 号）
瀟湘夜雨 牧渓筆
花鳥 徽宗皇帝 徽宗筆花鳥図（第 25 号）
花鳥 李安忠
菓子 趙昌
寒山拾得瓢箪駒 梁楷

月山
兆典主

人形 馬遠
人物 馬麟
三幅対 毛益
三幅対 舜挙
竹 三幅 東坡
竹 三幅 雪舟

古法眼
二幅対 寒山拾得 因陀羅
面壁 画賛 沢庵
八々鳥 牧渓 牧谿筆叭哥鳥図（第 218 号）？
犬画 毛益
梅ニ鶯画 徐熙

三幅対 右岩猿猴／中韋駄天／左竹
猿猴 牧渓 牧谿筆韋陀天図・竹猿図（第 425 号）

鷺之画一軸 宋徐熙筆
踊布袋 牧渓画砥平石賛
蓮燕 牧渓筆
布袋 賛春浦絵梁楷
豊干絵 賛一山
山水 玉澗

五幅 左龍猿／中観音／右鶴虎 牧渓和尚絵 牧谿筆猿鶴図（第 185 号）、牧渓筆白衣観音図（第
265 号）

二幅 龍／虎 牧渓 牧渓筆龍虎図（第 190 号）
二幅 猿猴／芙蓉 牧渓
二幅対 栗／柿 牧渓 伝牧谿筆柿図・栗図（第 493 号）

参考文献：同前、579‒589 頁。
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　『國華』にみる古渡の中国絵画

進
歩
し
た
が
、「
真
に
審
美
の
眼
光
と
史
的
の
見
地
と
を
以
て
美
術
を
鑑
賞
し

得
る
も
の
に
至
て
は
是
れ
甚
だ
稀
」
と
い
う）

33
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
数
寄
者
批
判
と
一
体
化
し
て
民
間
所
蔵
品
の
公
開
が
促
進
さ

れ
、
一
九
〇
〇
年
代
に
は
『
國
華
』
に
お
け
る
中
国
絵
画
の
掲
載
点
数
は
前
の

十
年
間
よ
り
倍
増
す
る
。
特
に
旧
大
名
家
の
動
き
と
し
て
、
一
九
一
〇
年
春
に

尾
張
徳
川
家
が
名
古
屋
開
府
三
百
年
に
ち
な
ん
で
什
宝
を
陳
列
し
た）

34
（

。
ま
た
、

國
華
社
自
ら
も
一
九
一
〇
年
七
月
以
降
作
品
の
展
観
と
講
演
を
行
う
「
茶
話

会
」
を
年
に
一
回
ま
た
は
二
回
開
催
し
た）

35
（

。
他
方
、
同
じ
時
期
に
古
美
術
市
場

の
近
代
化
が
進
み
、
民
間
所
蔵
品
が
散
逸
す
る
機
会
も
ま
た
用
意
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
一
九
〇
七
年
四
月
に
東
京
、
一
九
〇
八
年
九
月
に
京
都
、
一
九
一
〇

年
十
一
月
に
大
阪
及
び
名
古
屋
の
美
術
倶
楽
部
が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
、
特
に

一
九
一
〇
年
代
後
半
以
降
入
札
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る）

36
（

。

　

第
三
節　

近
代
研
究
者
の
立
場

│
文
人
的
基
盤
か
ら
の
独
立

　

当
時
の
近
代
研
究
者
対
近
代
数
寄
者
と
い
う
図
式
は
、
一
見
前
代
ま
で
の
煎

茶
道
と
抹
茶
道
と
の
対
立）

37
（

を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
代
研
究
者

は
前
代
ま
で
煎
茶
道
の
主
な
担
い
手
で
あ
っ
た
文
人
の
、
直
接
の
後
継
者
と
は

い
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、
彼
ら
は
す
で
に
文
人
的
基
盤
を
共
有
し
て
い
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
根
拠
と
し
て
第
一
に
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
お
け
る
書
画
会
や
煎
茶

会
の
流
行
は
そ
の
後
の
文
人
画
評
価
の
背
景
と
な
っ
た
よ
う
に
一
見
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
場
が
抹
茶
道
に
お
け
る
「
名
物
」
に
相
当
す
る
文
人
画
の
名

品
を
規
定
し
て
き
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
の
書

画
会
や
煎
茶
会
で
中
国
の
ど
の
よ
う
な
文
人
画
が
ど
の
程
度
展
示
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
は
調
査
の
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
述
の
よ
う
に
古
渡
の
文

人
画
に
は
一
流
の
作
品
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
近
代
に
お
け
る
共
通
の
認

識
で
あ
っ
た
。

　

第
二
に
、
同
時
期
に
お
け
る
書
画
の
分
離
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
書
道
史
研

究
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
書
は
当
時
の
内
国
博
覧
会
・

美
術
学
校
・
帝
室
技
芸
員
だ
け
で
な
く
、
後
年
の
文
展
及
び
帝
国
美
術
院
も
含

む
近
代
美
術
制
度
の
ほ
ぼ
す
べ
て
か
ら
離
脱
し
た）

38
（

。
そ
の
一
方
で
、
当
時
の
書

家
た
ち
は
一
八
八
〇
年
四
月
に
清
国
公
使
館
の
随
員
と
し
て
来
日
し
た
楊
守
敬

か
ら
「
六
朝
書
」
を
習
得
す
る
の
に
熱
中
し
て
い
た）

39
（

。
ま
た
、
一
九
〇
〇
年
代

以
降
書
家
自
身
に
よ
る
書
の
み
の
展
覧
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
談
書
会
が
発
足

し
、
書
道
雑
誌
で
は
実
際
の
制
作
に
と
っ
て
手
本
と
な
る
「
書
」
が
多
数
掲
載

さ
れ
て
い
た）

40
（

。
従
っ
て
当
時
の
書
家
に
と
っ
て
は
同
時
代
の
中
国
か
ら
の
影
響

が
な
お
「
近
代
書
道
」
の
源
泉
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
ま
た
美
術
界
以
外
に
活

動
の
場
が
十
分
に
あ
っ
た
の
で
、
当
時
の
美
術
界
の
論
争
を
ほ
と
ん
ど
意
に
介

さ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
に
、
近
代
研
究
者
は
美
術
作
品
に
対
し
て
当
時
の
数
寄
者
及
び
茶
人
、

ま
た
は
前
代
の
文
人
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
、
研
究
的
立
場
を
追
求
し
た
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
研
究
の
方
法
の
適
用
、
作
品
公
開
の
必
然
性
、
展
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示
方
法
、
目
録
の
作
成
方
法
、
保
存
法
、
研
究
者
の
公
平
性
と
い
っ
た
全
体
に

わ
た
り
、
今
日
よ
り
見
れ
ば
当
然
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
当
時
に
は
決
し
て
当
然

で
は
な
か
っ
た
。
特
に
、
瀧
が
早
く
も
主
幹
就
任
の
約
半
年
後
に
書
い
た
節
庵

「
古
美
術
の
鑑
賞
と
新
美
術
の
創
作
と
」
で
は
、『
國
華
』
は
長
年
鑑
賞
の
材
料

を
提
供
し
て
き
た
が
、
却
っ
て
創
作
者
を
惑
わ
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
自
戒
し
て
お
り）

41
（

、
そ
の
研
究
者
と
し
て
の
責
任
に
対
す
る
自
覚
を
裏
付
け
る
。

ま
た
無
署
名
「
邦
人
美
術
研
究
の
狭
隘
」
で
は
、「
美
術
の
研
究
家
は
其
の
美

術
を
産
出
せ
る
社
会
の
状
態
、
其
の
文
化
の
大
勢
、
経
済
の
趨
勢
等
の
大
局
に

も
常
に
注
意
を
要
す
る
も
の
」
と
そ
の
方
法
に
つ
い
て
明
確
に
述
べ
、「
骨
董

者
流
が
僅
に
文
筆
を
行

（
マ
マ
）れ

ば
則
ち
美
術
史
家
た
り
得
る
と
な
す
も
の
」、
す
な

わ
ち
数
寄
者
と
の
差
別
化
を
図
る）

42
（

。
さ
ら
に
、
や
や
年
代
の
下
る
「
尾
州
家
什

宝
の
写
真
を
観
て
の
所
感
…
…
」
で
は
、
完
全
な
美
術
史
の
前
提
と
し
て
名
物

目
録
の
必
要
を
感
じ
た
が
、「
勿
論
茲
に
名
物
と
い
ふ
は
、
茶
人
の
所
謂
名
物

に
は
あ
ら
ず
。
芸
術
上
、
歴
史
上
、
十
分
の
値
が
あ
る
書
画
器
物
を
指
す
」
と

念
を
押
す）

43
（

。
こ
の
よ
う
に
、
近
代
研
究
者
は
近
代
数
寄
者
を
い
わ
ば
反
面
教
師

と
し
て
、
自
ら
の
立
場
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
近
代
研
究
者
の
基
盤
は
前
代
ま
で
の
枠
組
み
の
中
に
は
な
く
、
彼

ら
は
む
し
ろ
西
洋
美
学
・
美
術
史
を
ふ
ま
え
て
、
そ
れ
を
「
東
洋
」
の
美
学
・

美
術
史
へ
と
応
用
す
る
方
法
を
模
索
し
て
い
た
。
一
八
九
三
年
、
帝
国
大
学
分

科
大
学
に
講
座
が
制
定
さ
れ
、
文
科
大
学
に
は
初
め
て
「
美
学
」
講
座
が
設
置

さ
れ
た
。
そ
の
年
に
瀧
は
文
科
大
学
哲
学
科
に
入
学
し）

44
（

、
一
八
九
七
年
に
は
東

京
帝
国
大
学
文
科
大
学
大
学
院
に
「
美
学
」
専
攻
と
し
て
入
学
し
た）

45
（

。
従
っ
て
、

彼
は
美
学
講
座
の
第
一
期
生
と
考
え
ら
れ
る
。
制
度
上
彼
の
師
は
、
主
と
し
て

外
国
人
教
師
の
ケ
ー
ベ
ル
と
日
本
人
初
の
美
学
講
座
担
当
教
授
と
な
っ
た
大
塚

保
治
で
あ
っ
た
。
前
者
は
西
洋
の
美
学
・
美
術
史
の
通
史
ま
た
は
概
説
を
講
義

し
、
後
者
は
そ
の
日
本
へ
の
消
化
吸
収
に
貢
献
し
た
と
い
わ
れ
る）

46
（

。
そ
の
よ
う

な
中
で
、『
國
華
』
で
は
当
時
の
「
鑑
定
家
」
と
も
西
洋
美
術
し
か
論
じ
な
い

「
新
知
識
の
学
者
流
」
と
も
一
線
を
画
し
て
、「
東
洋
」
を
も
視
野
に
入
れ
た
美

術
の
原
理
を
追
究
す
る
試
み
が
行
わ
れ
た
。
特
に
、
当
時
東
京
帝
国
大
学
文

科
大
学
学
生
で
あ
っ
た
濱
田
耕
作
（
筆
名
青
陵
）
は
、
西
洋
の
美
学
は
東
洋
の

美
術
（
特
に
絵
画
）
を
説
明
で
き
ず
、
そ
れ
に
格
好
な
美
学
を
建
立
す
る
こ
と

を
希
望
す
る
と
い
う）

47
（

。
後
年
無
署
名
の
「
我
国
に
於
け
る
美
術
の
評
論
」
で
も
、

自
国
の
美
術
を
論
じ
ら
れ
な
い
の
は
真
正
の
評
家
で
は
な
い
、
西
洋
の
美
学
は

な
お
発
展
途
上
で
、
東
洋
古
来
の
所
説
及
び
美
術
史
研
究
の
結
果
を
取
り
入
れ

て
こ
そ
完
全
の
美
学
と
な
る
と
い
う）

48
（

。
こ
の
筆
者
は
お
そ
ら
く
瀧
と
考
え
ら
れ

る
。

　

一
九
〇
〇
年
代
の
『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
瀧
に
よ
る
一
連
の
論
文
は
、
い

ず
れ
も
そ
の
試
み
の
実
践
と
理
解
さ
れ
る
。
特
に
「
支
那
絵
画
上
の
写
意
説
」

で
は
、
中
国
歴
代
の
画
論
に
見
ら
れ
る
「
気
韻
」
の
語
釈
を
通
じ
て
中
国
絵
画

の
特
質
に
つ
い
て
論
じ
る）

49
（

。
た
だ
し
当
時
は
ま
だ
西
洋
絵
画
と
比
較
す
る
た
め

の
一
種
の
理
論
武
装
に
と
ど
ま
り
、
画
論
自
体
へ
の
深
い
読
解
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
、『
國
華
』
に
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
中
国
書
跡
の
作
品
（
王
羲
之
筆
書
牘
）
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の
解
説
や
、
書
に
関
す
る
「
書
の
美
を
論
ず
」「
書
と
絵
画
及
装
飾
美
術
と
の

連
関
に
就
て）

50
（

」
に
お
い
て
も
、
あ
く
ま
で
西
洋
美
学
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
書
を

と
ら
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
見
解
が
当
時
の
書
家
や
書
の
研
究
者
の
賛
同

を
得
た
と
は
考
え
に
く
い
。
さ
ら
に
、「
文
人
画
説）

51
（

」
は
以
後
繰
り
返
さ
れ
る

文
人
画
論
の
嚆
矢
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
参
照
と
な
る
作
品

が
十
分
で
は
な
く
、
中
国
の
画
論
の
み
に
依
拠
し
実
作
品
の
分
析
に
拠
ら
な
い

考
察
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
時
期
の
蓄
積
が
、
一
九
一
〇
年
代

半
ば
以
降
時
機
を
得
て
本
領
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
四
節　
『
國
華
』
掲
載
作
品

　

第
一
項　

一
八
九
〇
年
代

│
南
宋
院
体
画
の
圧
倒
的
優
勢

　

こ
の
時
期
『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
中
国
絵
画
の
掲
載
点
数
は
ま
だ
少
な
く

（
全
五
十
六
点
）、
そ
の
所
蔵
者
は
限
定
さ
れ
て
い
る
（
表
４
）。
判
明
し
て
い
る

所
蔵
者
の
う
ち
比
較
的
多
い
の
は
個
人
で
あ
る
。
特
に
村
山
と
上
野
は
、
近
代

数
寄
者
に
し
て
当
時
國
華
社
の
出
資
社
員
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
上
野
は
後
年
に

は
新
来
の
中
国
絵
画
を
所
蔵
す
る
よ
う
に
な
り
、
没
後
の
寄
贈
品）

52
（

の
中
に
か
つ

て
『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
古
渡
の
作
例
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
旧
大
名
家
・

公
家
で
は
秋
元
、
黒
田
、
旧
富
山
藩
前
田
、
近
衛
、
旧
高
松
藩
松
平
、
及
び
狩

野
家
が
い
る
。
狩
野
家
は
周
知
の
よ
う
に
版
籍
奉
還
に
よ
り
平
民
と
な
っ
た

が
、
そ
の
所
蔵
品
の
経
緯
は
旧
大
名
家
に
準
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
。
勲
功
華
族

は
、
益
田
及
び
福
岡
の
二
家
の
み
で
あ
る
。
特
に
益
田
は
近
代
数
寄
者
と
し
て

表 4　1890 年代掲載作品の民間所蔵者

区　分 名　前 生没年 略　伝 点数

個人

中井敬所 1831‒1909 篆刻家。 3
片野氏［邑平？］ － － 2

上野氏［理一］ 1848‒1919 号有竹斎。朝日新聞に入社後、村山と共同経営。國華社を経
済的に支援。 1

大橋氏［介二郎？］ － － 1
鹿嶋岩蔵 1844‒1912 実業家、鹿島組を創設。 1
川端玉章 1842‒1913 名滝之助。日本画家。 1

村山氏［龍平］ 1850‒1933 号香雪庵。大阪で「朝日新聞」を創刊。國華社を経済的に支
援。 1

森岡氏 － － 1
山本舜挙 － 書家。 1

旧大名家・
公家

秋元興朝 1857‒1917 上野館林藩秋元家第 2 代当主礼朝（1848‒1883）の養子。子
爵。春朝は子。 2

黒田長成 1867‒1939 筑前福岡藩黒田家第 12 代当主長知（1838‒1902）の子。侯爵。 2
前田利同 1856‒1921 越中富山藩前田家第 13 代当主。伯爵。 2
近衛篤麿 1863‒1904 五摂家の筆頭、従一位近衛家・忠房の子。公爵。政治家。 1
画伯狩野氏 － 本文の記述によれば木挽町狩野家の可能性が高い。 1
松平頼聡 1834‒1903 讃岐高松藩松平（水戸）家第 11 代当主。伯爵。 1

勲功華族 益田孝 1848‒1938 号鈍翁。三井系実業家。1918 年 11 月 26 日男爵。 5
福岡孝弟 1835‒1919 土佐藩出身、政治家。1884 年 7 月 7 日子爵。 3

参考文献：『日本人名大事典』平凡社、1979。『三百藩藩主人名事典』新人物往来社、1986‒1987。『三百藩家臣人名事
典』新人物往来社、1987‒1989。『明治人名辞典 1』日本図書センター、1987。『明治人名辞典 2』日本図書センター、
1989。『〈現代日本〉朝日人物事典』朝日新聞社、1990 等。
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最
も
著
名
な
一
人
で
あ
る
が
、
二
家
と
も
こ
の
時
期
の
登
場
を
主
と
し
て
、
次

の
一
九
〇
〇
年
代
に
対
幅
の
残
り
が
掲
載
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

　

な
お
、
こ
の
時
期
に
は
所
蔵
者
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
二
十
三
点
に

上
る
。
そ
の
う
ち
別
の
資
料
に
よ
り
東
京
美
術
学
校
所
蔵
品
が
六
点）

53
（

、
知
恩
寺

及
び
妙
心
寺
所
蔵
品
が
各
一
点
確
認
さ
れ
る
が）

54
（

、
残
り
の
十
五
点
は
民
間
所
蔵

品
と
推
測
さ
れ
る
。
当
時
の
所
蔵
者
は
前
述
の
よ
う
に
公
開
を
希
望
し
な
い
だ

け
で
な
く
、
仮
に
公
開
し
て
も
匿
名
を
希
望
す
る
場
合
の
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付

け
る
。

　

来
歴
と
し
て
は
、
狩
野
家
に
関
す
る
も
の
が
最
多
で
あ
る
（
表
５
）。
周
知

の
よ
う
に
、
前
代
ま
で
の
狩
野
家
は
大
名
家
等
の
所
蔵
品
の
鑑
定
を
行
う
と
同

時
に
、
そ
の
模
本
を
作
成
し
て
手
本
と
し
て
活
用
し
て
い
た
。
狩
野
家
に
関
す

る
来
歴
の
多
さ
は
当
時
の
掲
載
作
品
の
多
く
が
同
家
の
守
備
範
囲
に
あ
っ
た
こ

と
、
換
言
す
れ
ば
当
時
の
『
國
華
』
が
そ
の
よ
う
な
作
品
群
を
多
く
採
用
し

た
こ
と
を
裏
付
け
る
。
た
だ
し
後
述
の
よ
う
に
、
狩
野
家
に
よ
る
鑑
定
は
『
國

華
』
誌
上
で
必
ず
し
も
支
持
さ
れ
な
い
。
そ
の
他
の
来
歴
は
、
い
ず
れ
も
茶
の

湯
（
抹
茶
道
）
に
関
す
る
も
の
（
東
山
御
物
、
日
中
の
禅
僧
、
江
戸
時
代
）
で
あ

る
。

　

内
容
と
し
て
は
、
院
体
画
（
南
宋
時
代
・
元
代
）
が
半
数
の
二
十
八
点
に
上

る
一
方
、
文
人
画
は
一
点
に
と
ど
ま
る
（
表
６
）。
特
に
南
宋
時
代
の
作
者
の

伝
称
を
も
つ
作
品
が
二
十
点
あ
る
。
馬
遠
、
馬
麟
、
毛
益
、
李
迪
、
夏
珪
、
李

安
忠
、
梁
楷
は
い
ず
れ
も
当
時
の
画
院
に
属
し
、
趙
令
穣
（
字
大
年
）
は
宋
の

宗
室
で
あ
っ
た
。
馬
遠
・
馬
麟
・
夏
珪
・
趙
令
穣
は
山
水
、
李
迪
・
李
安
忠
は

花
鳥
、
毛
益
は
畜
獣
の
作
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
徽
宗
は
実
際
に
は
北
宋
末

の
皇
帝
だ
が
、
次
節
で
み
る
よ
う
に
当
時
の
日
本
で
は
南
宋
の
画
院
の
発
展
に

最
も
貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
元
代
の
作
者
と
し
て
は
、
銭
選
（
字
舜

挙
）・
任
仁
發
（
号
月
山
）・
王
淵
（
字
若
水
）
が
い
る
。
前
二
者
の
出
自
は
文

人
で
あ
る
が
、
そ
の
作
例
は
い
ず
れ
も
院
体
画
で
あ
る
。
な
お
、
徐
熙
は
五
代

の
画
人
で
あ
る
が
、『
國
華
』
で
は
南
宋
院
体
画
の
文
脈
で
の
み
言
及
さ
れ
る
。

　

道
釈
画
で
は
そ
の
名
手
と
し
て
著
名
な
唐
代
の
呉
道
子
、
宋
代
の
李
公
麟

（
号
龍
眠
居
士
）、
元
代
の
顔
輝
が
い
る
。
特
に
呉
道
子
筆
釈
迦
図
（
第
一
三
号
）

は
、
中
国
絵
画
と
し
て
『
國
華
』
最
初
の
掲
載
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、
羅
漢
図

（
第
三
〇
、
四
一
号
）
は
狩
野
探
幽
に
よ
る
張
思
恭
筆
と
い
う
鑑
定
が
否
定
さ
れ

て
李
公
麟
筆
と
さ
れ
る）

55
（

。
そ
の
張
思
恭
は
、
日
本
の
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に

表 5　1890 年代掲載作品の来歴

区　分 人　名 件数

狩野家

探幽 5
永悳 2
養信（晴川院） 2
古川叟養朴（常信） 1
木挽町 1
惟信（養川院） 1
雅信（勝川院） 1
探雪 1
常信 1
栄信（伊川院） 1
不明 2

東山御物

足利義尚 1
足利義政 1
足利義満 1
相阿弥 1
不明 1

禅僧（日本）

玉舟宗璠 1
江月宗玩 1
真珠庵宗玄 1
沢庵宗彭 1

江戸時代

古筆了意 1
小堀遠州 1
松花堂昭乗 1
松屋源之丞 1

禅僧（中国）
古鼎祖銘 1
心月石渓 1
石室祖瑛 1
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し
か
記
載
の
な
い
（
中
国
の
画
史
に
は
記
載
の
な
い
）
作
者
で
あ
っ
た
。

　

禅
画
で
は
石
恪
、
牧
谿
（
牧
渓
と
も
）、
因
陀
羅
、
卒
翁
が
い
る
が
、
特
に

後
二
者
は
い
ず
れ
も
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
し
か
記
載
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、

牧
谿
に
つ
い
て
も
日
本
絵
画
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
が
、
中
国
に
お
け
る
そ

の
評
価
は
低
か
っ
た
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る）

56
（

。
な
お
、
無
関
普
門
は

日
本
の
禅
僧
で
あ
る
が
、
そ
の
仙
人
図
（
第
三
六
号
）
は
ほ
と
ん
ど
中
国
絵
画

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　

院
体
画
（
明
・
清
）
は
、
明
代
で
は
蒋
子
成
、
仇
英
、
呂
紀
、
呂
文
英
等
、

清
代
で
は
沈
銓
（
号
南
蘋
）
の
み
で
あ
る
。
前
者
の
う
ち
仇
英
は
在
野
で
活
動

し
た
が
、
他
は
い
ず
れ
も
画
院
に
属
し
た
。
沈
銓
は
い
わ
ゆ
る
来
舶
清
人
の
一

人
で
画
院
に
は
属
さ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
作
例
は
院
体
画
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
李
元
達
に
つ
い
て
は
「
元
ノ
晋
江
ノ
人
」
と
あ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、

表 6　1890 年代掲載作品の内容

区　分 作者名（原文ママ） 点数

院体画（南宋）

毛益 3
李迪 3
夏珪 2
馬遠 2
馬麟 2
李安忠 2
梁楷 2
徽宗 1
徽宗帝 1
趙大年 1
楼観 1

院体画（元）

月山 2
舜挙 2
銭選 1
若水 1
方君瑞 1

［張遠］ 1

道釈画

顔輝 3
［顔輝］ 1
李龍眠［張思恭］ 2

［李公麟］ 1
呉道子 1

［張思恭］ 1
無款 1

禅画

牧谿 3
因陀羅 2
卒翁 1
石恪 1
門無関 1

院体画（明）

仇英 1
姜隠 1
蒋子成 1
呂紀 1
呂文英［韓晟］ 1
無款 1

院体画（清） 南蘋 1
文人画 李元達 1
その他 徐熙 2

そ
の
墨
竹
図
（
第
一
一
九
号
）
は
文
人
画
と
み
な
さ
れ
て
い
る）

57
（

。

　

第
二
項　

一
九
〇
〇
年
代

│
質
量
の
向
上

　

こ
の
時
期
『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
中
国
絵
画
は
質
量
と
も
に
向
上
し
、
主

幹
に
就
任
し
た
瀧
の
主
導
に
よ
り
新
規
の
所
蔵
者
及
び
内
容
の
開
拓
が
行
わ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
ず
そ
の
点
数
は
全
九
十
三
点
に
上
り
、
前
時
期
の
一
・

七
倍
に
相
当
す
る
。
前
述
の
民
間
所
蔵
品
の
公
開
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
裏
付
け

る
よ
う
に
、
所
蔵
者
の
最
多
は
旧
大
名
家
・
公
家
で
あ
る
（
表
７
）。
新
た
に

旧
小
浜
藩
酒
井
、
旧
松
江
藩
松
平
、
津
軽
、
旧
尾
張
藩
及
び
一
橋
徳
川
、
大
久

保
、
三
条
、
伊
達
、
牧
野
家
が
登
場
し
、
前
半
期
の
主
要
な
家
は
す
べ
て
出
揃

う
。
特
に
、
旧
松
江
藩
松
平
家
は
松
平
不
眛
の
後
裔
で
あ
っ
た
。
個
人
で
は
、

特
に
数
寄
者
の
赤
星
、
馬
越
、
原
、
平
瀬
家
が
新
た
に
登
場
す
る
（
た
だ
し
原

は
こ
の
時
期
に
は
一
点
の
み
）。
平
瀬
は
熊
倉
氏

の
分
類
に
よ
れ
ば
第
一
世
代
の
数
奇
者
に
属
し
、

こ
の
時
期
す
で
に
入
札
を
行
っ
て
い
る）

58
（

。
他
の

比
較
的
無
名
な
人
々
の
多
く
は
文
人
画
の
所
蔵

者
で
あ
る
。
勲
功
華
族
で
は
、
数
寄
者
と
し
て

著
名
な
井
上
家
が
新
た
に
登
場
す
る
。
ま
た
、

岩
崎
家
は
第
二
章
で
み
る
よ
う
に
数
寄
者
の
多

く
と
は
傾
向
が
異
な
る
が
、
こ
の
時
期
に
掲
載

さ
れ
た
所
蔵
品
は
牧
谿
及
び
馬
遠
の
伝
称
作
品



66　

の
み
で
あ
る
。

　

来
歴
と
し
て
は
、
東
山
御
物
に
関
す

る
も
の
が
最
多
で
あ
る
（
表
８
）。
そ

の
根
拠
が
不
明
な
も
の
も
含
め
て
、

「
東
山
御
物
」
と
明
記
さ
れ
る
も
の
が

七
点
に
上
る）

59
（

。
そ
の
指
標
は
、
足
利

義
満
の
鑑
蔵
印
（「
天
山
」
ま
た
は
「
道

有
」）、
足
利
将
軍
家
に
仕
え
た
同
朋
衆

で
あ
る
能
阿
弥
ま
た
は
相
阿
弥
に
よ
る

外
題
ま
た
は
題
箋
、
及
び
日
宋
貿
易
や

禅
僧
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
古
金
襴
に
よ
る
表
装
で
あ
っ
た
。

鑑
蔵
印
の
「
雑
華
室
印
」
も
初
め
て
登

場
す
る
が
、
当
時
は
ま
だ
足
利
将
軍
家

に
近
い
名
家
の
印
と
推
測
さ
れ
る
に
と

ど
ま
る）

60
（

。
ま
た
、
中
国
人
禅
僧
の
う
ち

楚
石
梵
琦
は
元
代
の
僧
で
、
い
ず
れ
も

因
陀
羅
筆
の
画
に
そ
の
賛
が
あ
る
（
も

と
は
一
つ
の
横
巻
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
四
点
の
う
ち
の
二
点
が
含
ま
れ

る
）。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
に
関
す
る

表 7　1900 年代掲載作品の民間所蔵者

区　分 名　前 生没年 略　歴 点数

旧大名家・公家

黒田長成 前出 11
秋元興朝 前出 5

酒井忠道 1851‒? 若狭小浜藩酒井家第 12 代当主忠義（1813‒1873 第 14 代を再
襲後は忠禄と改名）の子。伯爵。 3

松平直亮 1864‒1940 出雲松江藩松平（越前）家第 10 代当主定安（1835‒1882）の
子。伯爵。茶人。 3

津軽承昭 1840‒1916 陸奥弘前藩津軽家第 12 代当主。伯爵。 2

徳川義親 1886‒1976 名古屋尾張藩徳川家第 18 代当主義礼（侯爵）の養子。父は松
平慶永（春嶽）。 2

大久保忠一 － 相模小田原藩大久保家第 9 代当主忠礼（1841‒1897 子爵）の
子。 1

近衛篤麿 前出 1

三条公美 1875‒? 閑門流藤原氏の嫡流・清華家三条実美（1837‒1891 公爵）の
子。 1

伊達宗基 1866‒1917 陸奥仙台藩伊達家第 14 代当主。伯爵。 1
徳川達道 1872‒? 三卿の一つ、一橋家第 10 代当主茂栄（1831‒84）の子。伯爵。 1
牧野貞寧 1857‒1916 常陸笠間藩牧野家第 9 代当主。子爵。 1

個人

村山龍平 前出 4
赤星弥之助 1853‒1904 実業家。鉄馬は子。 3
馬越恭平 1844‒1933 号化生。三井系実業家。 3
上野理一 前出 2
内田耕作 － － 2
岡崎正親 － － 1
川端玉章 前出 1
柴田源七 1866‒? 柴田商店代表取締役、長浜貯金銀行・二十一銀行頭取。 1
野村素勺 － － 1
原富太郎 1868‒1839 号三渓。実業家、茶人。 1
別府金七 1860‒? 割烹店竹葉亭主人。 1

平瀬亀之助 1839‒1908 号露香。第三十二国立銀行、大阪株式取引所を創立。1903、
1906 年入札。 1

森元網三郎 － － 1
吉澤浅太郎 － － 1
吉田丹次郎 － － 1

勲功華族

井上馨 1835‒1915 号世外。長州藩出身、政治家。1884 年 7 月 7 日伯爵、1907 年
9 月 21 日侯爵。 8

岩崎弥之助 1851‒1908
号静嘉堂。兄・弥太郎（1834‒85）と共に三菱財閥を創設、二
代目となる。1896 年 6 月 9 日男爵。小弥太（1874‒1945）は
子。

2

益田孝 前出 1
福岡孝弟 前出 1
田中光顕 1843‒1939 政治家。1887 年 5 月 9 日子爵、1907 年 9 月 23 日伯爵。 1

参考文献：表 4 に同じ。
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も
の
に
は
茶
の
湯
系
と
文
人
系
の
双
方
が
見
ら
れ
、
後
者
は
こ
の
時
期
初
め
て

登
場
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
文
人
画
を
は
じ
め
や
や
多
様
性
が
増
す
が
、
な
お
院
体

画
（
南
宋
・
元
）
が
最
多
で
半
数
の
四
十
四
点
を
占
め
る
（
表
９
）。
特
に
旧
大

名
家
（
黒
田
、
秋
元
、
酒
井
）
の
所
蔵
品
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
伝
称
作
者
は
、

南
宋
時
代
で
は
新
た
に
馬
公
顕
、
范
安
仁
、
閻
次
平
、
馬
逵
、
趙
昌
が
登
場
す

る
。
馬
公
顕
・
馬
逵
は
馬
遠
の
血
縁
で
あ
り
、
范
安
仁
は
藻
魚
図
の
作
者
と
し

て
知
ら
れ
、
い
ず
れ
も
画
院
に
属
し
た
。
趙
昌
は
北
宋
の
人
だ
が
、
そ
の
伝
称

作
品
は
南
宋
時
代
の
院
体
画
と
し
て
評
価
さ
れ
た）

61
（

。
ま
た
、
元
代
で
は
新
た
に

孫
君
沢
、
盛
懋
（
字
子
昭
）、
張
芳
汝
が
登
場
す
る
。

　

道
釈
画
で
は
新
た
に
唐
代
の
李
真
、
及
び
中
国
で
は
無
名
な
一
連
の
作
者

（
陸
信
忠
、
西
金
居
士
、
周
季
常
）
が
登
場
す
る
。
特
に
大
徳
寺
所
蔵
の
羅
漢
図

表 8　1900 年代掲載作品の来歴

区　分 人　名 件数

東山御物

足利義満 7
相阿弥 4
能阿弥 2
足利義尚 1

「雑華室印」 1
（表装） 4
不明 10

江戸時代
（茶の湯系）

小堀遠州 6
佐久間真勝 4
松屋源之丞 2
松花堂昭乗 1
徳川家康 1
古市播州 1
松平定信 1
松平不昧 1
某大名家 1

江戸時代
（文人系）

市河米庵 2
池大雅 1
篠崎小竹 1
谷文晁 1
与謝蕪村 1

狩野家

探幽 6
安信 3
探美 2
惟信（養川院） 1
常信 1
尚信 1
栄信（伊川院） 1
安信 1
不明 7

禅僧（中国）

楚石梵琦 2
永福 1
兀庵普寧 1
慈覚 1
竺僊梵仙 1
心月石渓 1
無準師範 1
蘭渓道隆 1

禅僧（日本）

以心崇伝 1
大川普済 1
策彦周良 1
三章令彭 1
翠巌宗珉 1
太原崇孚 1
天室宗竺 1

（
第
二
三
八
号
）
に
は
後
出
の
貫
休
（
号
禅
月
大
師
）
筆
と
い
う
伝
称
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
落
款
に
よ
り
周
季
常
ほ
か
一
名
の
筆
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る）

62
（

。

道
釈
画
の
作
例
に
は
古
寺
だ
け
で
な
く
井
上
の
所
蔵
品
も
含
ま
れ
、
数
寄
者
の

新
た
な
傾
向
を
裏
付
け
る）

63
（

。

　

禅
画
で
は
、
新
た
に
無
準
師
範
、
日
観
、
玉
澗
が
登
場
す
る
。
無
準
師
範
は

著
名
な
中
国
人
禅
僧
で
あ
り
、
そ
の
作
例
は
希
少
な
自
画
賛
と
い
わ
れ
る）

64
（

。
日

観
は
水
墨
葡
萄
図
の
名
手
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
。
玉
澗
に
は
従
来
「
北
宗

的
」
と
み
な
さ
れ
る
作
例
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
山
水
図
（
第
二
〇
四

号
）
以
降
「
南
宗
的
」
と
認
識
さ
れ
て
牧
谿
と
並
称
さ
れ
る）

65
（

。
禅
画
の
所
蔵
者

は
す
べ
て
の
区
分
に
等
し
く
わ
た
っ
て
い
る
。

　

院
体
画
（
明
・
清
）
で
は
、
明
代
の
画
院
に
属
し
た
辺
楚
善
、
戴
文
進
、
石

鋭
の
ほ
か
、
在
野
の
藍
瑛
、
張
路
（
号
平
山
）
が
新
た
に
登
場
す
る
。
ま
た
唐

寅
の
出
自
は
文
人
で
あ
る
が
、

古
渡
の
作
例
は
仇
英
に
類
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た）

66
（

。

　

最
後
に
、
文
人
画
の
点
数

は
増
加
し
た
が
、
そ
の
作
者

は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
宋
代
で
は
蘇
軾
の
子

で
あ
る
蘇
過
、
元
代
で
は

『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
の
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み
記
載
の
あ
る
高
然
暉
で
あ
る
。
明
代
で
は
謝

時
臣
、
祁
豸
佳
、
陸
復
、
清
代
で
は
黄
慎
（
号

癭
瓢
）
が
あ
っ
た
が
、
第
二
章
で
み
る
よ
う
に
、

い
ず
れ
も
二
流
と
み
な
さ
れ
た
。
ま
た
伊
海

（
字
孚
九
）、
張
莘
（
字
秋
穀
）
は
来
舶
清
人

で
あ
る
。
高
然
暉
及
び
陸
復
の
作
品
を
除
い

て
、
個
人
の
所
蔵
か
そ
の
旧
蔵
品
で
あ
る
。

　

 

第
五
節

 「
宋
元
画
」
に
対
す
る
評
価
の

成
立

　

前
述
の
よ
う
に
、
一
八
九
〇
年
代
の
『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
古
渡
の
中
国

絵
画
で
は
宋
代
及
び
元
代
の
院
体
画
が
半
数
を
占
め
た
。
同
時
期
の
作
品
解
説

で
は
、
中
国
の
数
多
の
画
史
ま
た
は
日
本
の
（
能
阿
弥
ま
た
は
相
阿
弥
に
よ
っ
て

編
纂
さ
れ
た
）『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
も
と
づ
い
た
伝
称
作
者
に
関
す
る
記

述
（
伝
記
及
び
作
風
）
の
引
用
と
そ
の
考
証
が
中
心
で
あ
り
、
特
定
の
作
者
や

時
代
に
対
す
る
認
識
も
そ
れ
ら
の
文
献
に
拠
る
。
従
っ
て
、
そ
の
記
述
は
中
国

の
画
史
や
そ
れ
に
準
じ
た
狩
野
派
の
著
作
（『
本
朝
画
史
』『
古
画
備
考
』
等
）
に

み
ら
れ
る
画
の
作
者
主
体
の
列
伝
形
式
で
あ
り
、
す
で
に
鑑
賞
者
よ
り
も
作
者

を
中
心
と
し
た
記
述
へ
の
志
向
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
次
の
一
九
〇
〇
年
代

に
は
、
や
は
り
宋
代
及
び
元
代
の
院
体
画
が
半
数
を
占
め
た
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
ら
の
作
者
を
中
心
と
し
た
美
術
史
的
評
価
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

表 9　1900 年代掲載作品の内容

区　分 作者名（原文ママ） 点数

院体画（南宋）

梁楷 6
馬麟 2
馬遠 2
伝馬遠 2
伝呉道子 2
伝趙昌 2
伝范安仁 2
夏珪 1
夏珪［李唐］ 1
伝夏珪 3
徐祚 1
馬逵 1
伝馬逵 1
馬公顕 1
李迪 1
宋人李迪 1
伝李迪 1
伝閻次平 1
伝徽宗皇帝 1
伝珪観 1
伝趙大年 1

院体画（元）

銭舜挙 3
伝王若水 2
盛子昭 1
伝顔輝 1
伝孫君沢 1
伝張芳汝 1
筆者不詳［王淵］ 1

道釈画

顔輝 1
伝顔輝 1
周季常［貫休］ 1
張月壺 1
唐人李真 1
伝呉道子 1
伝西金居士 1
伝張思恭 1
伝李龍眠 1
作者不詳［牧谿］ 1
筆者不詳［陸信忠］ 1
筆者不詳 2
無記名 1

禅画

牧谿 6
伝牧谿 1
因陀羅 1
伝因陀羅 1
伝印陁羅 1
玉澗 1
日観 1
無準禅師 1

院体画（明）

仇英 2
伝仇英 2
杜陵内史 1
石鋭 1
戴文進 1
張平山 1
辺楚善 1
藍瑛 1
伝唐寅 1

［廉布］ 1
院体画（清） 沈南蘋 1

文人画

伝高然暉 2
伊孚九 1
祁豸佳 1
黄癭瓢 1
謝時臣 1
蘇過 1
張秋穀 1
陸復 1
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は
、
禅
画
・
院
体
画
・
道
釈
画
か
ら
成
る
宋
代
及
び
元
代
が
中
国
絵
画
の
全
盛

期
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
現
存
作
品
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
後
は
そ
れ
よ

り
劣
る
と
み
な
し
、
さ
ら
に
文
人
画
は
時
代
を
問
わ
ず
判
断
材
料
か
ら
外
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
一
項　

宋
代
・
元
代

│
中
国
絵
画
の
最
盛
期

　

こ
こ
で
い
う
宋
代
及
び
元
代
の
画
と
は
、
唐
代
よ
り
後
、
明
代
よ
り
前
の
禅

画
・
院
体
画
・
道
釈
画
か
ら
成
り
、
文
人
画
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
画
人
の
多
く
は
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
記
載
が
あ
る
が
、
中
国
の
画
史

に
は
記
載
の
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
今
日
一
般
的
に
は
、
本
論
で
い
う
禅
画
の
一
部
と
道
釈
画
と
を
合
わ

せ
て
「
道
釈
画
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
当
時
の
『
國
華
』
で
は
原
則
と
し
て
禅
僧

に
よ
る
水
墨
画
一
般
に
つ
い
て
「
禅
画
」
等
の
語
を
用
い
、
道
釈
画
と
は
明
ら

か
に
異
な
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
特
に
牧
谿
は
『
國
華
』
に
掲
載
さ

れ
た
中
国
絵
画
の
全
作
者
の
中
で
そ
の
掲
載
点
数
が
最
も
多
い
が
、
そ
の
画
は

単
に
古
渡
に
作
例
が
多
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
茶
の
湯
最
大
の
名
物
で
あ
っ
た
。

し
か
し
中
国
の
画
史
で
は
、
そ
の
画
は
禅
僧
の
余
技
と
み
な
さ
れ
て
評
価
が
低

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
牧
谿
が
後
世
に
至
っ
て
も
議
論
の
対
象
に
な
ら
な
い
の
は
、

そ
の
筆
蹟
が
か
の
国
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
我
国
に
そ
の

筆
蹟
を
有
し
て
そ
の
妙
技
を
認
識
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
彼
の
名
は
お
そ
ら

く
永
久
に
埋
没
さ
れ
た
だ
ろ
う
と
い
う）

67
（

。
こ
の
よ
う
に
、
牧
谿
は
日
本
に
こ
そ

中
国
絵
画
の
名
品
が
あ
る
と
い
う
主
張
の
根
拠
と
も
な
っ
た
。

　

次
に
、
本
論
で
は
「
院
体
画
」
と
は
そ
の
画
院
に
お
け
る
作
画
だ
け
で
な
く
、

そ
の
作
風
の
画
を
も
含
め
る
。
今
日
一
般
的
に
は
、
宋
代
に
お
け
る
画
院
は
北

宋
時
代
に
設
置
さ
れ
た
図
画
院
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
ず
、
北
宋
末
期
の

徽
宗
は
古
今
の
名
画
を
収
集
し
て
宮
廷
に
収
蔵
し
、
ま
た
作
品
を
画
題
ご
と
に

分
類
し
て
著
録
し
た
。
さ
ら
に
画
史
を
集
め
て
画
学
を
興
し
、
画
工
を
教
育
し

て
進
士
の
よ
う
に
試
験
を
し
て
博
士
の
地
位
を
授
け
た）

68
（

。
そ
し
て
南
宋
の
皇
帝

も
そ
れ
に
倣
っ
て
画
を
支
援
し
た
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
画
が
栄
え
た
と
い

う）
69
（

。
す
な
わ
ち
、
宋
代
皇
帝
に
よ
る
一
連
の
事
業
は
い
わ
ば
近
代
日
本
の
美
術

行
政
の
理
想
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
主
に
南
宋
時
代

の
画
院
に
属
し
た
作
者
た
ち
に
つ
い
て
、
中
国
の
画
史
及
び
『
君
台
観
左
右
帳

記
』
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
記
述
さ
れ
た
。
特
に
、
梁
楷
に
よ
る
画

は
一
八
九
〇
年
代
に
は
減
筆
の
人
物
画
の
み
で
あ
っ
た
が
、
雪
景
山
水
図
（
第

二
二
〇
号
）
及
び
出
山
釈
迦
図
（
第
二
二
七
号
、
図
１
）・
冬
景
山
水
図
（
同
）

図 1　梁楷筆出山釈迦図
東京　伯爵酒井忠道蔵　『國華』
第 227 号（1909 年 4 月）掲載
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の
三
点
は
、
山
水
の
「
真
画
」
と
し
て
そ
の
評
価
を
一
躍
高
め
る
こ
と
に
な
っ

た）
70
（

。
元
代
に
つ
い
て
は
、
今
日
一
般
的
に
は
画
院
の
制
度
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る

元
末
四
大
家
の
よ
う
に
む
し
ろ
院
体
画
に
代
わ
る
新
し
い
創
造
へ
の
試
み
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
古
渡
の
中
国
絵
画
に
は
元
代
の
院
体
画
が
多
く
、

先
の
南
宋
時
代
を
前
提
と
し
て
、
元
代
の
画
は
そ
れ
を
継
承
し
た
と
い
う
点
で

の
み
評
価
さ
れ
た）

71
（

。

　

最
後
に
、
道
釈
画
は
ま
ず
唐
の
呉
道
子
（
図
２
）、
宋
の
李
龍
眠
（
李
公
麟
）

の
二
大
家
が
あ
り
、
そ
の
遺
範
を
継
承
し
た
の
が
元
の
顔
輝
と
い
う
系
譜
と
し

て
認
識
さ
れ
た）

72
（

。
ま
た
、
羅
漢
図
の
類
型
化
が
あ
る
。
特
に
李
龍
眠
筆
羅
漢

図
（
図
３
）
が
「
李
龍
眠
様
」
の
、
後
出
の
伝
禅
月
大
師
筆
十
六
羅
漢
図
（
図

４
）
が
「
禅
月
様
」
の
典
型
と
さ
れ
た）

73
（

。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
作
者
を
特
定
す

る
根
拠
は
伝
称
に
す
ぎ
な
い
が
、
著
名
な
作
者
に
由
来
す
る
二
つ
の
羅
漢
図
の

類
型
と
し
て
以
後
た
び
た
び
言
及
さ
れ
る
。
特
に
李
公
麟
は
こ
の
作
例
に
よ
り
、

着
色
道
釈
画
の
作
者
と
し
て
認
識
さ
れ
た）

74
（

。
さ
ら
に
、
日
本
の
『
君
台
観
左
右

帳
記
』
に
し
か
記
載
さ
れ
な
い
、
一
連
の
無
名
の
作
者
（
張
思
恭
、
西
金
居
士
、

陸
信
忠
）
が
い
る
。
例
え
ば
伝
張
思
恭
筆
釈
迦
画
像
（
図
５
）
に
つ
い
て
、
そ

の
伝
称
に
根
拠
は
な
い
が
、
こ
の
画
の
よ
う
な
一
種
の
様
式
の
も
の
を
わ
が
国

で
は
古
来
多
く
張
思
恭
の
筆
と
し
て
愛
蔵
し
て
き
た
と
い
う）

75
（

。
従
っ
て
、
こ
れ

ら
無
名
の
作
者
に
よ
る
道
釈
画
が
、
先
の
著
名
な
呉
道
子
、
李
龍
眠
、
顔
輝
、

禅
月
大
師
の
代
わ
り
に
日
本
で
は
受
容
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。

　

狩
野
派
の
著
作
や
粉
本
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
宋
代
及
び
元
代
の
画
は
ま

図 2　呉道子筆釈迦図
東福寺蔵　『國華』第 13 号（1890 年
10 月）掲載

図 3　李龍眠（李公麟）筆羅漢図
［東京美術学校蔵］　『國華』第 30 号
（1892 年 3 月）掲載

図 4　伝禅月大師（貫休）筆十六
羅漢図　京都　高台寺蔵　『國華』第
253 号（1911 年 6 月）掲載
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ず
近
代
以
前
の
日
本
の
画
人
の
手
本
で
あ
っ
た）

76
（

。
次
に
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』

や
「
東
山
御
物
」
に
由
来
す
る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
茶
の
湯

の
名
物
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
上
に
、
近
代
以
降
の
古
社
寺
保
存
政
策
に

よ
っ
て
公
開
さ
れ
た
古
寺
所
蔵
品
が
追
加
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
豊

富
な
作
例
の
た
め
に
、
文
献
に
よ
れ
ば
唐
代
以
前
に
絵
画
が
発
達
し
た
こ
と
が

わ
か
る
が
、
遺
存
す
る
も
の
が
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
調
査
が
及

ば
ず
秘
庫
の
も
の
は
ま
だ
公
開
さ
れ
て
い
な
い
、
従
っ
て
宋
代
の
作
者
に
至
っ

て
初
め
て
文
献
と
実
物
と
を
比
較
し
た
美
術
史
研
究
が
可
能
に
な
る
と
い
う
認

識）
77
（

が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
項　

唐
代
以
前

│
ほ
と
ん
ど
現
存
し
な
い

　

唐
代
以
前
と
は
、
実
際
に
は
漢
代
・
六
朝
時
代
・
唐
代
を
さ
す
。
唐
代
以
前

の
画
が
ほ
と
ん
ど
現
存
し
な
い
と
い
う
認
識
は
、
宋
代
・
元
代
が
中
国
絵
画
の

最
盛
期
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
第
一
の
傍
証
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
漢
代
に
つ
い
て
、
一
九
〇
七
年
以
降
に
東
京
帝
大
の
関
野
貞
が
漢
代
の

石
廟
を
調
査
し
て
そ
の
拓
本
を
将
来
す
る
ま
で
は
、
具
体
的
に
想
定
で
き
る
も

の
は
清
朝
で
刊
行
さ
れ
た
武
氏
祠
画
像
石
の
粗
悪
な
図
版
だ
け
で
あ
っ
た）

78
（

。

　

次
に
六
朝
及
び
唐
代
の
画
人
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
唐
・
張
彦
遠
撰
『
歴

代
名
画
記
』
巻
二
「
顧
・
陸
・
張
・
呉
の
用
筆
を
論
ず
」
に
も
と
づ
い
て
「
顧

陸
張
呉
」
と
並
称
さ
れ
る
。
古
渡
で
は
宋
版
の
『
列
女
伝
』
の
挿
画
が
辛
う
じ

て
顧
愷
之
の
筆
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が）

79
（

、
陸
探
微
・
張
僧
繇
に
つ
い
て
は
皆

無
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
前
出
の
呉
道
子
筆
釈
迦
図
（
図
２
）
は
、
す
で
に
う
か

が
い
知
れ
な
い
六
朝
の
諸
名
家
の
遺
蹟
を
偲
ば
せ
、
当
時
日
本
に
辛
う
じ
て
現

存
す
る
唐
代
の
画
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
空
海
の
将
来
と
い
わ
れ
た

真
言
七
祖
像
（
図
６
は
そ
の
一
幅
）
も
唐
画
と
し
て
最
も
信
頼
で
き
る
も
の
で
、

「
東
洋
絵
画
史
上
貴
重
す
可
き
遺
品
」
で
あ
る
と
い
う）

80
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
一
〇
年
代
以
降
中
央
ア
ジ
ア
探
検
の
成
果
と
し
て
唐

図 5　伝張思恭筆釈迦画像
山城国　二尊院蔵『國華』第 149
号（1902 年 10 月）掲載

図 6　唐人李真筆不空金剛像
京都　教王護国寺蔵　『國華』第 198 号

（1906 年 11 月）掲載
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代
以
前
の
画
が
日
本
に
も
大
量
に
将
来
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
認
識

に
も
変
化
が
生
じ
る）

81
（

。

　

第
三
項　

明
代
・
清
代

│
宋
代
・
元
代
よ
り
も
劣
る

　

こ
こ
で
い
う
「
明
代
・
清
代
」
と
は
具
体
的
に
は
そ
の
院
体
画
だ
け
を
さ

す
。
と
い
う
の
も
後
述
の
よ
う
に
元
代
か
ら
清
代
に
至
る
文
人
画
に
対
し
て

は
、「
一
流
の
作
品
が
な
い
」
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
こ
の
明
代
・
清
代
は

宋
代
・
元
代
よ
り
も
劣
る
と
い
う
認
識
は
、
宋
代
・
元
代
が
中
国
絵
画
の
最
盛

期
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
第
二
の
傍
証
で
あ
り
、
枕
詞
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た）

82
（

。

　

特
に
節
庵
「
支
那
画
に
於
け
る
山
水
一
格
の
成
立
」・
同
「
宋
元
よ
り
明
代

に
至
る
山
水
画
の
変
革
を
例
す
」
で
は
、
実
作
品
に
も
と
づ
い
て
山
水
画
の
様

式
の
変
遷
が
提
示
さ
れ
た）

83
（

。
前
者
で
は
、
山
水
画
で
は
ま
ず
そ
の
構
図
が
典
型

に
陥
ら
ず
、
常
に
目
の
前
の
自
然
を
と
ら
え
て
詩
的
な
空
想
を
付
加
す
る
こ
と
、

ま
た
深
遠
雄
大
で
安
穏
静
寂
の
趣
を
与
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
宋
代
の
山

水
が
そ
の
趣
旨
を
最
も
よ
く
実
現
し
て
い
る
。
元
代
は
そ
の
後
継
で
幽
寂
の
趣

と
成
熟
し
た
技
巧
を
得
て
い
る
が
、
末
期
に
は
典
型
に
陥
る
。
さ
ら
に
明
清
に

至
っ
て
は
同
日
の
論
で
は
な
い
と
い
う
。
後
者
で
は
、
明
代
の
山
水
画
は
煩
雑

か
つ
精
緻
に
し
て
、
宋
元
の
よ
う
な
深
遠
静
寂
の
趣
を
得
て
い
な
い
。
そ
の
着

想
だ
け
見
れ
ば
あ
る
い
は
進
歩
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
絵
画
の

本
性
に
対
し
て
過
大
か
不
相
応
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
の
作
例
と
し
て
参
照
さ
れ
て
い
る
の
は
、
宋
代
が
伝
閻
次
平
筆
秋
野

牧
牛
図
（
図
７
）、
元
代
が
伝
孫
君
沢
筆
夏
景
山
水
図
、
明
代
が
仇
英
筆
山
水

図
（
図
８
）
で
あ
り
、
今
日
よ
り
見
れ
ば
そ
の
選
択
に
は
明
ら
か
に
難
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
山
水
画
と
し
て
は
南
宋
時
代
及
び
そ
れ
を
継
承
し
た
元
代
の
院
体
画

が
念
頭
に
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
北
宋
時
代
の
画
や
元
代
以
降
の
文
人
画
は
ほ

と
ん
ど
参
照
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

図 7　伝閻次平筆秋野牧牛図
東京　子爵秋元興朝蔵　『國華』第 191
号（1906 年 4 月）掲載

図 8　仇英筆山水図
東京　帝室博物館蔵　『國華』第
193 号（1906 年 6 月）掲載
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第
四
項　

文
人
画

│
一
流
の
作
品
な
し

　

当
時
「
文
人
画
」
以
外
に
用
い
ら
れ
た
用
語
と
し
て
は
、「
南
宗
」「
南
宗

画
」「
南
画
」
が
あ
る
が
、『
國
華
』
で
は
相
互
に
厳
密
な
区
別
は
見
ら
れ
な
い
。

本
論
で
は
、
先
の
院
体
画
と
対
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
「
文
人
画
」
を
用
い

る
。
文
人
と
は
基
本
的
に
政
務
に
携
わ
る
傍
ら
書
画
を
善
く
す
る
者
を
さ
す
が
、

い
っ
た
ん
政
務
に
携
わ
っ
た
後
隠
居
す
る
か
、
ま
た
は
同
等
の
資
格
や
教
養
を

持
ち
な
が
ら
生
涯
仕
官
し
な
か
っ
た
在
野
の
作
者
も
含
む
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
一
八
九
〇
年
代
に
掲
載
さ
れ
た
文
人
画
は
李
元
達
筆
墨
竹

図
（
図
９
）
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
〇
〇
年
代
に
は
一
定
量
の
文
人
画

が
掲
載
さ
れ
た
が
、
宋
代
の
蘇
過
、
元
代
の
高
然
暉
（
図
10
）、
明
代
の
二
流

の
文
人
、
及
び
来
舶
清
人
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
文
人
画
全
般
の
評
価
を
押
し

上
げ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
特
に
、
清
代
の
伊
孚
九
筆
山
水
図
（
図
11
）
は

瀧
の
主
幹
就
任
後
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
文
人
画
だ
が
、
池
大
雅
の
旧
蔵
で
あ
っ

た
と
い
う
伝
称
に
よ
り
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
文
人
画
の
一
つ
の
標
範
で
あ
っ

た
と
い
う
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
同
時
に
、
文
人
画
の
本
来
と
は
詩
中
に
画
あ

る
如
く
画
中
に
も
詩
あ
る
こ
と
、
ま
た
骨
法
用
筆
を
主
と
し
て
瀟
散
淡
泊
の
趣

を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
中
国
絵
画
本
来
の
性
質
で
あ
る
と
述
べ
る）

84
（

。
こ

れ
は
『
國
華
』
で
最
初
の
文
人
画
論
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
そ
の
後
の
瀧
に
よ

る
一
連
の
文
人
画
論
の
端
緒
で
あ
る
。

　

中
国
絵
画
に
対
す
る
以
上
の
見
解
は
当
時
の
日
本
に
現
存
し
て
掲
載
可
能
で

あ
っ
た
作
品
群
に
も
と
づ
い
て
い
て
、
伝
称
や
文
献
の
記
述
よ
り
も
実
作
品
を

図 9　李元達筆墨竹図
［所蔵者不明］　『國華』第 119 号
（1899 年 11 月）掲載

図 10　伝高然暉筆夏山雨後図
東京　子爵秋元興朝蔵　『國華』第
211 号（1907 年 12 月）掲載

図 11　伊孚九（伊海）筆山水図
京都　森元網三郎蔵　『國華』第 174
号（1904 年 11 月）掲載
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重
視
す
る
近
代
美
術
史
学
の
方
法
に
拠
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
大
の
成
果

は
、「
宋
元
画
」、
す
な
わ
ち
前
代
ま
で
の
茶
の
湯
の
名
物
が
新
た
に
作
者
中
心

の
制
作
史
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
結
果
と
し
て
近
代
数
寄
者
の
価
値
観
が
保

証
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
評
価
は
一
九
一
〇
年
代
以
降
文
人
画
の
評
価
に

よ
っ
て
相
対
化
さ
れ
る
も
の
の
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
強
化
を
経
て
、
現
在

に
至
る
ま
で
日
本
に
お
け
る
中
国
絵
画
観
の
確
実
な
一
部
と
な
る
。

第
二
章　

一
九
一
〇
〜
一
九
二
〇
年
代

│
古
渡
掲
載
の
第
二
・

第
三
ピ
ー
ク

　

第
一
節　

民
間
所
蔵
品
の
公
開
・
入
札

　

一
九
〇
〇
年
代
か
ら
す
で
に
民
間
所
蔵
品
公
開
へ
の
要
望
が
あ
り
、
一
部

で
は
始
ま
っ
て
い
た
が
、『
國
華
』
の
内
外
で
そ
の
公
開
が
最
も
進
ん
だ
の
は

一
九
一
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。

　
『
國
華
』
で
は
一
九
一
〇
年
春
に
す
で
に
前
述
の
什
宝
陳
列
が
行
わ
れ
た
尾

張
徳
川
家
に
対
し
て
、
一
九
一
二
年
八
月
ま
で
に
調
査
が
行
わ
れ
た）

85
（

。
続
い

て
、
一
九
一
七
年
十
月
ま
で
に
島
津
家
の
調
査
が
行
わ
れ）

86
（

、
川
崎
家
の
所
蔵
品

に
つ
い
て
も
す
で
に
一
九
一
五
年
二
月
以
降
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
一
八

年
十
一
月
の
一
般
公
開
に
つ
い
て
特
に
報
告
さ
れ
る）

87
（

。
さ
ら
に
、
浅
野
家
の

所
蔵
品
は
一
九
二
〇
年
代
に
初
め
て
『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
九
二
二
年
六
月
以
降
東
京
の
邸
宅
で
数
度
陳
列
さ
れ
、
翌
年
六
月
に
は
瀧
が

広
島
に
赴
い
て
そ
の
宝
蔵
に
収
め
る
古
画
を
数
日
間
調
査
し
た）

88
（

。
そ
の
掲
載
は

一
九
二
六
年
十
一
月
ま
で
続
き
、
さ
ら
に
後
年
（
一
九
四
三
年
十
一
月
）
の
一

点
も
含
め
る
と
、
浅
野
家
所
蔵
品
の
掲
載
点
数
は
全
三
十
六
点
に
上
る
。
こ
れ

は
、
岩
崎
家
の
四
十
一
点
に
次
ぐ
。
第
四
節
で
み
る
よ
う
に
、
一
九
一
〇
年
代

に
は
岩
崎
家
の
所
蔵
品
が
明
代
・
清
代
の
文
人
画
の
掲
載
点
数
を
劇
的
に
増
加

さ
せ
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
浅
野
家
の
所
蔵
品
が
南
宋
時
代
・
元
代
の
院
体
画

の
掲
載
点
数
を
再
び
増
加
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
浅
野
家
は
後
述
の
よ
う
に
『
國

華
』
掲
載
に
先
立
っ
て
所
蔵
品
図
録
を
一
九
一
七
年
に
刊
行
し
、
ま
た
同
年
に

後
述
の
史
学
会
大
会
で
も
宝
物
展
観
を
行
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
一
九
二
〇
年

代
に
お
け
る
院
体
画
の
掲
載
点
数
の
増
加
は
、
本
来
も
っ
と
早
く
に
公
開
さ
れ

た
か
も
し
れ
な
い
も
の
が
後
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
は
各
家
の
所
蔵
品
図
録
の
刊
行
も
行
わ
れ
、
そ
の
一
部
に
は
國

華
社
が
関
与
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
大
名
家
で
は
黒
田
家
が
一
九
一
二
年

に
『
筆
耕
園
』（
審
美
書
院
刊
）、
浅
野
家
が
一
九
一
七
年
に
『
浅
野
侯
爵
家
家

宝
絵
譜
』（
相
見
繁
一
編
、
藝
海
社
刊
）、
勲
功
華
族
で
は
井
上
家
が
一
九
一
二

年
に
『
世
外
庵
鑑
賞
』（
國
華
社
刊
）、
川
崎
家
が
一
九
一
四
年
に
『
長
春
閣

鑑
賞
』（
川
崎
芳
太
郎
編
、
國
華
社
刊
）、
岩
崎
家
が
一
九
二
一
年
に
静
嘉
堂
編

『
静
嘉
堂
鑑
賞　

支
那
画
部
』（
瀧
精
一
序
言
、
澤
村
専
太
郎
・
藤
懸
静
也
解
説
）、

個
人
で
は
松
本
家
が
一
九
二
三
年
に
『
双
軒
庵
鑑
賞
』（
松
本
双
軒
庵
蔵
版
、
國

華
社
印
刷
）
を
刊
行
し
た
。

　

同
様
に
國
華
社
自
ら
の
茶
話
会
も
継
続
さ
れ
、
こ
の
時
期
特
に
大
規
模
な
も
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の
が
二
つ
開
催
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
一
五
年
十
二
月
十
一
日
の
創
刊

記
念
茶
話
会）

89
（

、
一
九
一
七
年
四
月
二
十
八
日
の
春
季
茶
話
会
で
あ
る
（
後
者
に

つ
い
て
は
、
第
三
節
参
照
）。
同
時
期
の
史
学
会
も
ま
た
、
民
間
所
蔵
品
に
注
目

し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
一
三
年
か
ら
四
三
年
ま
で
の
三
十
年
間
、
年
一

回
の
大
会
の
会
期
中
の
一
日
に
特
定
の
所
蔵
者
宅
を
訪
問
す
る
「
宝
物
展
観
」

表 10　史学会大会における宝物展観

年月日 回 内　容
1913 年 4 月 4 日 第 15 回 前田侯爵家
1914 年 4 月 3 日 第 16 回 松浦伯爵家
1915 年 4 月 2 日 第 17 回 大倉美術館
1916 年 4 月 9 日 第 18 回 酒井伯爵家
1917 年 5 月 5 日 第 19 回 浅野侯爵家
1918 年 4 月 14 日 第 20 回 三渓園
1919 年 4 月 13 日 第 21 回 青山荘
1920 年 4 月 第 22 回 （展観が実施されず）
1921 年 10 月 9 日 第 23 回 徳川公爵家
1922 年 10 月 8 日 第 24 回 岩崎男爵家
1923 年 （大会が実施されず）
1924 年 5 月 第 25 回 （展観が実施されず）
1925 年 5 月 17 日 第 26 回 松平伯爵家（旧松江藩）
1926 年 5 月 17 日 第 27 回 楽浪郡王墓発掘品
1927 年 5 月 1 日 第 28 回 神田鐳蔵氏所蔵浮世絵
1928 年 5 月 6 日 第 29 回 松平子爵家楽翁公遺品
1929 年 11 月 3 日 第 30 回 前田侯爵家
1930 年 5 月 11 日 第 31 回 小泉策太郎
1931 年 5 月 10 日 第 32 回 益田男爵家
1932 年 5 月 15 日 第 33 回 細川侯爵家
1933 年 5 月 14 日 第 34 回 浅野侯爵家

1934 年 5 月 13 日 第 35 回 團伊能・牧田環・益田孝・大島雅太郎（於丸ノ
内日本工業倶楽部）

1935 年 5 月 12 日 第 36 回 三井家（於笄町集会所）
1936 年 5 月 10 日 第 37 回 酒井伯爵家（旧姫路藩）
1937 年 5 月 第 38 回 （展観が実施されず）
1938 年 5 月 15 日 第 39 回 毛利公爵家
1939 年 5 月 13 日 第 40 回 島津公爵家・帝室博物館
1940 年 5 月 12 日 第 41 回 井上侯爵家
1941 年 5 月 11 日 第 42 回 上杉伯爵家
1942 年 5 月 9 日 第 43 回 池田侯爵家
1943 年 5 月 8 日 第 44 回 根津美術館

参考文献：『史学雑誌』第 24 編第 4 号（1913 年）～第 54 編第 7 号（1943 年）。

を
実
施
し
て
、
非
常
に
好
評
を
博
し
て
い
た
（
表
10
））

90
（

。
そ
の
対
象
の
多
く
は

『
國
華
』
に
も
登
場
す
る
所
蔵
者
で
あ
り
、『
國
華
』
誌
上
で
も
た
び
た
び
そ
の

消
息
を
伝
え
た）

91
（

。

　

他
方
、
一
九
一
六
年
九
月
に
前
述
の
華
族
世
襲
財
産
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
世
襲
財
産
と
し
て
従
来
の
土
地
だ
け
で
な
く
家
宝
・
登
録
公
債
・
有

価
証
券
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
財
産
を
廃
止
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た）

92
（

。
こ
の
法
改
正
や
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る

好
景
気
の
影
響
に
よ
り
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
以
降
所
蔵
品

の
入
札
が
流
行
し
た
。『
國
華
』
に
登
場
す
る
所
蔵
者
に
関

連
す
る
入
札
が
行
わ
れ
た
年
月
と
内
容
と
を
照
合
す
れ
ば
、

『
國
華
』
へ
の
掲
載
と
前
後
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
（
表

11
）。
特
に
、
一
九
一
六
年
五
月
の
伊
達
家
の
入
札
に
つ
い

て
、
後
出
の
高
橋
義
雄
は
後
年
、
維
新
後
に
大
名
家
が
堂
々

と
蔵
品
を
入
札
し
た
最
初
で
、
他
の
大
名
家
に
対
し
て
有
力

な
勧
誘
か
つ
模
範
と
な
っ
た
と
い
う）

93
（

。
ま
た
一
九
一
七
年
六

月
及
び
十
月
の
赤
星
家
の
入
札
に
つ
い
て
も
、
そ
の
価
格
に

お
い
て
「
特
筆
大
書
す
べ
き
事
件
」
と
述
べ
た）

94
（

。
一
九
二
〇

年
代
に
は
、
特
に
井
上
、
島
津
、
松
方
、
川
崎
、
藤
田
家
で

行
わ
れ
た
も
の
が
顕
著
で
あ
る
。
井
上
家
の
入
札
は
、
馨
の

没
後
甥
で
養
子
の
勝
之
助
が
美
術
品
蒐
集
の
趣
味
を
継
承
し

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る）

95
（

。
島
津
・
松
方
・
川
崎
家
の
入
札
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は
、
金
融
恐
慌
に
よ
り
一
九
二
七
年

四
月
に
十
五
銀
行
が
整
理
休
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
直
接
影
響
を

受
け
た
。
と
い
う
の
も
、
前
述
の
華

族
世
襲
財
産
法
の
改
正
以
後
、
華

族
は
土
地
を
公
債
や
株
式
に
換
え

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
主
要

な
投
資
先
が
十
五
銀
行
だ
っ
た
の

で
あ
る）

96
（

。
島
津
家
の
入
札
で
は
、
後

年
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
呂
紀
筆
花
鳥

図
（
第
三
二
八
、
三
三
五
号
）
を
除

く
『
國
華
』
掲
載
作
品
の
ほ
と
ん
ど

が
出
品
さ
れ
た
。
松
方
家
も
所
蔵
品

が
『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
の
と
前

後
し
て
、
正
義
長
男
の
巌
の
十
五
銀

行
の
頭
取
辞
任
と
同
時
に
爵
位
を
返

上
し
、
財
産
整
理
の
た
め
に
入
札
を

行
っ
た）

97
（

。
川
崎
家
は
そ
の
松
方
家
と

姻
戚
関
係
に
あ
り
、
十
五
銀
行
か
ら

優
先
的
に
融
資
を
受
け
て
い
た）

98
（

。
最

後
に
、
藤
田
家
の
所
蔵
品
は
前
述
の

表 11　『國華』に登場する所蔵者に関連した入札一覧

年月日 入札目録名 会　場 備　考
1903 年 4 月 9 日 平瀬家所蔵品（堺卯楼） 大阪美術倶楽部 （筆者未見）
1906 年 11 月 11 日 平瀬家所蔵品（大阪商盛組会場）（第二回） 大阪美術倶楽部 （筆者未見）
1911 年 11 月 6 日 片野邑平氏遺愛品入札 東京美術倶楽部 （筆者未見）
1916 年 5 月 16 日 仙台伊達家御蔵品入札 東京美術倶楽部
1916 年 10 月 30 日 川端氏（東京）当市某大家所蔵品 名古屋美術倶楽部 （筆者未見）
1917 年 3 月 6 日 当市岩本氏所蔵品入札 大阪美術倶楽部
1917 年 5 月 14 日 秋元子爵家御蔵器入札 東京美術倶楽部
1917 年 6 月 11 日 赤星家所蔵品入札 東京美術倶楽部
1917 年 10 月 8 日 第二回赤星家所蔵品入札 東京美術倶楽部
1917 年 10 月 15 日 第三回赤星家所蔵品入札 東京美術倶楽部
1917 年 11 月 22 日 津軽伯爵家御蔵器入札 東京美術倶楽部

1917 年 12 月 19 日 京都前市長井上密氏遺愛品大阪本出氏所蔵品
入札 大阪美術倶楽部

1918 年 6 月 10 日 近衛公爵御蔵器第二回入札 東京美術倶楽部
1921 年 11 月 7 日 尾州徳川家御蔵品入札 東京美術倶楽部
1921 年 11 月 17 日 尾州徳川家御蔵品第二回売立 名古屋美術倶楽部
1923 年 6 月 14 日 若州酒井伯爵家御所蔵品入札 東京美術倶楽部
1925 年 5 月 11 日 子爵松平家御蔵品入札目録 東京美術倶楽部
1925 年 5 月 25 日 前田侯爵家御蔵器 東京美術倶楽部 （筆者未見）
1925 年 11 月 9 日 井上侯爵家御所蔵品入札 東京美術倶楽部
1928 年 3 月 26 日 前公爵松方家蔵品入札 東京美術倶楽部
1928 年 4 月 9 日 前公爵松方家蔵品第二回入札 東京美術倶楽部
1928 年 5 月 28 日 公爵島津家蔵品入札目録 東京美術倶楽部
1928 年 6 月 18 日 広岡家蔵品入札 大阪美術倶楽部
1928 年 10 月 11 日 神戸川崎男爵家蔵品入札目録 大阪美術倶楽部
1929 年 3 月 4 日 公爵島津家御蔵品入札 東京美術倶楽部
1929 年 5 月 10 日 男爵藤田家蔵品 大阪美術倶楽部 （筆者未見）
1929 年 10 月 14 日 公爵島津家御蔵品入札 東京美術倶楽部
1932 年 5 月 17 日 松洞庵小津家所蔵品入札目録 京都美術倶楽部
1933 年 6 月 26 日 双軒庵美術集成図録 東京美術倶楽部
1933 年 10 月 11 日 続双軒庵美術集成図録 東京美術倶楽部
1934 年 1 月 22 日 双軒庵目録 東京美術倶楽部
1934 年 4 月 5 日 香雪斎蔵品展観目録 大阪美術倶楽部

1936 年 3 月 12 日 長春閣蔵品展観図録［表紙］／神戸川崎男爵
家蔵品入札目録［中扉］ 大阪美術倶楽部

1936 年 6 月 22 日 皎亭文庫内野家並某家蔵品入札 東京美術倶楽部
1937 年 4 月 13 日 香雪斎蔵品展観目録 大阪美術倶楽部
1943 年 10 月 25 日 入札目録 根津美術館東京美術会館出張
1943 年 11 月 1 日 入札目録 根津美術館東京美術会館出張

参考文献：『美術商の百年　東京美術倶楽部百年史』（東京美術倶楽部・東京美術商協同組合、2006）及び各入札目録
（「筆者未見」を除く）。
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　『國華』にみる古渡の中国絵画

よ
う
に
一
八
八
〇
年
代
よ
り
著
名
で
あ
っ
た
が
、
中
国
絵
画
の
所
蔵
者
と
し
て

『
國
華
』
に
登
場
す
る
の
は
一
九
二
八
年
二
月
以
降
と
遅
い
。
ま
た
、
そ
の
入

札
は
美
術
品
保
護
の
思
想
普
及
や
海
外
流
出
防
止
の
任
を
終
え
た
の
で
そ
の
一

部
分
を
社
会
に
放
出
し
た
も
の
と
い
わ
れ）

99
（

、
所
蔵
品
の
公
開
に
比
較
的
熱
心
で

あ
っ
た
勲
功
華
族
の
中
で
は
異
例
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
一
九
二
八
年
十
一
月
・
十
二
月
に
は
東
京
府
美
術
館
（
当
時
）
に

お
い
て
日
中
両
政
府
の
支
援
を
受
け
た
支
那
古
名
画
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
翌

年
刊
行
の
『
唐
宋
元
明
名
画
大
観
』（
東
京
大
塚
巧
藝
社
刊
）
に
は
中
国
側
出
品

一
五
九
点
、
日
本
側
出
品
二
三
九
点
が
確
認
さ
れ
る
。
次
い
で
一
九
三
一
年
四

月
・
五
月
に
は
同
様
に
日
華
古
今
絵
画
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
同
年
刊
行
の

『
宋
元
明
清
名
画
大
観
』（
同
）
に
は
中
国
側
出
品
二
三
二
点
、
日
本
側
出
品

一
四
一
点
（「
東
京
帝
室
博
物
館
特
別
陳
列
国
宝
支
那
画
」
十
一
点
を
含
む
）
が
確

認
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
日
本
側
出
品
者
に
も
古
渡
だ
け
で
な
く
新
来
の
所
蔵
者

も
含
ま
れ
、
こ
の
両
展
覧
会
の
日
本
側
の
出
品
内
容
は
、
当
時
日
本
に
現
存
し

た
古
渡
と
新
来
双
方
の
集
大
成
で
あ
っ
た
。

　

第
二
節　

近
代
数
寄
者
と
近
代
研
究
者
の
攻
防

　

近
代
数
寄
者
に
は
実
業
界
で
の
成
功
者
が
多
く
、
必
然
的
に
入
札
に
は

積
極
的
に
関
与
し
た
。
民
間
所
蔵
品
の
公
開
を
推
進
し
た
『
國
華
』
だ
が
、

一
九
一
〇
年
代
後
半
に
は
こ
れ
ら
入
札
の
流
行
に
対
す
る
批
判
が
最
も
激
し

く
な
る
。
特
に
「
久
し
き
以
前
よ
り
そ
の
企
あ
り
し
も
…
…
」
で
は
、
直
接
先

の
伊
達
家
入
札
に
関
連
し
て
今
後
も
古
名
品
の
所
在
は
案
外
に
動
揺
し
や
す
く
、

そ
れ
に
乗
じ
て
海
外
漏
出
の
行
わ
れ
る
こ
と
を
憂
慮
す
る）

100
（

。
ま
た
、
入
札
者
は

美
術
品
で
は
な
く
評
判
を
買
う
に
す
ぎ
な
い
、
美
術
を
利
殖
可
能
な
財
産
視
す

る
、
一
個
の
茶
器
に
万
金
を
投
ず
る
も
学
術
的
設
備
（
特
に
博
物
館
建
設
）
を

顧
み
な
い
な
ど
と
批
判
し
た）

101
（

。
さ
ら
に
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
当
時
の
不

景
気
は
却
っ
て
美
術
界
覚
醒
の
好
時
期
で
あ
る
と
述
べ
た）

102
（

。
こ
の
一
九
一
〇
年

代
後
半
に
お
け
る
入
札
の
流
行
は
美
術
品
海
外
流
出
の
危
機
感
を
も
煽
り
、
国

内
の
民
間
所
蔵
品
に
対
す
る
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
促
す

こ
と
に
な
る）

103
（

。
他
方
、「
去
秋
の
光
悦
会
」
で
は
そ
の
展
示
品
を
報
告
し
つ
つ
、

現
今
の
茶
会
は
「
一
種
の
社
交
倶
楽
部
と
な
り
、
所
謂
富
豪
の
遊
戯
場
で
、
商

人
の
骨
董
売
買
の
具
に
な
る
に
至
」
る
と
明
ら
か
に
批
判
す
る）

104
（

。

　

こ
れ
ら
批
判
の
対
象
と
し
て
は
、
自
ら
数
寄
者
で
あ
り
な
が
ら
筆
も
立
っ
た

高
橋
義
雄
（
号
箒
庵
、
一
八
六
一
―
一
九
三
七
）
の
よ
う
な
人
物
を
想
定
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
彼
の
活
動
は
一
九
一
〇
年
代
に
本
格
化
し
、
一
九
二
〇

年
代
に
は
成
果
の
刊
行
が
続
々
と
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
一
九
一
二
年
二
月
五

日
、
高
橋
は
『
時
事
新
報
』
紙
上
で
「
東
都
茶
会
記
」
の
連
載
を
開
始
し
、
以

後
彼
に
よ
る
茶
会
記
は
題
名
や
掲
載
紙
（
誌
）
を
変
更
し
な
が
ら
も
没
年
の

一
九
三
七
年
に
至
る
ま
で
継
続
さ
れ
、
単
行
本
が
ほ
ぼ
毎
年
刊
行
さ
れ
た）

105
（

。
ま

た
一
九
一
三
年
五
月
、
初
め
て
松
平
家
（
直
亮
）
の
家
宝
を
調
査
し
て
不
眛

の
『
古
今
名
物
類
聚
』
の
遺
志
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を
志
し
、
一
九
一
七
年
一
月
、

大
正
名
器
編
纂
所
を
設
立
し
た）

106
（

。
辛
う
じ
て
茶
入
・
茶
碗
二
種
だ
け
の
調
査
を
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完
了
し
得
た）

107
（

と
い
う
そ
の
『
大
正
名
器
鑑
』
は
、
一
九
二
一
―
二
六
年
に
全
九

編
が
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
二
九
年
、『
大
正
名
器
鑑
』
の
編
集
補
助
を

務
め
た
高
橋
龍
雄
（
号
梅
園
、
一
八
六
八
―
一
九
四
六
）
は
『
茶
道
』
を
刊
行
し

た
が
、
そ
の
書
は
従
来
茶
道
史
の
本
格
的
研
究
の
出
発
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る）

108
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
数
寄
者
は
も
ち
ろ
ん
自
己
顕
示
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
も

の
の
、
所
蔵
品
の
公
開
を
重
視
（
ま
た
は
容
認
）
し
た
点
で
従
来
の
茶
人
と
は

異
な
る
。
例
え
ば
、
高
橋
箒
庵
が
作
品
を
実
見
す
る
こ
と
の
重
要
性
及
び
実
地

調
査
の
困
難
を
語
り
、
ま
た
名
物
を
一
般
公
衆
の
参
考
に
供
し
て
後
代
に
伝
え

る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
工
芸
に
利
用
す
る
必
要
を
説
き
、
さ
ら
に
国
家
が

名
器
の
保
護
を
国
民
に
任
せ
て
い
る
と
批
判
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る）

109
（

。
ま
た
、

高
橋
梅
園
は
従
来
「
道
具
茶
の
湯
」
と
し
て
攻
撃
さ
れ
る
茶
器
愛
玩
の
正
当
性

を
主
張
し
、「
茶
は
道
具
の
総
合
芸
術
で
あ
る
」
と
規
定
し
た
上
で
、
茶
入
・

茶
碗
に
と
ど
ま
ら
な
い
名
物
茶
器
の
由
来
を
「
史
学
的
芸
術
的
」
に
試
み
た
と

い
う）

110
（

。
従
っ
て
両
者
に
よ
る
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
後
述
の
『
茶
道
名
物
考
』
も

合
わ
せ
て
近
代
数
寄
者
に
よ
る
名
物
観
の
到
達
点
と
い
え
る
。
彼
ら
の
活
動
を
、

民
間
人
に
よ
る
美
術
作
品
の
公
開
・
記
録
・
評
価
と
し
て
『
國
華
』
に
比
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
研
究
者
と
の
決
定
的
な
相
違
と
は
、
数
寄
者
が

徹
底
し
て
鑑
賞
者
の
立
場
に
と
ど
ま
る
一
方
、
研
究
者
は
あ
く
ま
で
作
者
の
置

か
れ
た
歴
史
的
文
脈
を
重
視
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
節　

文
人
画
評
価
の
道
程
と
書
道
界
へ
の
提
言

　

一
九
一
〇
年
代
以
降
、
辛
亥
革
命
前
年
の
中
国
で
瀧
が
調
査
し
た
中
国
人
の

所
蔵
品
や
、
そ
の
後
日
本
に
将
来
さ
れ
た
中
国
絵
画
の
作
品
群
が
続
々
と
掲
載

さ
れ
、
特
に
文
人
画
に
注
目
さ
れ
た）

111
（

。
一
九
一
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
年
代
初

頭
に
は
、
岩
崎
家
の
所
蔵
す
る
古
渡
の
文
人
画
が
多
数
掲
載
さ
れ
た
だ
け
で
な

く
、
一
九
一
七
年
四
月
二
十
八
日
、
國
華
社
春
季
茶
話
会
に
お
い
て
、
日
中
の

元
代
以
後
の
文
人
画
ま
た
は
南
宗
画
に
属
す
る
も
の
と
、
そ
れ
に
対
立
す
る

表 12　1917 年 4月 28 日國華社春季茶話会出品作品
（中国絵画のみ）

作者名 作品名 所蔵者 『國華』掲載
伝馬遠 山水図 岩崎小弥太 第 234 号
釈漙光 十六羅漢帖 岩崎小弥太 第 333 号
伝任月山 楼閣山水図双幅 川崎芳太郎 第 321 号
－ 竹林山水図 岩崎小弥太 第 308 号
呂紀 四季花鳥図四幅 島津忠承 第 328、335 号
王問 漁楽図 岩崎小弥太 第 310 号
詹景鳳 山水図 住友吉左衛門 第 329 号
李士達 歳朝題詩図 岩崎小弥太 －
倪元璐 山水図 岩崎小弥太 第 391 号
呉振 渓山秋思図 岩崎小弥太 第 370 号
関思 月夜訪友図 岩崎小弥太 第 299 号
馮起震・馮可賓 墨竹図 岩崎小弥太 －
王建章 川至日升図 岩崎小弥太 第 304 号
張彦 山水図 岩崎小弥太 第 392 号
陳紹英 山水図 岩崎小弥太 第 306 号
陳賢 老子過関図 岩崎小弥太 第 327 号
曹有光 山水図 岩崎小弥太 第 311 号
李寅 平遠山水図 岩崎小弥太 第 319 号

参 考 文 献：「 春 季 茶 話 会 記 」『 國 華 』 第 324 号、1917 年 5 月、
391‒392 頁。
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上
代
及
び
北
宗
の
画
が
展
示
さ
れ
た）

112
（

。
中
国
絵
画
は
十
八
点
で
、
元
代
以
降

の
文
人
画
は
十
一
点
に
上
っ
た
（
表
12
）。
そ
の
う
ち
岩
崎
家
の
所
蔵
品
が
十

点
、
残
り
の
一
点
は
住
友
家
（
吉
左
衛
門
）
の
所
蔵
品
で
あ
っ
た
。
当
日
は
瀧

が
「
文
人
画
の
本
意
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
が
、
そ
の
要
旨
に
よ
れ
ば

初
期
の
見
解
を
も
踏
ま
え
つ
つ
、
後
年
展
開
さ
れ
る
議
論
も
含
ま
れ
る
。
同
年

同
月
に
は
東
京
帝
室
博
物
館
で
も
新
来
の
作
品
群
を
含
ん
だ
「
南
宗
画
特
別
陳

列
」
が
行
わ
れ
た
が）

113
（

、
國
華
社
の
方
は
す
べ
て
古
渡
の
作
品
群
か
ら
構
成
さ
れ
、

し
か
も
宋
代
か
ら
明
代
ま
で
の
院
体
画
と
の
比
較
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
点
に

そ
の
独
自
性
が
あ
り
、
か
つ
啓
蒙
的
意
図
が
う
か
が
え
る
。

　

他
方
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
年
代
は
、『
國
華
』
の
外
部
で
瀧
の

立
場
が
大
き
く
動
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
一
九
一
四
年
一
月
二
十
三
日
公
布

の
勅
令
第
七
号
に
よ
り
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
お
い
て
従
来
の
「
美
学　

一
講
座
」
が
「
美
学
、
美
術
史　

二
講
座
」
に
改
め
ら
れ）

114
（

、
そ
の
講
座
設
置
理

由
書
に
よ
れ
ば
新
設
の
第
二
講
座
で
は
「
主
ト
シ
テ
本
邦
及
東
洋
ノ
美
学
及
美

術
史
」
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）

115
（

。
そ
し
て
同
年
二
月
二
十
一
日
、
瀧
が

そ
の
講
座
の
教
授
と
な
っ
た
の
で
あ
る）

116
（

。
こ
の
経
緯
に
は
調
査
の
余
地
が
あ
る

が
、
前
章
で
み
た
よ
う
な
「
東
洋
」
の
美
学
・
美
術
史
確
立
の
試
み
の
一
つ
の

成
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
後
、
特
に
そ
の
講
座
の
特
殊
講
義
で
は
六
朝
か
ら

明
代
の
画
論
画
史
の
文
献
学
的
研
究
及
び
作
品
と
の
比
較
、
演
習
で
は
代
表
的

な
画
論
を
講
読
し
た
と
い
わ
れ
る）

117
（

。

　

以
上
を
ふ
ま
え
、『
國
華
』
で
は
古
渡
を
含
め
た
文
人
画
に
対
す
る
評
価
が

一
変
す
る
。
ま
ず
、
早
く
も
一
九
一
二
―
一
三
年
に
掲
載
さ
れ
た
田
中
豊
蔵

「
南
画
新
論
」
は
、「
南
宗
」「
北
宗
」
と
い
う
名
称
の
歴
史
性
を
検
討
し
た
上

で
、
そ
の
自
然
に
対
す
る
制
作
態
度
に
よ
っ
て
文
人
画
を
評
価
し
、
ま
た
画

風
に
も
言
及
す
る）

118
（

。
書
か
れ
た
時
期
か
ら
見
て
、
お
そ
ら
く
当
時
実
見
可
能
と

な
っ
た
明
代
及
び
清
代
の
文
人
画
の
作
品
群
が
議
論
の
契
機
に
な
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
画
論
で
あ
っ
て
実
作
品

で
は
な
い
。
そ
の
た
め
当
時
の
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
と
明
記
し
つ
つ
、
元
末

四
大
家
の
作
品
を
文
人
画
と
し
て
最
も
評
価
す
る
。

　

次
に
、
新
来
の
作
品
群
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
文
人
画
に
対
す
る
評
価
は
古
渡

の
作
品
群
に
も
及
ん
だ
。
例
え
ば
、
墨
色
の
剛
柔
を
旨
と
し
た
「
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ナ
ル
な
形
式
」
は
亡
び
行
く
古
代
芸
術
の
紀
念
物
と
し
て
永
久
に
尊
重
し

つ
つ
も
そ
の
復
活
を
願
わ
な
い
が
、
墨
色
の
濃
淡
に
開
拓
を
試
み
た
南
画
の
水

墨
山
水
の
方
は
将
来
最
も
発
展
の
余
地
が
あ
る
と
い
う）

119
（

。
ま
た
技
巧
上
の
部

分
的
発
達
に
限
ら
れ
た
玄
人
芸
術
に
対
す
る
「
素
人
芸
術
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

足
利
時
代
の
高
僧
画
は
因
習
的
制
約
を
破
壊
し
大
胆
奔
放
な
製
作
を
な
し
て
芸

術
界
を
活
性
化
し
た
が
、
徳
川
下
半
期
の
文
人
画
派
は
そ
の
遊
戯
的
見
解
の
た

め
に
却
っ
て
芸
術
に
対
す
る
懸
命
の
気
魄
を
喪
失
し
た
と
い
う）

120
（

。

　

一
九
二
〇
年
代
後
半
以
降
に
は
、『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
る
文
人
画
は
日
本

人
の
所
蔵
す
る
新
来
の
作
品
群
へ
と
移
行
し
た
。
同
時
に
そ
の
文
人
画
論
は
実

際
の
作
品
に
即
し
て
画
法
に
言
及
す
る
だ
け
で
な
く
、
院
体
画
と
の
比
較
に
よ

り
中
国
絵
画
史
に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
を
論
じ
る
に
至
っ
た）

121
（

。
詳
述
の
余
地
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は
な
い
が
、
そ
の
論
点
は
主
に
次
の
四
つ
に
集
約
さ
れ
る
。
第
一
に
、
功
名
や

技
巧
に
と
ら
わ
れ
な
い
文
人
と
し
て
の
制
作
態
度
を
重
視
し
た
。
第
二
に
、
そ

れ
は
実
際
に
は
当
時
の
価
値
観
、
す
な
わ
ち
近
代
的
芸
術
観
に
も
と
づ
い
て
文

人
画
の
解
釈
及
び
評
価
を
行
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
第
三
に
、
そ
の
本
来
か
ら

離
れ
た
当
時
の
旧
派
（
職
業
的
南
画
家
）
及
び
前
代
末
期
の
文
人
画
を
批
判
す

る
か
、
ま
た
は
復
興
の
対
象
外
と
み
な
し
た
。
第
四
に
、
最
終
的
に
は
そ
の
制

作
態
度
だ
け
で
は
な
く
様
式
と
し
て
の
文
人
画
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
。
特
に
、

最
も
統
括
的
な
瀧
節
庵
「
支
那
画
の
二
大
潮
流
」
で
は
、
院
画
（
院
体
画
）
は

技
巧
的
・
客
観
的
で
あ
る
こ
と
を
特
色
と
す
る
が
、
軒
冕
高
士
画
（
文
人
画
）

は
そ
れ
と
相
反
し
て
技
巧
に
拘
泥
せ
ず
、
逸
格
態
で
意
趣
に
長
じ
た
。
こ
の
二

つ
の
流
れ
に
対
し
て
明
代
以
降
は
「
北
宗
画
」「
南
宗
画
」
と
い
う
区
別
を
適

用
し
、
元
代
以
降
の
中
国
絵
画
の
主
流
は
後
者
に
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
後

世
の
様
式
化
は
そ
の
本
来
に
反
す
る
こ
と
で
、
そ
の
精
神
を
失
っ
て
形
骸
化
し

た
と
い
う）

122
（

。

　

実
は
、
一
九
一
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
二
〇
年
代
の
『
國
華
』
で
は
こ
れ
ら

文
人
画
論
と
並
ん
で
瀧
に
よ
る
画
史
画
論
研
究
が
複
数
掲
載
さ
れ
た
が）

123
（

、
そ
れ

ら
は
大
学
に
お
け
る
演
習
の
成
果
の
公
表
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
述
の
余
地
は
な

い
が
、
特
に
宋
代
画
論
の
一
つ
で
あ
る
郭
若
虚
撰
『
図
画
見
聞
誌
』
に
み
ら
れ

る
「
心
印
」
に
つ
い
て
、「
心
の
直
ち
に
表
は
れ
て
形
と
な
る
も
の
」
で
「
そ

の
心
印
説
は
現
今
の
言
葉
で
云
へ
ば
表
現
説
」
で
あ
る
と
い
う
（「
表
現
説
」
に

「
エ
キ
ス
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ニ
ズ
ム
」
と
ル
ビ
あ
り）

124
（

）。
こ
の
よ
う
に
、
瀧
の
場
合
に
は

文
人
画
を
二
〇
世
紀
初
頭
の
西
洋
絵
画
に
お
け
る
表
現
主
義
に
近
似
し
た
（
た

だ
し
同
一
で
は
な
い
）
も
の
と
す
る
根
拠
と
な
っ
た
の
が
、
画
論
に
対
す
る
理

解
で
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

　

他
方
、『
國
華
』
で
は
す
で
に
一
九
〇
〇
年
代
に
中
国
書
跡
の
作
品
と
書
に

関
す
る
論
文
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
書
道
界
と
の
歩
み
寄
り
は
ま

だ
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
は
中
国
書
跡
の
作
品

が
五
点
掲
載
さ
れ）

125
（

、
当
時
の
『
國
華
』
で
は
文
人
画
に
と
ど
ま
ら
ず
書
へ
の
関

心
も
深
ま
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
ず
、
一
九
一
〇
年
代
末
に
は
「
書
道
の
新
研
究
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
こ

で
は
、
書
法
の
美
的
価
値
に
対
す
る
問
題
は
絵
画
の
研
究
上
必
要
だ
が
、
現
時

の
研
究
の
多
く
は
骨
董
的
で
学
問
的
で
は
な
く
、
新
研
究
を
試
み
る
必
要
が
あ

る
と
い
う）

126
（

。
こ
れ
は
数
寄
者
批
判
と
同
一
の
論
法
で
あ
り
、
当
時
の
書
道
界
は

美
術
史
研
究
者
の
期
待
通
り
に
は
活
動
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
次
に
、
一
九
二
〇
年
代
初
め
に
は
そ
の
「
書
道
の
新
研
究
」
に
対

し
て
、
そ
の
よ
う
に
新
し
い
芸
術
眼
に
よ
る
書
道
を
鼓
吹
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、『
國
華
』
誌
上
で
書
の
作
例
を
掲
載
し
な
い
こ
と
を
批
判
し
た
投
書
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
此
程
本
誌
編
輯
部
に
書
を
寄
せ
て
…
…
」
で
は
そ
れ
に
応

え
、
書
を
掲
載
す
る
こ
と
に
異
議
は
な
く
実
際
に
掲
載
歴
も
あ
る
が
、「
相
当

に
有
名
な
も
の
で
あ
つ
て
も
、
な
る
べ
く
は
格
段
の
深
義
を
有
す
る
も
の
」
を

選
択
し
た
く
、
そ
の
た
め
大
い
に
苦
心
し
て
い
る
の
で
、
世
間
普
通
の
書
道
誌

と
は
異
な
る
と
い
う）

127
（

。
こ
の
よ
う
に
、『
國
華
』
が
当
時
多
数
存
在
し
て
い
た
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書
道
雑
誌
と
は
異
な
る
文
脈
で

│
お
そ
ら
く
は
手
本
で
は
な

く
作
品
と
し
て

│
書
を
掲
載
し
よ
う
と
難
儀
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

最
後
に
、
瀧
拙
庵
「
書
道
と
美
術
」
は
書
道
作
振
会
で
行
わ

れ
た
講
演
の
筆
記
で
あ
る
（
経
緯
は
不
明
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

明
治
初
年
の
「
書
は
美
術
に
あ
ら
ず
と
云
ふ
議
論
」
に
は
時
代

上
の
制
約
が
あ
り
、
ま
た
当
時
の
状
況
を
考
え
れ
ば
南
画
が
排

斥
さ
れ
た
の
も
妥
当
で
あ
っ
た
。
文
人
画
は
芸
術
の
第
一
義
が

主
観
の
表
現
に
あ
る
と
す
る
近
年
の
動
向
に
か
な
う
が
、
そ
の

筆
法
は
書
道
と
同
程
度
に
自
在
に
し
て
自
己
の
表
現
を
尽
く
し

て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
文
人
画
に
限
ら
ず
す
べ

て
の
「
東
洋
画
」
に
必
要
で
あ
る
と
い
う）

128
（

。
こ
の
よ
う
に
、
近

代
的
芸
術
観
か
ら
書
を
画
と
同
等
に
自
己
表
現
の
手
段
と
み
な

す
見
解
は
前
述
の
「
心
印
＝
表
現
」
理
解
の
応
用
で
あ
り
、
美

術
と
書
を
め
ぐ
る
論
争
を
統
括
し
た
上
で
、
こ
の
時
点
で
書
道

界
に
対
し
て
直
接
表
明
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
し
た
い
。

　

第
四
節　
『
國
華
』
掲
載
作
品

　

第
一
項　

一
九
一
〇
年
代

│
岩
崎
家
所
蔵
文
人
画
の
優
勢

　

こ
の
時
期
『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
古
渡
の
中
国
絵
画
は
、

前
の
時
期
と
同
等
の
点
数
（
九
十
六
点
）
を
維
持
し
た
（
新
来

表 13　1910 年代掲載作品の民間所蔵者

区　分 名　前 生没年 略　歴 点数

勲功華族

岩崎弥之助 前出。小弥太（1874‒1945）は子。久弥（1865‒1955）は甥（弥太
郎の子）で三菱財閥の三代目。 25

井上馨 前出。勝之助（1861‒1929）は甥で養子。 6

川崎正蔵 1837‒1912 川崎造船所を創設。芳太郎は養子（1869‒1920　1920 年 1 月 13 日
男爵） 5

住友吉左衛門 1864‒1926 名友純、号春翠・泉屋。住友本家第十五代。1911 年 8 月 25 日男
爵。 4

森村開作 1873‒? 6 代森村市佐衛門（1839‒1919　1915 年 12 月 1 日男爵）の子。日
本貿易協会長。 3

個人

村山龍平 前出 3
小津清左衛門 1888‒? 元禄年間に創業した老舗の末裔。小津銀行代表社員。 2
西川文蔵 － － 2
井汲倉蔵 － － 1
井上密 1867‒1916 法学者。1917 年入札。 1
岩本栄之助 1877‒1916 株式相場師。1917 年入札。 1
木下吉之丞 － － 1
桑名鉄城 1864‒1938 号九華印室。篆刻家。 1
白井義胤 － － 1
高松長左衛門 － － 1
土井林吉 1871‒1952 号晩翠。詩人・英文学者。 1
長谷川治郎兵衛 － － 1
松本松蔵 － 号双軒庵。実業家、九州電気軌道株式会社重役。 1
村上柯吉 1889‒? 千代田石油株式会社社長。 1
茂木七郎右衛門 1860‒1929 野田醤油会社を創業。 1

旧大名家・
公家

徳川義親 前出 6

島津忠承 － 薩摩鹿児島藩第 13 代島津家第 29 代当主忠義（1841‒1897　公爵）
の子。 3

徳川達道 前出 2
松平直亮 前出 2
秋元興朝 前出 1
酒井忠興 1879‒1919 播磨姫路藩酒井家第 10 代当主忠邦（1854‒1879）の子。伯爵。 1
伊達宗基 前出 1

参考文献：表 4 に同じ。
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も
ま
た
第
一
ピ
ー
ク
だ
っ
た
の
で
、
双
方
を
合
わ
せ
た
中
国
絵
画
の
掲
載
点
数
は
創

刊
以
来
最
多
と
な
る
）。
所
蔵
者
の
最
多
は
勲
功
華
族
で
あ
り
、
そ
の
掲
載
点
数

は
前
の
時
期
の
三
倍
に
上
っ
た
（
表
13
）。
そ
の
上
昇
の
要
因
は
岩
崎
家
の
所

蔵
品
で
二
十
五
点
を
占
め
、
そ
の
内
訳
は
二
点
を
除
い
て
明
代
ま
た
は
清
代
の

作
品
で
、
十
七
点
は
文
人
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
川
崎
、
住
友
、
森
村
家
が

新
た
に
登
場
す
る
が
、
住
友
の
所
蔵
品
も
す
べ
て
明
代
ま
た
は
清
代
の
文
人
画

で
あ
る
。
個
人
で
は
、
前
出
の
村
山
の
ほ
か
は
比
較
的
無
名
の
所
蔵
者
だ
が
、

そ
の
内
容
は
や
は
り
文
人
画
が
多
い
。
旧
大
名
家
で
は
、
勲
功
華
族
に
お
け
る

急
増
と
引
き
替
え
に
そ
の
掲
載
点
数
は
半
減
し
た
が
、
新
た
に
島
津
、
旧
姫
路

藩
酒
井
家
が
登
場
す
る
。

　

来
歴
と
し
て
は
、
文
人
画
の
増
加
に
伴
い
、
江
戸
時
代
の
文
人
系
が
茶
の
湯

系
を
上
回
っ
た
（
表
14
）。
ま
た
、
煎
茶
史
に
よ
れ
ば
黄
檗
僧
（
隠
元
隆
琦
と
そ

の
門
下
僧
）
は
江
戸
時
代
に
煎
茶
を
含
む
文
人
の
文
化
を
普
及
し
た
と
い
わ
れ）

129
（

、

例
外
的
に
文
人
系
に
属
す
る
。
な
お
、『
國
華
』
で
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
近

年
の
研
究
に
よ
り
岩
崎
家
及
び
住
友
家
の
所
蔵
品
に
み
ら
れ
る
明
治
時
代
の
文

人
系
の
来
歴
も
明
ら
か
に
な
っ
た）

130
（

。

　

内
容
と
し
て
は
、
院
体
画
（
南
宋
・
元
）
が
前
の
時
期
の
三
分
の
一
に
ま
で

落
ち
込
む
一
方
、
文
人
画
は
三･

六
倍
に
急
増
し
て
一
九
一
〇
年
代
全
体
の

三
分
の
一
を
占
め
（
三
十
三
点
）、
全
院
体
画
を
上
回
っ
た
（
表
15
）。
た
だ
し

王
蒙
は
い
わ
ゆ
る
元
末
四
大
家
の
一
人
で
あ
る
が
、
元
画
寒
林
帰
樵
図
（
第

二
七
三
号
）
の
印
章
は
後
入
れ
と
さ
れ
て
い
る）

131
（

。
明
代
で
は
特
に
文
徴
明
の
甥

の
文
伯
仁
、
忠
臣
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
楊
文
驄
の
ほ
か
、
次
節
で
み
る
よ
う

に
、
中
国
で
は
評
価
が
低
い
が
江
戸
時
代
の
日
本
で
受
容
さ
れ
た
張
瑞
図
、
王

建
章
、
陳
賢
が
新
た
に
登
場
す
る
。
清
代
で
は
特
に
い
わ
ゆ
る
四
王
呉
惲
の
一

人
で
あ
る
惲
壽
平
（
号
南
田
）、
来
舶
清
人
の
江
大
来
（
号
稼
圃
）、
そ
し
て
沈

銓
が
新
た
に
登
場
す
る
。
沈
南
蘋
筆
墨
竹
図
（
第
三
三
四
号
）
は
従
来
の
院
体

表 14　1910 年代掲載作品の来歴

区　分 人　名 件数

江戸時代
（文人系）

浅野楳堂 1
安西雲煙 1
市河米庵 1
篠崎小竹 1
谷文晁 1
永井喜暉 1
中林竹洞 1
貫名海屋 1
山本梅逸 1
頼山陽 1

江戸時代
（茶の湯系）

松平不昧 2
徳川家 2
松花堂昭乗 1
佐久間洞巌 1
徳川家康 1
徳川吉宗 1
小堀遠州 1

禅僧（中国）

偃谿広聞 3
中峰明本 2
天目文礼 1
平山処林 1
一山一寧 1
東叟 1
見心来復 1

黄檗僧

雲林 1
隠元隆琦 1
逸然 1
木庵性瑫 1
高泉性敦 1
即非如一 1

禅僧（日本）

愚中周及 1
絶海中津 1
太原崇孚 1
普門 1

狩野家
探美 1
探幽 1
不明 1

東山御物 足利義満 2
不明 1

明治時代

斎藤拝石 5
奥三郎兵衛 2
鈴木煙雲 2
平野五岳 2
長三州 2
野村素介 1
田能村直入 1
山中信天翁 1
福田鳴鵞 1
岡井慎吾 1
千原華渓 1
小西喜兵衛 1
村田香谷 1
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画
と
は
全
く
別
調
に
属
す
る
墨
竹
で
あ
り
、
そ
の
存
在
に
戸
惑
い
を
隠
さ
な
い）

132
（

。

文
人
画
の
半
数
は
岩
崎
の
所
蔵
品
で
あ
っ
た
。

　

院
体
画
（
明
・
清
）
の
ほ
と
ん
ど
は
明
代
で
あ
り
、
特
に
画
院
に
属
し
た
辺

文
進
、
劉
俊
、
在
野
の
謝
時
臣）

133
（

、
李
士
達
が
新
た
に
登
場
す
る
。
徳
川
・
島

津
・
岩
崎
家
に
加
え
て
、
個
人
の
所
蔵
で
あ
る
。
特
に
岩
崎
家
の
所
蔵
品
に
文

人
画
と
院
体
画
の
双
方
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

　

道
釈
画
で
は
貫
休
（
号
禅
月
大
師
）
が
初
め
て
登
場
し
、
前
章
で
み
た
よ
う

に
、
そ
の
十
六
羅
漢
図
（
第
二
五
三
号
）
は
以
後
羅
漢
図
に
お
け
る
「
禅
月
様
」

表 15　1910 年代掲載作品の内容

区　分 作者名（原文ママ） 点数

文人画（明）

張瑞図 4
盛茂燁 2
王建章 2
葛徴奇 1
関思 1
周之夔 1
詹景鳳 1
趙左 1
陳賢 1
任時中 1
文伯仁 1
楊文驄 1
陸治 1
林台衡 1

文人画（清）

伊孚九 1
惲南田 1
王学浩 1
許友眉 1
江稼圃 1
黄愼 1
沈南蘋 1
曹有光 1
陳紹英 1
翟大坤 1
武丹 1
李寅 1

文人画（宋） 陳所翁 1
文人画（元） ［王蒙］ 1

院体画（明）

李士達 2
呂紀 2
王維烈 1
王問 1
仇英 1
伝仇英 1
謝時臣 1
鐘欽礼 1
戴文進 1
石鋭［閻次平］ 1
藍瑛 1
劉俊 1
伝辺文進 1

院体画（清） 沈南蘋 3

道釈画

伝張思恭 2
［張思恭］ 1
筆者不詳［張思恭］ 1
伝顔輝 2
筆者不詳［顔輝］ 1
周季常 1
陸信忠 1
伝呉道子 1
伝禅月大師 1

［李真］ 2
［陸信忠］ 1
筆者不詳 2

［無記名］ 3

院体画（南宋）

李安忠 1
梁楷 1
伝毛松 1

［夏珪］ 1
［李迪］ 1

院体画（元）

伝孫君沢 2
孫君沢 1
伝任月山 1

［任月山］ 1
伝王若水 1
伝張遠 1

［無記名］ 1

禅画

牧谿 1
牧渓 1
伝牧谿 1
伝牧渓 1

［牧谿］ 1
因陀羅 1
雪庵 1
伝胡直夫 1
筆者不詳［率翁］ 1

［李確］ 1
［牧谿、胡直夫］ 1
［無記名］ 1

その他 顧徳謙 1

の
典
型
と
な
る
（
た
だ
し
南
宋
時
代
の
制

作
と
す
る）

134
（

）。

　

院
体
画
（
南
宋
・
元
）
で
は
、
特
に
目

新
し
い
作
者
は
い
な
い
が
元
代
の
作
例
の

掲
載
点
数
が
宋
代
を
上
回
る
。
古
寺
・
旧

大
名
家
の
ほ
か
、
勲
功
華
族
の
井
上
・
川

崎
・
森
村
・
岩
崎
の
所
蔵
で
あ
る
。

　

禅
画
で
は
新
た
に
溥
光
（
号
雪
庵
）
が

登
場
し
、
そ
の
羅
漢
図
（
第
三
三
三
号
）

は
「
文
人
画
若
く
ば
南
画
の
淵
源
を
な
す

べ
き
古
名
家
の
作
物
」
の
例
と
し
て
評
価

さ
れ
る）

135
（

。
ま
た
、
伝
牧
谿
筆
遠
浦
帰
帆
図

（
第
二
九
一
号
）
は
牧
谿
に
よ
る
瀟
湘
八
景

図
の
一
つ
と
し
て
、
初
め
て
登
場
し
た
。

所
蔵
者
は
相
変
わ
ら
ず
全
区
分
に
均
し
く

亘
る
。

　

な
お
、
顧
徳
謙
は
徐
熙
と
同
様
に
、
五
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代
の
画
人
で
あ
る
が
南
宋
院
体
画
の
文
脈
で
の
み
言
及
さ
れ
る
。

　

第
二
項　

 

一
九
二
〇
年
代

│
浅
野
家
所
蔵
院
体
画
の
優
勢

　

こ
の
時
期
『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
古
渡
の
中
国
絵
画
は
、

前
の
時
期
と
同
等
の
掲
載
点
数
（
九
十
九
点
）
を
維
持
し
て
過

去
最
多
と
な
っ
た
（
新
来
の
掲
載
点
数
は
一
時
的
に
減
少
し
た
）。

所
蔵
者
の
最
多
は
旧
大
名
家
で
、
そ
の
掲
載
点
数
も
過
去
最
多

と
な
っ
た
（
表
16
）。
特
に
浅
野
家
の
所
蔵
品
は
初
登
場
に
し

て
三
十
五
点
に
上
り
、
一
九
二
〇
年
代
全
体
の
掲
載
点
数
の
三

分
の
一
以
上
を
占
め
る
。
そ
の
内
訳
は
院
体
画
二
十
二
点
、
禅

画
八
点
、
道
釈
画
五
点
で
あ
り
、
特
に
院
体
画
（
南
宋
・
元
）

が
十
八
点
に
上
る
。
そ
の
他
、
旧
津
山
藩
松
平
家
も
新
た
に

登
場
す
る
。
そ
の
所
蔵
品
は
旧
松
江
藩
同
家
の
所
蔵
品
と
共

に
名
物
で
あ
る
。
勲
功
華
族
も
ま
た
前
の
時
期
と
同
等
を
維
持

す
る
が
、
新
た
に
松
方
、
藤
田
、
郷
、
原
家
等
が
登
場
す
る

（
岩
崎
の
所
蔵
品
掲
載
は
一
九
二
三
年
七
月
で
終
了
）。
個
人
で
は
、

一
九
〇
〇
年
代
に
登
場
し
て
い
た
馬
越
の
ほ
か
、
広
岡
、
宗
像

家
等
が
登
場
す
る
。

　

来
歴
と
し
て
は
、
明
治
時
代
を
除
く
と
、
茶
の
湯
系
の
も
の

し
か
見
ら
れ
な
い
（
表
17
）。

表 16　1920 年代掲載作品の民間所蔵者

区　分 名　前 生没年 略　歴 点数

旧大名家・公家

浅野長勲 1842‒1937 安芸広島藩浅井家第 12 代当主。侯爵。 35
島津忠重 前出 6
秋元春朝 前出 2
松平直亮 前出 2
黒田長成 前出 1
徳川達道 前出 1

松平康春 1892‒? 美作津山藩松平家第 8 代当主斉民（1814‒1891　子爵）の五
男康民（1861‒?）の子。1925 年入札。 1

勲功華族

岩崎小弥太 前出 14

松方巌 1862‒1942
松方正義（1835‒1924　薩摩藩出身の政治家、首相に二度就
任。1884 年 7 月 7 日伯爵、1922 年 9 月 18 日公爵）の子で、
十五銀行取締役。1927 年 12 月 19 日爵位返上。1928 年入札。

7

川崎武之助 前出 5

藤田平太郎 － 藤田伝三郎（1841‒1912　号香雪斎。藤田組を創立。1911 年
8 月 25 日男爵）の長男。 5

原嘉道 1867‒1944 弁護士、のち枢密院議長。1944 年 8 月 7 日男爵。 2
神田金樹 1885‒? 英文学者神田乃武（1857‒1923　1898 年 7 月 4 日男爵）の子。 1

郷誠之助 1865‒1942 政治家郷純造（1900 年 5 月 9 日男爵）の子。実業家、財界
人。 1

長与又郎 1878‒1941 長与専斎（1838‒1902）の子。病理学者。1941 年 8 月 15 日
男爵。 1

森村開作 前出 1

個人

広岡恵三 1876‒? 1901 年先代信五郎の養子となり、1904 年家督相続。加島銀
行頭取。1928 年入札。 3

宗像九一郎 － － 2
馬越恭平 前出 2
本山豊実 － 古美術商。 1
福井貞一郎 － － 1
山田他人夫 － － 1
茂木七郎右衛門 前出 1
尾本龍 － － 1
松本勝太郎 1874‒? 政治家。 1

参考文献：表 4 に同じ。
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内
容
と
し
て
は
、
院
体
画
（
南
宋
・
元
）
が
巻
き
返
し
て
、
全
体
の
三
分
の

一
（
三
十
三
点
）
を
占
め
る
（
表
18
）。
新
し
い
作
者
と
し
て
は
、
南
宋
時
代
で

は
宋
汝
志
、
徐
崇
嗣
、
元
代
で
は
頼
庵
、
松
田
（
用
田
）、
趙
孟
頫
（
字
子
昂
）

が
い
る
。
特
に
、
頼
庵
、
松
田
（
用
田
）
は
い
ず
れ
も
『
君
台
観
左
右
帳
記
』

に
し
か
記
載
が
な
く
、
前
者
は
魚
図
、
後
者
は
栗
鼠
図
で
知
ら
れ
た
。
ま
た
、

趙
孟
頫
は
文
人
で
あ
り
な
が
ら
院
体
画
の
風
格
を
有
す
る
と
評
さ
れ
た）

136
（

。

表 17　1920 年代掲載作品の来歴

区　分 人　名 件数

禅僧（中国）

一山一寧 1
偃谿広聞 1
子輿 1
松源崇岳 1
浄伏禅師 1
崇裕 1
楚石梵琦 1

東山御物
「雑華室印」 3
足利義満 2

（表装） 1

狩野家 探幽 5
不明 1

江戸時代
（茶の湯系）

松花堂昭乗 1
徳川吉宗 1
松平定信 1

禅僧（日本）

玉室宗伯 1
玉舟宗璠 1
策彦周良 1
清溪通徹 1

明治時代

斎藤拝石 1
臺山堂 1
千原華渓 1
長三州 1
長田新月 1
平野五岳 1
山中信天翁 1

表 18　1920 年代掲載作品の内容

区　分 作者名
（原文ママ） 点数

院体画
（南宋）

伝夏珪 3
［夏珪］ 1
徽宗皇帝 1

［徽宗］ 1
伝徐崇嗣 1

［李安忠］ 2
［宋汝志］ 1
［戴嵩］ 1
［趙昌］ 1
［馬遠］ 1
［牧谿］ 1
［梁楷］ 1

院体画（元）

任月山 2
伝任月山 1
銭舜挙 1
伝銭舜挙 2

［銭舜挙］ 1
用田 1
伝用田 1
松田 1
頼庵 1

［頼庵］ 1
趙子昂 1
伝趙子昂 1
伝胡廷暉 1
伝孫君沢 1

［盛子昭］ 1
［無記名］ 1

院体画（明）

伝紅白川 3
劉俊 2
呉璉 1
周綸 1
張平山 1
辺文進 1
李一和 1
呂敬甫 1

［野泉］ 1
［無記名］ 1

院体画（清） 沈南蘋 5

院体画（清）
藍孟 1
湖秋 1
呉霊璧 1

禅画

因陀羅 2
牧谿 1
伝牧谿 2
伝檀芝瑞 2

［檀芝瑞］ 1
子庭 1
心越 1
雪窓 2
率翁 1
蘿窓 1
伝玉澗 1

［一之］ 1
［胡直夫］ 1
［崇岳］ 1
［明兆］ 1
［無記名］ 1

道釈画

雪澗 1
陸四郎 1
陸仲淵 1
伝顔輝 1

［顔輝］ 1
伝白良玉 1

［李公麟］ 2
［貫休］ 2
［張思恭］ 1
［趙仲澗］ 1
［周季常］ 1
［張伯洪］ 1
［無記名］ 2

文人画
（明・清）

王概 1
何遠 1
倪元璐 1
呉振 1
謝時臣 1
章于 1
沈宗敬 1
張彦 1
趙左 1

　

院
体
画
（
明
・
清
）
及
び
禅
画
は
着
実

に
増
加
し
た
。
院
体
画
（
明
・
清
）
で
は
、

い
ず
れ
も
草
虫
図
で
著
名
な
紅
白
川
と
呂

敬
甫
、
及
び
藍
瑛
の
子
で
あ
る
藍
孟
等
が

新
た
に
登
場
す
る
。

　

禅
画
で
は
、
新
た
に
子
庭
、
雪
窓
、
檀

芝
瑞
、
心
越
興
儔
、
蘿
窓
が
登
場
す
る
。

子
庭
・
雪
窓
・
蘿
窓
は
中
国
で
は
評
価
が

低
く）

137
（

、
檀
芝
瑞
は
『
君
台
観
左
右
帳
記
』

に
の
み
記
載
が
あ
り
、
心
越
興
儔
は
江
戸

時
代
の
来
日
僧
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
伝
玉

澗
筆
山
市
晴
嵐
図
（
第
四
二
九
号
）
は
伝

牧
谿
筆
平
沙
落
雁
図
（
第
四
一
〇
号
）
と

共
に
八
景
図
の
一
つ
で
、
牧
谿
筆
韋
陀
天

図
・
竹
猿
図
（
第
四
二
五
号
）
と
合
わ
せ
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て
い
ず
れ
も
名
物
で
あ
る
（
表
３
参
照
）。

　

道
釈
画
で
は
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
さ
え
記
載
が
な
い
、
す
な
わ
ち
落

款
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
る
作
者
（
陸
仲
淵
・
陸
四
郎）

138
（

）、
ま
た
探
幽
の
鑑
定
に

よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
る
作
者
（
趙
仲
澗
）
が
あ
っ
た）

139
（

。

　

文
人
画
は
激
減
し
た
が
、
特
に
江
戸
時
代
に
文
人
画
の
手
本
と
し
て
受
容
さ

れ
た
『
芥
子
園
画
伝
』
の
挿
図
の
作
者
で
あ
っ
た
王
概
が
新
た
に
登
場
す
る
。

　

第
五
節　

文
人
画
に
対
す
る
評
価
の
成
立

　

前
述
の
よ
う
に
、
古
渡
の
文
人
画
に
は
一
流
の
作
品
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

そ
の
事
実
へ
の
認
識
は
特
に
一
九
一
〇
年
代
に
新
来
の
文
人
画
に
遭
遇
し
て
以

降
顕
著
に
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
日
本
に
伝
来
し
た
宋
代
の
画
で
は
南
宋
時
代

の
も
の
が
多
く
、
元
代
に
つ
い
て
は
そ
の
南
宋
院
体
画
の
系
統
に
属
す
る
も
の

以
外
は
な
い
。
最
も
不
足
を
感
じ
る
の
は
文
人
画
ま
た
は
南
画
の
淵
源
と
な
る

名
家
の
作
品
で
あ
り
、
元
末
四
大
家
に
至
っ
て
は
伝
称
作
で
確
か
な
も
の
は
な

い
と
い
う）

140
（

。
従
っ
て
、
前
節
で
み
た
元
画
寒
林
帰
樵
図
（
図
12
）
は
、
掲
載
当

時
王
蒙
の
真
筆
で
は
な
く
南
北
両
宗
を
折
衷
し
た
一
派
の
傑
作
と
み
な
さ
れ
た）

141
（

。

ま
た
明
代
に
つ
い
て
は
、
雪
舟
で
さ
え
当
時
す
で
に
大
家
で
あ
っ
た
沈
周
を
師

と
な
し
え
な
か
っ
た
よ
う
に
、
足
利
時
代
に
は
そ
の
渡
来
が
少
な
か
っ
た
だ
け

で
な
く
、
江
戸
時
代
に
渡
来
し
た
の
も
そ
の
後
期
の
も
の
が
多
く
、
沈
周
・
文

徴
明
ら
大
家
の
作
は
な
か
っ
た
と
い
う）

142
（

。
さ
ら
に
清
代
に
つ
い
て
も
渡
来
す
る

も
の
は
甚
だ
少
な
く
、
王
翬
や
惲
壽
平
の
よ
う
な
一
流
の
大
家
に
つ
い
て
は
近

年
よ
う
や
く
新
来
の
作
品
群
に
よ
っ
て
そ
の
偉
大
な
る
手
腕
を
知
っ
た
次
第
で
、

二
流
以
下
の
画
人
の
作
品
で
も
入
手
し
た
と
き
に
は
重
宝
さ
れ
て
き
た
と
い
う）

143
（

。

　

第
一
項　

新
来
の
文
人
画

│
再
評
価
の
契
機

　

前
述
の
よ
う
に
、
一
九
一
〇
年
代
に
は
中
国
人
の
所
蔵
す
る
明
代
と
清
代
の

文
人
画
が
一
定
量
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
が
文
人
画
全
般
に
対
す
る
再
評
価
の

直
接
の
契
機
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
価
値
基
準
は
主
に
二
つ
あ
る
。

　

第
一
に
、
特
定
の
古
人
に
倣
い
つ
つ
も
そ
の
単
な
る
模
倣
で
は
な
い
、
ま
た

自
然
観
察
を
行
い
つ
つ
も
そ
の
単
な
る
模
倣
（
写
実
）
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
自
題
詩
や
落
款
の
あ
る
作
例
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
を
作
者
に
よ
る
書

と
し
て
画
と
共
に
評
価
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
絵
画
を
最
終
的
に
は
そ
の

作
者
の
自
己
表
現
と
み
な
し
た
当
時
の
西
洋
絵
画
、
す
な
わ
ち
「
近
代
絵
画
」

と
の
類
似
性
に
も
と
づ
く
価
値
観
で
あ
り
、
後
者
は
そ
の
西
洋
絵
画
と
対
抗
し

図 12　元画寒林帰樵図
京 都　 井 上 密 蔵　『 國 華 』 第 273 号

（1913 年 2 月）掲載
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う
る
「
東
洋
絵
画
」
の
独
自
性
に
も
と
づ
い
た
価
値
観
と
い
え
る）

144
（

。
こ
の
よ
う

に
、
ま
ず
新
来
の
作
品
群
に
即
し
て
見
出
さ
れ
た
「
近
代
絵
画
」
に
し
て
「
東

洋
絵
画
」
と
い
う
文
人
画
の
両
義
性
が
、
そ
の
後
『
國
華
』
に
お
け
る
文
人
画

論
の
基
調
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
文
人
画
の
淵
源
と
み
な
さ
れ
た
元
代
末
期
の
作
者
の
作
品
は

一
九
一
〇
年
代
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
中
国
人
所
蔵
品
の
中
に
は
含
ま
れ
な
か
っ

た
が
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
日
本
人
の
所
蔵
品
よ
り
掲
載
さ
れ
る）

145
（

。

　

第
二
項　

浙
派
と
二
流
文
人
画

│
古
渡
の
再
評
価
（
一
）

　

前
述
の
よ
う
に
、
一
九
〇
〇
年
代
以
前
に
は
特
に
院
体
画
に
即
し
て
明

代
・
清
代
の
画
は
宋
代
・
元
代
よ
り
も
劣
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
し
か
し

一
九
一
〇
年
代
前
後
よ
り
古
渡
の
作
例
が
増
加
す
る
に
伴
い
、
ま
た
お
そ
ら
く

は
そ
の
時
代
の
文
人
画
の
作
例
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
明
代
の
院
体
画

│

特
に
浙
派

│
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
（
浙
派
と
は
、
明
代

に
お
い
て
宮
廷
の
外
に
も
普
及
し
た
院
体
画
の
作
風
の
う
ち
、
特
に
山
水
画
の
流
派

を
さ
す
）。

　

ま
ず
花
鳥
画
に
つ
い
て
、
例
え
ば
明
代
の
呂
紀
（
図
13
）
は
新
様
を
開
拓
す

る
の
に
功
績
が
あ
っ
た
辺
文
進
と
林
良
以
上
に
、
総
合
的
に
し
て
疎
細
を
兼
ね

る
妙
が
あ
る
と
い
う）

146
（

。
ま
た
、
清
代
の
沈
銓
の
画
迹
は
概
し
て
清
新
な
作
風
を

示
し
、
そ
の
花
鳥
図
（
図
14
）
は
呂
紀
の
よ
う
に
旧
様
を
伝
え
た
一
派
の
花
鳥

画
に
対
し
て
近
代
的
支
那
花
鳥
画
の
一
種
で
あ
る
と
い
う）

147
（

。
こ
の
よ
う
に
、
古

図 13　呂紀筆花鳥図
東京　公爵島津忠承蔵

『國華』第 328 号（1917 年 9 月）掲載

図 14　沈南蘋（沈銓）筆花鳥図
東京　侯爵井上勝之助蔵

『國華』第 326 号（1917 年 7 月）掲載

渡
に
作
例
の
多
か
っ
た
呂
紀
や
沈
銓
を
、
日
本
の
画
人
へ
の
影
響
に
と
ど
ま
ら

ず
中
国
絵
画
史
の
中
で
積
極
的
に
評
価
し
よ
う
と
試
み
た
。
次
に
浙
派
に
つ
い

て
、
例
え
ば
明
代
の
山
水
に
お
い
て
は
馬
遠
・
夏
珪
の
流
れ
が
一
時
流
行
し
た

が
、
さ
ら
に
そ
の
風
格
を
一
転
し
て
勁
抜
の
画
態
を
な
し
た
の
が
浙
派
で
あ
っ

て
、
そ
の
浙
派
の
初
め
を
な
し
た
の
が
戴
文
進
（
図
15
）
で
あ
る
。
そ
の
画
に
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は
宋
元
の
画
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
も
あ
り
、
む
し
ろ
明
画
と
し
て
の
新
様
を

窺
う
に
足
る
と
い
う）

148
（

。
ま
た
、
石
鋭
筆
金
碧
楼
閣
山
水
図
（
図
16
）
も
明
代
の

特
色
を
表
現
し
た
作
と
し
て
一
個
の
代
表
品
で
あ
る
と
い
う）

149
（

。
さ
ら
に
、
藍
瑛

は
浙
派
の
殿
将
で
壮
大
に
し
て
繁
雑
な
山
水
を
写
し
筆
端
の
豪
気
を
誇
張
し
た

の
で
、
文
人
の
鑑
賞
に
は
堪
え
な
い
と
し
て
中
国
の
批
評
家
に
は
排
斥
さ
れ
た
。

し
か
し
秋
景
山
水
図
（
図
17
）
の
よ
う
な
傑
作
に
至
っ
て
は
そ
の
よ
う
な
欠
点

は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
浙
派
の
長
所
を
開
明
し
て
い
る
と
い
う）

150
（

。
こ
の
よ
う
に
、

中
国
で
は
同
時
代
の
文
人
画
よ
り
も
評
価
が
低
い
が
、
日
本
の
古
渡
に
作
例
の

多
か
っ
た
浙
派
を
積
極
的
に
評
価
す
る
。

　

他
方
、
文
人
画
で
一
流
作
者
の
代
わ
り
に
古
渡
に
多
く
見
ら
れ
た
の
は
、
明

の
嘉
靖
年
間
以
降
（
明
代
後
期
）
に
活
躍
し
た
一
連
の
画
人
と
、
清
代
の
い
わ

ゆ
る
来
舶
清
人
に
よ
る
画
で
あ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
代
以
降
新
来
の
作
例
に

よ
っ
て
文
人
画
が
再
評
価
さ
れ
る
に
つ
れ
、
こ
れ
ら
古
渡
の
文
人
画
に
つ
い
て

も
積
極
的
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
ず
明
代
に
つ
い
て
、
例
え
ば
明
清
時
代
の
も
の
に
つ
い
て
は
も
と
よ
り
中

国
に
名
蹟
が
あ
る
の
は
明
ら
か
だ
が
、
日
本
に
も
か
の
国
に
も
劣
ら
な
い
と
思

わ
れ
る
実
に
驚
く
べ
き
尤
物
が
あ
っ
て
、
王
建
章
筆
川
至
日
升
図
（
図
18
）
は

そ
の
類
で
あ
る
と
い
う）

151
（

。
ま
た
、
張
瑞
図
（
図
19
）

）
152
（

は
嘉
靖
以
降
の
南
宗
文
人

画
家
の
中
で
最
も
特
色
の
あ
る
一
人
で
、
独
自
の
画
境
を
持
っ
て
い
る
点
に
お

い
て
は
当
時
の
四
大
家
以
上
に
評
価
さ
れ
て
も
支
障
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、

陳
賢
（
図
20
）

）
153
（

は
中
国
の
画
史
に
そ
の
事
績
を
伝
え
ず
、
画
に
つ
い
て
も
知
ら

図 15　戴文進筆夏景山水図
東京　伯爵徳川達道蔵　『國華』第 265
号（1912 年 6 月）掲載

図 16　石鋭筆金碧楼閣山水図
東京　侯爵井上馨蔵　『國華』第 230
号（1909 年 7 月）掲載

図 17　藍瑛筆秋景山水図
東京　男爵岩崎小弥太蔵　『國華』
第 303 号（1915 年 8 月）掲載
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な
い
者
が
多
い
が
、
書
の
隠
元
、
木
庵
、
即
非
と
並
ん
で
我
国
に
お
け
る
黄
檗

文
化
の
代
表
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代

初
期
に
そ
れ
ら
の
画
を
鑑
賞
し
て
き
た
煎
茶
会
や
書
画
会
は
当
時
衰
退
し
つ
つ

図 18　王建章筆川至日升図
東京　男爵岩崎小弥太蔵

『國華』第 304 号（1915 年 9 月）掲載

図 19　張瑞図筆月夜図
大阪市　菅沼正俊蔵　『國華』第 507 号（1933 年 2 月）掲載

図 20　陳賢筆釈像図巻
大阪市　山中吉郎兵衛蔵

『國華』第 568 号（1938 年 3 月）掲載
図 21　江稼圃筆山水図
伊勢　小津清左衛門蔵　『國華』
第 349 号（1919 年 6 月）掲載

あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
し
て
『
國
華
』
で
再
評
価
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
次
に
来
舶
清
人
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
江
大
来
（
図
21
）
は
、
伊
海

の
山
水
画
が
い
わ
ゆ
る
逸
格
に
属
し
て
（
北
宋
の
）
董
源
の
正
派
で
は
な
か
っ

た
の
に
対
し
て
、
そ
の
正
派
を
伝
え
た
と
い
う）

154
（

。
こ
の
よ
う
に
、
単
に
同
時
代

の
日
本
の
画
人
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
中
国
絵
画
史
に
お
け

る
そ
の
位
置
づ
け
に
も
言
及
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
浙
派
と
二
流
文
人
画
の
う
ち
、
前
述
の
よ
う
に
岩
崎
家
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ま
た
は
住
友
家
の
所
蔵
品
の
多
く
に
は
明
治
時
代
に
関
す
る
来
歴
が
あ
り
、
当

時
の
所
蔵
者
で
あ
る
岩
崎
ま
た
は
住
友
よ
り
一
世
代
前
（
一
九
二
〇
年
代
以
前

の
生
ま
れ
）
の
人
々
に
よ
っ
て
所
蔵
さ
れ
、
一
八
八
〇
年
代
以
降
の
書
画
会
や

煎
茶
会
で
鑑
賞
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
ら
に
は
文
人
画
だ
け
で
な
く
院
体

画
も
含
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
鑑
賞
対
象
と
し
て
は
両
者
が
さ
ほ
ど
の
区

別
な
く
受
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
項　

禅
画
の
両
義
性

│
古
渡
の
再
評
価
（
二
）

　

前
述
の
よ
う
に
、
禅
画
は
す
で
に
「
宋
元
画
」
の
一
部
と
し
て
評
価
さ
れ
て

き
た
が
、
一
九
一
〇
年
代
以
降
、
特
に
そ
の
史
的
評
価
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
ま
ず
そ
の
発
生
に
つ
い
て
、
南
宋
時
代
に
減
筆
的
描
法
、
つ
ま
り
墨
の

剛
柔
・
濃
淡
・
細
太
の
変
化
に
よ
っ
て
形
態
を
暗
示
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ

た
。
そ
の
効
果
が
ち
ょ
う
ど
当
時
盛
ん
で
あ
っ
た
禅
宗
の
教
義
と
適
合
し
た
た

め
に
、
こ
の
画
法
は
禅
僧
の
間
に
流
行
し
た
。
彼
ら
は
従
来
の
着
色
道
釈
画

で
は
な
く
、
自
ら
の
教
義
に
都
合
の
よ
い
主
題

│
寒
山
拾
得
、
達
磨
、
布

袋
、
白
衣
観
音
、
出
山
釈
迦
等
を
採
用
し
た
。
ま
た
賛
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
書
画
の
交
渉
が
始
ま
り
、
そ
れ
ま
で
崇
拝
目
的
で
あ
っ
た
仏
画
が
鑑
賞
の
性

質
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
図
22
））

155
（

。
特
に
、
当
時
の
画
院
に
属
し

て
そ
の
「
真
画
」
が
評
価
さ
れ
て
い
た
梁
楷
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
そ
の
減

筆
画
が
再
評
価
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
六
祖
図
（
図
23
）
は
そ
の
表
現
の
形
式

を
簡
略
化
し
、
説
明
的
態
度
を
捨
て
て
端
的
に
対
象
の
実
相
に
触
れ
よ
う
と
し

図 22　伝胡直夫筆出山釈迦図
東京　伯爵酒井忠興蔵　『國華』第
275 号（1913 年 4 月）掲載

図 23　梁楷筆六祖図
東京　伯爵松平直亮蔵　『國華』
第 289 号（1914 年 6 月）掲載

図 24　牧渓筆白衣観音図
京都　大徳寺蔵　『國華』第 265 号（1912
年 6 月）掲載
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た “expressionism
” 

で
あ
り
、
禅
画
は
む
し
ろ
そ
の
形
式
を
踏
襲
し
た
に

す
ぎ
な
い
と
い
う）

156
（

。
ま
た
、
牧
谿
及
び
玉
澗
は
濃
淡
を
基
調
に
し
た
暈
渲
や
隈

取
を
用
い
た
が）

157
（

、
そ
の
典
型
は
「
南
画
的
」
と
評
さ
れ
た
牧
渓

（
マ
マ
）

筆
白
衣
観
音

図
（
図
24
））

158
（

、
及
び
両
者
に
よ
る
瀟
湘
八
景
図
（
図
25
、
図
26
）
で
あ
っ
た
。

　

一
九
二
〇
年
代
以
降
に
は
、
禅
画
を
古
渡
に
は
少
な
い
文
人
画
の
先
駆
と
み

な
す
傾
向
が
顕
著
に
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
宋
元
時
代
に
お
い
て
文
人
画
と
み

な
さ
れ
る
も
の
は
高
位
高
官
の
筆
に
な
る
も
の
と
僧
侶
の
遊
戯
に
出
た
も
の
と

の
二
種
類
に

分
け
る
べ
き

で
、
足
利
時

代
に
邦
人
が

賞
賛
し
た
そ

の
時
代
の
文

人
画
に
は
後

者
が
多
か
っ

た
と
い
う）

159
（

。

ま
た
、
史
家

図 25　伝牧谿筆遠浦帰帆図
東京　伯爵松平直亮蔵　『國華』第 291 号（1914 年 8 月）掲載

図 26　伝玉澗筆山市晴嵐図
東京　伯爵松平直亮蔵　『國華』第 429 号（1926 年 8 月）掲載

図 27　雪庵筆羅漢図
東京　男爵岩崎小弥太蔵　『國華』第 333 号（1918
年 2 月）掲載

図 28　因陀羅筆寒山拾得図
広島市　侯爵浅野長勲蔵　『國華』第 419 号（1925 年 10 月）
掲載

は
従
来
元
末
四
大
家
が

近
世
文
人
画
の
祖
で
あ

る
こ
と
を
説
い
て
高
僧

画
が
文
人
画
を
大
成
す

る
に
与
っ
た
と
は
説

い
て
い
な
い
が
、
溥

光
（
図
27
）
や
因
陀
羅

（
図
28
）
の
画
に
接
し

て
そ
の
妙
を
感
じ
る
我

ら
は
そ
の
歴
史
上
に
お

け
る
地
位
が
大
切
な
こ



92　

と
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う）

160
（

。
さ
ら
に
、
元
代
末
期
か
ら
明
代
初
期
の
非

院
体
画
は
足
利
時
代
に
渡
来
し
た
も
の
が
甚
だ
多
く
、
今
日
に
遺
存
す
る
も
の

も
相
当
あ
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
中
国
で
は
明
代
以
降
新
し
い
文
人
画
が
流
行

す
る
に
つ
れ
、
こ
の
種
の
「
古
態
」
の
文
人
画
は
圧
倒
さ
れ
て
顧
み
ら
れ
な
く

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
種
の
画
は
茶
の
湯
趣
味
と
い
う
数
寄
者
の

鑑
賞
に
適
す
る
か
ら
貴
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
中
国
絵
画
史
上
尊
重
す
べ
き

も
の
で
あ
る
と
い
う）

161
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
禅
画
は
近
代
研
究
者
に
と
っ
て
古
渡
に
お
け
る
文
人
画
の
先

駆
で
あ
り
得
た
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
近
代
数
寄
者
に
と
っ
て
は
牧
谿
や
玉
澗

と
い
う
従
来
の
茶
の
湯
の
名
物
が
史
的
評
価
を
得
る
根
拠
と
な
っ
た
。
ま
さ
に

そ
の
両
義
性
に
お
い
て
、
禅
画
は
古
渡
の
中
国
絵
画
の
中
で
最
強
の
作
品
群
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

第
三
章　

一
九
三
〇
〜
一
九
四
〇
年
代

│
古
渡
掲
載
の
終
息

　

第
一
節　

民
間
所
蔵
品
の
行
方

　

一
九
三
〇
年
前
後
、
民
間
所
蔵
品
の
処
遇
に
対
し
て
一
定
の
解
決
が
み
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
九
年
三
月
二
十
八
日
、「
国
宝
保
存
法
」（
法
律
第

十
七
号
）
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
以
後
国
宝
の
対
象
に
は
民
間
所
蔵
品
も
含
ま

れ
、
そ
の
国
宝
は
従
来
の
資
格
か
ら
「
指
定
」
と
な
っ
た）

162
（

。
そ
の
諮
問
機
関
と

し
て
は
文
部
省
に
国
宝
保
存
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
委
員
三
十
名
の
内
に
は
瀧
、

濱
田
耕
作
、
澤
村
専
太
郎
、
田
中
豊
蔵
、
内
藤
虎
次
郎
が
含
ま
れ
た）

163
（

。
こ
の

法
律
に
よ
り
、
特
に
島
津
家
所
蔵
の
呂
紀
筆
花
鳥
図
（
第
三
二
八
、
三
三
五
号
）、

井
上
家
旧
蔵
の
馬
遠
筆
寒
江
独
釣
図
、
及
び
川
崎
家
所
蔵
の
銭
選
筆
桓
野
王
図

と
伝
顔
輝
筆
寒
山
拾
得
図
（
第
二
九
八
号
）
は
、『
國
華
』
掲
載
の
民
間
所
蔵
の

中
国
絵
画
の
中
で
最
も
早
く
、
一
九
三
一
年
一
月
十
九
日
に
国
宝
に
指
定
さ
れ

た）
164
（

。
そ
の
後
、
一
九
四
九
年
ま
で
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
『
國
華
』
掲
載
の
古

渡
の
中
国
絵
画
は
、
全
部
で
五
十
四
点
に
上
る
（
表
19
、
不
明
分
を
含
む
）。
同

時
に
従
来
の
古
社
寺
保
存
法
に
よ
る
国
宝
資
格
（
古
寺
所
蔵
品
）
も
ま
た
「
指

定
」
と
み
な
さ
れ
た
が
、『
國
華
』
掲
載
作
品
に
つ
い
て
そ
の
点
数
（
四
十
四

点
）
に
変
化
は
な
い
。

　

続
い
て
一
九
三
三
年
四
月
一
日
、「
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律
」

（
法
律
第
四
三
号
）
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
の
主
眼
は
、
国
宝
以
外
の
一
定

の
美
術
品
に
対
し
て
当
面
の
輸
出
及
び
（
植
民
地
へ
の
）
移
出
を
禁
止
す
る
こ

と
で
あ
っ
た）

165
（

。
そ
の
諮
問
機
関
と
し
て
は
文
部
省
に
重
要
美
術
品
等
調
査
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
会
長
は
瀧
で
あ
り
、
委
員
二
十
一
名
の
内
に
は
濱
田
耕

作
、
原
田
淑
人
、
藤
懸
静
也
、
内
藤
虎
次
郎
が
、
幹
事
三
名
の
内
に
は
米
澤
嘉

圃
が
含
ま
れ
た）

166
（

。
こ
の
法
律
に
よ
り
一
九
四
四
年
ま
で
に
重
要
美
術
品
に
認
定

さ
れ
た
『
國
華
』
掲
載
の
古
渡
の
中
国
絵
画
は
百
二
十
九
点
に
上
り
、
そ
の

後
国
宝
に
再
指
定
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
（
表
20
）。
特
に
旧
大
名
家
で
は
浅
野
、

黒
田
、
尾
張
徳
川
家
、
勲
功
華
族
で
は
岩
崎
、
團
、
井
上
家
、
個
人
で
は
武
藤
、
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根
津
家
の
所
蔵
品
の
多
く
が
認
定

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
民
間
所

蔵
品
に
対
す
る
法
律
は
こ
の
時
期

に
な
っ
て
よ
う
や
く
成
立
し
た
が
、

そ
の
背
景
に
一
九
一
〇
年
代
以
降

『
國
華
』
誌
上
で
展
開
さ
れ
て
き

た
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
諮
問
機
関
の
委
員
に

関
係
者
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
た

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

法
律
の
制
定
後
も
、『
國
華
』

で
は
新
た
に
国
宝
に
指
定
さ
れ

た
作
品
の
一
覧
を
「
国
宝
の
新

指
定
」
と
し
て
第
五
四
四
号

（
一
九
三
六
年
三
月
）
以
降
不
定
期

に
掲
載
し
た
だ
け
で
な
く
、
国
宝

保
存
委
員
中
の
有
志
に
よ
っ
て
提

出
さ
れ
た
国
宝
の
海
外
搬
出
禁
止

に
関
す
る
建
議
を
紹
介
し）

167
（

、
ま
た

重
美
（
重
要
美
術
品
）
は
当
時
重

宝
の
海
外
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
制

表 19　国宝に指定された『國華』掲載の
古渡の中国絵画

掲載当時の所蔵者 件数
古寺 44
旧大名家・公家 20
勲功華族 17
個人 9
不明 8
計 98

参考文献：文部省宗教局保存課編『国宝宝物類
目録』文部省宗教局保存課、1940。国立博物館
編『国宝目録　追加』好学社、1949。『官報』
印刷局、1948‒1950。

表 20　重要美術品に認定された『國華』掲載の古渡の
中国絵画

掲載当時の所蔵者 件数 右の内、国宝に再
指定された件数

旧大名家・公家 48 （7）
勲功華族 50 （12）
個人 24 （5）
不明 7 （4）
計 129 （28）

参考文献：文部省宗教局編『重要美術品等認定物件目録　
第 1 輯』文部省宗教局　1936。同『同第 2 輯』同、1938。『重
要美術品等認定物件目録』思文閣、1972。

定
さ
れ
た
仮
の
国
宝
と
も
い
え
る
も
の
で
今
と
な
っ
て
は
不
要
で
あ
り
、
む
し

ろ
国
宝
の
指
定
を
速
や
か
に
行
う
べ
き
と
主
張
し
た）

168
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
重
要
な
入
札
は
す
で
に
終
了
し
て
い
て
、
民
間
所
蔵
品

に
対
す
る
法
律
の
制
定
は
や
や
遅
き
に
失
し
た
と
い
え
る
。『
國
華
』
で
も
懸

念
さ
れ
た
よ
う
に
、
後
年
、
特
に
重
要
美
術
品
は
短
期
間
に
大
量
に
認
定
し
過

ぎ
た
と
い
う
非
難
を
免
れ
な
か
っ
た）

169
（

。

　

他
方
、
こ
の
時
期
に
は
民
間
所
蔵
品
を
基
礎
と
し
た
美
術
館
が
複
数
設
立
さ

れ
た
。
ま
ず
一
九
三
一
年
十
二
月
、
徳
川
義
親
は
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
を
設

立
し
た
が
、
そ
の
設
立
趣
意
は
『
國
華
』
が
所
蔵
者
に
対
し
て
長
年
一
貫
し
て

表
明
し
て
き
た
希
望
に
合
致
し
て
い
る）

170
（

。
そ
の
運
営
に
な
る
徳
川
美
術
館
は

一
九
三
五
年
十
一
月
に
開
館
し
、『
國
華
』
で
も
徳
川
家
が
伝
来
の
什
物
を
公

開
し
て
普
く
世
人
の
観
覧
に
供
す
る
に
至
っ
た
の
は
慶
賀
に
堪
え
な
い
と
評
し

た）
171
（

。
ま
た
一
九
三
八
年
十
一
月
、
近
衛
文
麿
は
財
団
法
人
陽
明
文
庫
を
設
立
し

て
展
観
を
行
っ
た）

172
（

。

　

さ
ら
に
一
九
四
一
年
十
月
、
故
根
津
嘉
一
郎
の
遺
志
に
よ
る
根
津
美
術
館
が

開
館
し
た
。
そ
の
建
物
と
し
て
は
旧
宅
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
、
同
年
十
一
月

下
旬
に
第
一
回
の
展
観
が
行
わ
れ
た）

173
（

。
続
い
て
一
九
四
二
年
五
月
下
旬
に
は
第

二
回
の
展
観
が
行
わ
れ
た
が
、『
國
華
』
で
は
そ
れ
を
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く

要
望
も
述
べ
て
い
る）

174
（

。
根
津
は
、
一
九
四
〇
年
に
所
蔵
品
目
録
の
第
一
弾
と
し

て
根
津
美
術
館
編
刊
『
青
山
荘
清
賞　

第
一　

支
那
画
篇
』
を
す
で
に
出
版
し

て
い
た
。
後
年
、『
國
華
』
で
は
そ
の
序
文
の
内
容
を
受
け
て
、
彼
の
蒐
集
が
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単
に
自
己
の
為
で
は
な
く
国
家
的
意
味
を
有
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
と
評
し
た
上
で
、
図
録
の
内
容
に
関
す
る
要
望
を

も
述
べ
て
い
る）

175
（

。
根
津
は
個
人
所
蔵
者
の
中
で
は
戦
前
・
戦

中
に
美
術
館
設
立
を
果
た
し
得
た
唯
一
の
例
だ
っ
た
の
で
、

そ
れ
だ
け
に
『
國
華
』
で
は
期
待
も
ま
た
大
き
か
っ
た
と
い

え
る
。

　

第
二
節　
『
國
華
』
掲
載
作
品

　

こ
の
時
期
『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
古
渡
の
中
国
絵
画
は

一
九
三
一
年
を
最
後
の
ピ
ー
ク
と
し
て
終
息
へ
と
向
か
い
、

以
後
新
来
の
掲
載
点
数
が
古
渡
を
上
回
る
。
し
か
し
古
渡
の

所
蔵
者
の
個
人
及
び
勲
功
華
族
で
は
、
な
お
新
顔
が
見
ら
れ

た
（
表
21
）。
個
人
で
は
一
九
〇
〇
年
代
に
一
度
登
場
し
た

原
家
（
富
太
郎
）
を
除
い
て
全
員
が
初
登
場
で
あ
り
、
特
に

武
藤
、
根
津
、
内
野
家
は
以
前
よ
り
所
蔵
者
と
し
て
著
名
で

あ
っ
た
。
勲
功
華
族
で
は
、
新
た
に
團
、
大
倉
家
が
登
場
す

る
。
特
に
大
倉
家
は
す
で
に
一
九
一
七
年
に
財
団
法
人
大
倉

集
古
館
を
設
立
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
国
絵
画
は
一
九
三
四

年
十
月
に
初
め
て
掲
載
さ
れ
た）

176
（

。
旧
大
名
家
で
は
、
新
た
に

旧
琉
球
王
の
尚
、
旧
金
沢
藩
前
田
家
が
登
場
す
る
。
な
お
帝

室
御
物
が
こ
の
時
期
初
め
て
登
場
す
る
が
、
い
ず
れ
も
禅
画

表 21　1930‒40 年代掲載作品の民間所蔵者

区　分 名　前 生没年 略　歴 点数

個人

武藤金太 － 武藤山治（1867‒1934　実業家、政治家。帝人事件を告発して暗
殺される）の子。 5

根津嘉一郎 1860‒1940 号無事庵、青山。東武系実業家。1941 年に根津美術館を開館。
1943 年入札。 5

菅沼正俊 － － 3
原富太郎 前出 3
内野晋 － 内野皎亭（名五郎三。漢学者）の子か。1936 年入札。 2
加藤正治 1871‒1952 法学者・俳人。 2
長尾欽弥 1892‒? 株式会社栄養と育児の会を創業。 2
久田益太郎 1870‒? 帝国朝日銀行・帝国土地興行専務、原田積善会会長（任 1934‒42）。 2
守屋孝蔵 1876‒1953 弁護士。 2
北村太三郎 － － 1
児玉実徳 － － 1
住友寛一 1896‒1956 吉左衛門の長男、住友分家となる。 1
原邦造 1883‒1958 財界人。 1
山中吉郎兵衛 1845‒1917 山中商会を創設。 1

勲功華族

團伊能 1892‒1973 團琢磨（1858‒1932　三井系実業家、血盟団事件で暗殺される。
1928 年 11 月 10 日男爵）の子。 7

郷誠之助 前出 4
藤田平太郎 前出 1

大倉喜八郎 1837‒1928
号鶴彦。大倉財閥を創設。1915 年 12 月 1 日男爵。1899 年自宅に
隣接して大倉美術館を設立、1917 年財団法人大倉集古館を設立。
1923 年関東大震災により被災、1928 年に再建。

1

原嘉道 前出 1
藤田徳次郎 1880‒1935 藤田伝三郎（前出）の次男で、1920 年に分家。 1

旧大名家・
公家

尚　裕 1918‒? 最後の琉球王・尚泰（1843‒1901　侯爵）の曽孫。 2
浅野家 前出 1

近衛文麿 1891‒1945
前出近衛篤麿の子。所蔵文書の一部は、1897 年以降京都帝国大学
または宮内省図書寮へ委託。1918 年の入札を経て、1938 年に財
団法人陽明文庫を設立し、上記寄託品も含めて保管。

1

前田利為 1885‒1942 加賀金沢藩前田家第 14 代当主慶寧（1830‒1874）の長子利嗣
（1858‒1900　侯爵）の養子。陸軍軍人。 1

参考文献：表 4 に同じ。
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で
あ
る
。
そ
の
う
ち
雪
窓
筆
蘭
竹
図
（
第
四
八
三
、
四
八
四
号
）
は
数
年
前
の

御
物
調
査
に
よ
り
初
め
て
そ
の
所
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
う）

177
（

。
ま
た
、
伝

牧
谿
筆
蘿
蔔
図
（
第
四
八
六
号
）・
同
蕪
菁
図
（
第
四
八
九
号
）
は
当
初
川
崎
正

蔵
の
所
蔵
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
幅
を
井
上
馨
が
借
り
受
け
、
昭
憲
皇
太
后

（
当
時
皇
后
）
が
そ
れ
を
井
上
邸
で
ご
覧
に
な
っ
て
嘆
賞
し
て
宮
中
へ
取
り
寄

せ
た
の
で
、
川
崎
は
他
の
一
幅
と
共
に
献
上
し
た
と
い
う）

178
（

。

　

来
歴
は
黄
檗
僧
の
一
件
を
除
い
て
茶
の
湯
系
で
あ
る
（
表
22
）。
東
山
御
物

で
は
、
再
三
「
雑
華
室
印
」
が
登
場
す
る
だ
け
で
な
く
、
今
回
は
そ
の
い
ず
れ

に
も
「
善
阿
」
印
が
あ
っ
た
。
当
時
は
や
は
り
ど
ち
ら
も
特
定
さ
れ
な
か
っ
た）

179
（

。

　

内
容
と
し
て
は
、
禅
画
が
全
院
体
画
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
り
、
全
体
の
三
分
の

一
（
十
九
点
）
を
占
め
た
（
表
23
）。
特
に
龍
光
院
所
蔵
の
伝
牧
谿
筆
柿
図
・
同

栗
図
（
第
四
九
三
号
）、
前
述
の
帝
室
御
物
の
牧
谿
対
幅
、
及
び
前
田
家
所
蔵
の

伝
玉
澗
筆
洞
庭
秋
月
図
（
第
四
九
八
号
）
は
い
ず
れ
も
名
物
で
あ
り
、
根
津
家

所
蔵
の
竹
木
双
雀
図
（
第
五
七
六
号
）
も
そ
れ
に
準
ず
る
（
表
３
参
照
）。
ま
た
、

前
出
の
楚
石
梵
琦
賛
・
因
陀
羅
画
の
最
後
の
一
幅
が
あ
っ
た
。

　

院
体
画
（
南
宋
・
元
）
で
は
、
元
代
の
夏
永
（
字
明
遠
）
の
み
初
登
場
で
あ

表 22　1930‒40 年代掲載作品の
来歴

区　分 人　名 件数

東山御物

「雑華室印」 2
「善阿」印 2
（表装） 7
不明 2

江戸時代
（茶の湯系）

千利休 2
高松家 2
徳川光圀 2
徳川頼房 2
松平頼常 2
松平不昧 1
松屋源之丞 1
山梨稻川 1

禅僧（中国）

愚極慧 1
仲銘 1
行中 1
偕□ 1
清遠 1
楚石梵琦 1

黄檗僧 木庵性瑫 1

禅僧（日本） 策彦周良 1
斯経 1

表 23　1930‒40 年代掲載作品の内容

区　分 作者名（原文ママ） 点数

院体画（南宋）
伝范安仁 2

［徐煕］ 1
筆者不詳 1

院体画（元）

松田 1
伝松田 1
銭選 1

［銭選］ 1
伝王若水 1
伝夏明遠 1

［趙孟頫］ 1
［任月山］ 1

禅画

雪窓 4
因陀羅 2
胡直夫 1
子庭 1
伝牧谿 4

［牧谿］ 4
伝玉澗 1
元人 1

［無記名］ 1

道釈画

西金居士 1
蔡山 1
伝張月壺 1

［張月壺］ 1
［顔輝］ 1
［張思恭］ 1
［無記名］ 5

文人画

陳賢 2
王鑑 1
王原祁 1
王鐸 1
洪朱祉 1
釈道済 1
宋旭 1
張瑞図 1
伝陳容 1

院体画（明）

野泉 1
李在 1
呂文英 1

［呂紀］ 1

院体画（清） 沈南蘋 3
章声 1

る
。

　

道
釈
画
で
は
、『
君
台
観
左
右
帳

記
』
に
の
み
記
載
の
あ
る
蔡
山
が
初

め
て
登
場
す
る
。
ま
た
、
西
金
居
士

筆
羅
漢
図
（
第
五
八
〇
号
）
は
落
款

を
有
す
る
唯
一
の
作
例
で
、
そ
の
解

読
に
よ
り
仏
画
師
集
団
が
多
く
活
動

し
た
寧
派
で
制
作
さ
れ
た
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
当
時
最
新
の
研
究
に
も
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と
づ
い
て
そ
の
作
者
の
名
前
が
正
し
く
は
「
金
大
受
」
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
た）

180
（

。

　

文
人
画
で
は
、
清
代
の
王
原
祁
、
王
鑑
、
釈
道
済
（
字
石
濤
）
が
新
た
に
登

場
す
る
。
特
に
前
二
者
は
い
わ
ゆ
る
四
王
の
う
ち
の
二
人
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

新
来
に
多
く
見
ら
れ
る
作
者
で
あ
る
が
、
当
時
の
所
蔵
者
ま
た
は
旧
蔵
者
か
ら

本
論
で
は
暫
定
的
に
古
渡
と
す
る）

181
（

。

　

院
体
画
（
明
・
清
）
で
は
、
雪
舟
が
明
で
見
い
だ
し
た
二
人
の
師
の
一
人
と

し
て
す
で
に
著
名
で
あ
っ
た
李
在
が
新
た
に
登
場
す
る）

182
（

。

　

第
三
節　
「
近
代
名
物
」
と
「
書
画
一
致
」

　

前
出
の
高
橋
龍
雄
（
梅
園
）
は
、『
茶
道
』
の
初
版
か
ら
二
年
後
の
一
九
三
一

年
、
そ
の
姉
妹
書
と
し
て
茶
道
名
物
一
覧
に
そ
の
名
称
の
由
来
と
名
物
談
を
加

え
た
『
茶
道
名
物
考
』
を
出
版
し
た
。
そ
の
構
成
は
墨
蹟
・
宋
元
名
画
・
古
筆

切
・
茶
入
・
茶
碗
・
裂
・
香
合
・
香
・
釜
が
独
立
項
目
と
さ
れ
、
各
項
に
「
入

札
高
値
表
」、
末
尾
に
「
国
宝
」
一
覧
が
付
さ
れ
た
。

　

ま
ず
自
序
で
は
、
宋
元
名
画
を
含
め
た
茶
道
具
の
実
態
が
い
ず
れ
も
そ
の
本

国
で
は
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
品
々
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
そ
れ
を
逆
手

に
と
り
、
む
し
ろ
日
本
人
の
外
来
文
化
の
包
容
力
と
自
己
発
展
性
の
強
さ
と
し

て
評
価
し
た）

183
（

。
ま
た
「
宋
元
名
画
」
の
一
覧
は
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
及
び

『
古
今
名
物
類
聚
』
か
ら
採
用
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
前
出
の
『
唐
宋
元
明
名

画
大
観
』
か
ら
の
抜
粋
も
付
さ
れ
た）

184
（

。
さ
ら
に
「
宋
元
名
画
の
話
」
で
は
、
茶

人
が
殊
に
賞
玩
す
る
の
は
宋
元
の
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
唐
画
や
明
画
に
比
べ

て
最
も
禅
味
茶
味
に
適
合
す
る
た
め
で
あ
る
。
元
代
の
倪
瓉
や
黄
公
望
（
元
末

四
大
家
）
は
頗
る
風
雅
に
富
む
が
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
は
記
載
さ
れ
ず
、

抹
茶
式
よ
り
も
煎
茶
式
の
も
の
で
文
人
畑
に
属
す
る
。
抹
茶
式
で
は
牧
渓
が
日

本
に
最
大
の
影
響
を
与
え
た
と
い
う）

185
（

。

　

従
っ
て
、
こ
の
書
は
『
古
今
名
物
類
聚
』
以
来
、
近
代
数
寄
者
の
立
場
か
ら

初
め
て
茶
道
具
に
お
け
る
「
掛
物
」
を
「
墨
蹟
」「
宋
元
名
画
」「
古
筆
切
」
と

し
て
明
確
に
定
義
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
規
定
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ

う
に
、「
宋
元
画
」
は
こ
の
時
ま
で
に
民
間
所
蔵
品
の
公
開
・
入
札
、
日
中
合

同
の
中
国
古
画
展
、
及
び
国
宝
保
存
法
・「
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル

法
律
」
に
よ
っ
て
前
代
以
上
の
価
値
付
け
を
得
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の
『
茶
道

名
物
考
』
に
よ
っ
て
い
わ
ば
「
近
代
名
物
」
の
一
つ
と
し
て
確
実
に
定
着
さ
れ

る
に
至
っ
た）

186
（

。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、『
國
華
』
は
『
古
今
名
物
類
聚
』
の
時
代

に
は
実
見
し
え
な
か
っ
た
名
物
の
公
開
を
促
進
し
、
個
々
の
作
品
の
来
歴
を
明

ら
か
に
し
、
そ
の
作
者
を
制
作
史
に
位
置
付
け
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
結
果
と

し
て
そ
れ
に
貢
献
し
た
と
い
え
る
。

　

他
方
、
近
代
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
近
代
数
奇
者
が
確
立
し
た
「
近
代
名

物
」
の
価
値
は
こ
の
時
期
ま
で
に
す
で
に
相
対
化
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
瀧

精
一
「
日
本
美
術
の
進
展
」
で
は
日
本
美
術
の
中
で
規
模
の
小
さ
な
零
細
な
も

の
に
長
所
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
渋
み
に
最
大
の
妙
趣
を
認
め
よ
う
と
す
る
の

は
茶
の
湯
趣
味
復
興
の
影
響
で
あ
る
。
茶
の
湯
趣
味
の
本
領
が
そ
の
長
所
に
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あ
る
の
は
結
構
だ
が
、
そ
れ
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
と
い

う）
187
（

。
彼
ら
の
関
心
は
む
し
ろ
東
洋
絵
画
の
特
質
、
す
な
わ
ち
「
書
画
一
致
」
と

い
う
価
値
観
に
あ
っ
た
。
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
一
九
〇
〇
年
代
以
降
、
一
方

で
西
洋
絵
画
、
他
方
で
書
を
意
識
し
た
東
洋
絵
画
に
対
す
る
認
識
が
あ
っ
た
。

一
九
一
〇
年
代
以
降
、
新
来
の
作
品
群
の
将
来
は
文
人
画
に
対
す
る
評
価
、
ま

た
書
を
画
と
共
に
評
価
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
一
九
一
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇

年
代
に
は
、
画
史
画
論
研
究
を
ふ
ま
え
、
書
を
画
と
同
等
に
自
己
表
現
の
手
段

と
み
な
し
た
。
そ
し
て
一
九
三
〇
年
代
ま
で
に
は
、
中
国
絵
画
史
の
中
で
院
体

画
と
文
人
画
と
を
対
等
に
論
じ
る
だ
け
で
な
く
、
東
洋
絵
画
の
特
質
と
し
て
特

に
「
書
画
一
致
」
を
重
視
す
る
に
至
っ
た
と
い
え
る
。

　

例
え
ば
、
渡
辺
崋
山
の
百
年
忌
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
と
そ
の
図

録
に
関
し
て
、
崋
山
は
元
来
書
に
す
ぐ
れ
、
そ
の
画
に
は
明
ら
か
に
書
画
一
致

の
妙
が
あ
る
。
そ
の
画
芸
は
南
画
を
超
越
し
て
い
て
、
単
に
明
清
の
糟
粕
を
学

ぶ
に
甘
ん
ず
る
多
く
の
南
画
と
は
類
を
異
に
す
る
と
い
う）

188
（

。
ま
た
、
瀧
精
一

「
日
本
美
術
と
支
那
美
術
」
で
は
日
中
両
国
に
お
い
て
は
書
の
よ
う
な
主
観
的

美
術
が
発
達
し
た
こ
と
が
そ
の
特
性
で
あ
り
、
作
家
の
人
格
、
す
な
わ
ち
技
術

を
超
越
し
た
所
に
美
術
の
本
義
が
あ
る
。
従
っ
て
、
文
学
な
ど
諸
般
の
美
術
に

対
す
る
相
互
の
連
関
や
総
合
の
要
求
が
生
じ
、
一
人
の
作
家
が
多
く
の
美
術
に

携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
精
神
力
が
問
わ
れ
た
と
い
う）

189
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て

書
画
の
世
界
は
制
作
面
で
も
研
究
面
で
も
な
お
分
離
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
価
値
観
は
前
代
ま
で
の
単
な
る
継
承
で
は
な
く
、

新
た
な
状
況
の
中
で
漸
次
獲
得
さ
れ
て
き
た
も
の
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
こ
の

「
書
画
一
致
」
を
含
む
「
東
洋
絵
画
」
の
特
質
と
は
、
む
し
ろ
西
洋
絵
画
と
の

対
抗
上
、
近
代
の
美
術
史
研
究
者
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
一
方
的
に
案
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　
『
國
華
』
に
お
け
る
古
渡
の
中
国
絵
画
は
、
一
八
九
〇
年
代
に
は
そ
の
掲
載

点
数
は
ま
だ
少
な
く
、
そ
の
所
蔵
者
及
び
内
容
は
限
定
さ
れ
た
。
民
間
所
蔵

品
の
公
開
に
伴
い
、
一
九
〇
〇
年
代
に
は
掲
載
点
数
上
第
一
の
ピ
ー
ク
と
な
り
、

質
的
に
も
向
上
し
た
。
こ
の
時
ま
で
に
、
主
と
し
て
前
代
ま
で
の
茶
の
湯
の

名
物
が
新
た
に
作
者
中
心
の
制
作
史
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、「
宋
元
画
」
に

対
す
る
評
価
が
成
立
し
た
。
次
に
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
は
掲
載
点

数
上
第
二
・
第
三
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
と
同
時
に
新
来
の
中
国
絵
画
が
掲
載
さ
れ
、

特
に
文
人
画
評
価
の
契
機
と
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
ま
で
に
古
渡
の
明
代
お

よ
び
清
代
の
院
体
画
（
特
に
浙
派
）
と
二
流
文
人
画
の
評
価
が
行
わ
れ
た
だ
け

で
な
く
、
特
に
禅
画
は
文
人
画
の
先
駆
と
み
な
さ
れ
た
。
最
後
に
、
一
九
三
〇

年
代
に
は
古
渡
の
中
国
絵
画
の
掲
載
は
終
息
に
向
か
う
が
、
前
代
ま
で
の
価
値

観
が
近
代
と
い
う
新
し
い
状
況
の
中
で
変
質
し
、
最
終
的
に
中
国
絵
画
と
密
接

に
関
連
し
た
「
近
代
名
物
」
と
「
書
画
一
致
」
と
い
う
価
値
観
が
確
立
し
た
。
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民
間
所
蔵
品
に
つ
い
て
は
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
す
で
に
そ
の
公
開
へ
の
要
望

が
あ
っ
た
が
、
最
も
進
ん
だ
の
は
一
九
一
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。
公
開
が
進
む

と
同
時
に
華
族
世
襲
財
産
法
の
改
正
や
景
気
の
変
動
に
伴
っ
て
入
札
も
流
行
し
、

民
間
所
蔵
品
に
対
す
る
何
ら
か
の
規
制
の
必
然
性
が
議
論
さ
れ
た
。
よ
う
や
く

一
九
三
〇
年
前
後
に
、
相
次
い
で
民
間
所
蔵
品
を
対
象
と
し
た
国
宝
保
存
法
と

「
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律
」
が
成
立
し
た
。『
國
華
』
は
公
開
の

推
進
、
安
易
な
入
札
へ
の
批
判
、
海
外
流
出
防
止
な
ど
民
間
所
蔵
品
の
処
遇
に

関
し
て
積
極
的
に
発
言
し
続
け
、
保
存
法
制
定
の
重
要
な
推
進
力
と
な
っ
た
。

　

新
来
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
一
九
〇
〇
年
代
ま
で

│
一
九
一
〇
年
代
以
降

の
新
来
の
流
入
以
前

│
に
、「
宋
元
画
」
に
対
す
る
評
価
が
成
立
し
た
。
す

な
わ
ち
、
実
作
品
を
重
視
す
る
近
代
美
術
史
学
の
方
法
に
よ
り
、
当
時
の
日
本

に
現
存
し
て
掲
載
可
能
な
古
渡
の
作
品
群
に
も
と
づ
い
た
結
果
、
前
代
ま
で
の

茶
の
湯
の
名
物
が
新
た
に
作
者
中
心
の
制
作
史
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
次

に
新
来
の
作
品
流
入
前
後
よ
り
、
古
渡
に
多
く
見
ら
れ
た
明
代
・
清
代
の
二
流

の
文
人
画
や
同
時
代
の
浙
派
の
作
品
群
を
再
評
価
し
た
だ
け
で
な
く
、「
近
代

絵
画
」
に
し
て
「
東
洋
絵
画
」
と
し
て
文
人
画
を
規
定
し
、
特
に
禅
画
を
文
人

画
の
先
駆
と
し
て
再
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
人
画
を
中
心
と
す
る
中
国
絵

画
の
「
正
史
」
と
の
整
合
性
を
は
か
る
に
至
っ
た
。

　

中
国
絵
画
に
関
す
る
前
代
ま
で
の
二
つ
の
価
値
観
、
す
な
わ
ち
茶
の
湯
の

「
名
物
」
観
と
文
人
的
価
値
観
は
次
の
よ
う
に
変
質
し
た
。
近
代
に
お
い
て
茶

の
湯
の
「
名
物
」
観
を
志
向
し
た
の
は
、
近
代
数
寄
者
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
。
作

品
の
実
際
の
所
蔵
者
は
、
本
論
の
区
分
に
よ
れ
ば
旧
大
名
家
・
公
家
か
ら
勲
功

華
族
ま
た
は
個
人
へ
と
移
行
す
る
過
渡
期
に
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
前
代
ま
で

の
茶
の
湯
の
名
物
（
院
体
画
、
禅
画
、
及
び
一
部
の
文
人
画
）
に
道
釈
画
と
清
代

の
沈
銓
に
よ
る
画
と
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
来
歴
は
東
山
御
物
、
黄
檗

僧
を
除
く
禅
僧
、
及
び
江
戸
時
代
の
茶
人
、
将
軍
家
、
狩
野
家
か
ら
構
成
さ
れ

た
。
近
代
数
寄
者
は
茶
の
湯
に
拠
り
つ
つ
茶
人
よ
り
も
道
具
を
重
視
し
、
松
平

不
昧
の
『
古
今
名
物
類
聚
』
に
拠
り
つ
つ
作
品
の
さ
ら
な
る
公
開
・
入
札
・
記

録
を
経
た
だ
け
で
な
く
『
國
華
』
を
含
む
美
術
史
的
根
拠
を
得
て
、
近
代
な
ら

で
は
の
名
物
、
す
な
わ
ち
「
近
代
名
物
」
を
確
立
さ
せ
た
。
彼
ら
に
よ
っ
て

「
宋
元
画
」
は
墨
跡
及
び
古
筆
切
と
並
ぶ
茶
の
湯
の
掛
物
の
一
つ
と
し
て
一
覧

化
さ
れ
て
定
着
し
、
現
代
に
至
る
「
茶
道
美
術
」
観
の
原
型
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

他
方
、
近
代
に
お
い
て
文
人
的
価
値
観
を
志
向
し
た
の
は
、
ま
ず
前
代
ま
で

の
価
値
観
を
継
承
し
た
煎
茶
会
・
書
画
会
へ
の
参
加
者
で
あ
っ
た
。
作
品
の
実

際
の
所
蔵
者
は
、
本
論
の
区
分
に
よ
れ
ば
勲
功
華
族
の
一
部
（
岩
崎
及
び
住
友
）

ま
た
は
個
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
沈
銓
を
除
く
明
代
及
び
清
代
の
院
体
画

の
一
部
及
び
文
人
画
で
あ
り
、
そ
の
来
歴
は
黄
檗
僧
、
江
戸
時
代
及
び
明
治

時
代
の
文
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
鑑
賞
す
る
場
と
し
て
の
煎
茶
会
・
書
画
会

は
次
第
に
衰
退
し
た
が
、
代
わ
り
に
台
頭
し
た
の
が
『
國
華
』
主
幹
の
瀧
精
一

を
は
じ
め
と
す
る
近
代
研
究
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
作
品
を
直
接
所
蔵
せ
ず
、
前

代
ま
で
の
文
人
と
は
異
な
る
基
盤

│
西
洋
美
学
・
美
術
史

│
を
有
し
た
だ
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　『國華』にみる古渡の中国絵画

け
で
な
く
、
新
来
の
中
国
絵
画
を
ふ
ま
え
て
文
人
画
を
近
代
的
芸
術
観
か
ら
評

価
し
、
ま
た
そ
の
文
人
画
評
価
を
ふ
ま
え
て
東
洋
絵
画
の
特
質
を
追
究
し
た
が
、

そ
の
一
つ
の
到
達
点
が
「
書
画
一
致
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
今
日
の
日
本
の
美

術
史
研
究
に
お
け
る
「
東
洋
絵
画
」（
及
び
そ
れ
と
対
比
さ
れ
る
「
西
洋
絵
画
」）

観
の
原
型
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
代
日
本
で
成
立
し
た
「
宋
元
画
」
及
び
文
人
画
に
対
す
る

評
価
は
、
一
見
前
代
ま
で
の
も
の
を
継
承
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い

ず
れ
も
新
し
い
集
団
が
新
し
い
状
況
の
中
で
獲
得
し
た
、
新
し
い
価
値
観
で

あ
っ
た
。
近
代
日
本
は
「
古
渡
」
の
中
国
絵
画
と
い
う
蓄
積
の
上
に
「
新
来
」

の
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
が
、
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
漢
文
化
の
遺
産
を
近
代
的

価
値
観
に
よ
っ
て
見
直
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、

当
時
の
人
々
は
新
来
の
中
国
絵
画
に
よ
っ
て
中
国
絵
画
の
「
正
史
」
に
対
す
る

一
定
程
度
の
認
識
を
得
た
。
本
論
で
は
、
古
渡
に
関
連
し
た
前
代
ま
で
の
二
つ

の
価
値
観
が
近
代
的
価
値
観
に
よ
っ
て
「
宋
元
画
」
と
文
人
画
の
評
価
を
成
立

さ
せ
、
最
終
的
に
中
国
絵
画
の
「
正
史
」
と
の
整
合
性
を
は
か
っ
て
い
く
過
程

に
つ
い
て
論
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
戦
前
・
戦
中
に
お
け
る
中
国
美
術
に
関
す

る
著
述
の
ほ
と
ん
ど
に
は
「
東
洋
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
た
め
に
、
却
っ
て
そ

の
達
成
は
十
分
に
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

当
時
に
お
い
て
国
民
国
家
の
要
請
と
し
て
の
「
日
本
美
術
」
だ
け
で
な
く

「
東
洋
美
術
」
を
も
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
中
国
美
術
の
影
響
力
を
認

め
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
。
す
な
わ
ち
、「
東
洋
美
術
」
は
日
本
美
術
の
前

註（
１
）  

特
に
先
駆
的
研
究
と
し
て
、
高
木
博
志
「
日
本
美
術
史
の
成
立
・
試
論

│
古
代

美
術
史
の
時
代
区
分
の
成
立
」『
近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究

│
天
皇
就
任
儀

礼
・
年
中
行
事
・
文
化
財
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
、
三
四
五
―
三
八
一
頁
。
佐
藤

道
信
「
美
術
史
学
の
成
立
と
展
開
」『
明
治
国
家
と
近
代
美
術

│
美
の
政
治
学
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
、
一
二
四
―
一
五
四
頁
。

（
２
）  

小
川
裕
充
「
日
本
に
お
け
る
中
国
絵
画
史
研
究
の
動
向
と
そ
の
展
望

│
宋
元
時

代
を
中
心
に
」『
美
術
史
論
叢
』
第
十
七
号
、
二
〇
〇
一
、
一
三
七
―
一
三
八
頁
。

（
３
）  

宮
崎
法
子
「
日
本
近
代
の
な
か
の
中
国
絵
画
史
研
究
」
東
京
国
立
文
化
財
研
究

所
編
『
語
る
現
在
、
語
ら
れ
る
過
去

│
日
本
の
美
術
史
学
一
〇
〇
年
』
平
凡
社
、

一
九
九
九
、
一
四
六
―
一
四
七
頁
。

（
４
）  

内
藤
虎
次
郎
を
中
心
と
し
た
関
西
圏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
陶
徳
民
編
著
『
内
藤

湖
南
と
清
人
書
画

│
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
所
蔵
品
集
』
関
西
大
学
出
版

部
、
二
〇
〇
九
。
曽
布
川
寛
監
修
、
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
編
『
中

国
書
画
探
訪

│
関
西
の
収
蔵
家
と
そ
の
名
品
』
二
玄
社
、
二
〇
一
一
。
瀧
精
一

を
中
心
と
し
た
『
國
華
』
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の

中
国
絵
画

│
近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
美
術
観
の
一
事
例
と
し
て
」『
國
華
』
第

一
三
九
五
号
、
二
〇
一
二
年
一
月
、
五
―
一
七
頁
。

（
５
）  

茶
道
史
に
つ
い
て
は
、
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』
日
本
放
送
出
版
協

会
、
一
九
八
〇
。
田
中
秀
隆
「
茶
道
文
化
論
の
構
造
」
千
宗
室
監
修
、
熊
倉
功
夫
・

提
で
あ
り
、
ま
た
「
西
洋
美
術
」
と
の
対
抗
上
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
、
欧
米
に
お
け
る
「
東
洋
美
術
」
と
同
一
で
は
あ
り
得
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
絵
画
に
対
す
る
評
価
の
成
立
過

程
は
、「
同
文
同
種
」
ゆ
え
に
直
面
し
た
困
難
を
示
す
一
つ
の
事
例
と
い
え
る
。
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田
中
秀
隆
編
『
茶
道
学
大
系
一　

茶
道
文
化
論
』
淡
交
社
、
一
九
九
九
、
一
三
五
―

一
七
二
頁
。
煎
茶
史
に
つ
い
て
は
、
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』。『
文
人

の
あ
こ
が
れ
、
清
風
の
こ
こ
ろ

│
煎
茶
・
美
と
そ
の
か
た
ち
』
大
阪
市
立
美
術

館
、
一
九
九
七
。『
静
嘉
堂
蔵
煎
茶
具
名
品
展
』
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
、
一
九
九
八
。

書
道
史
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
隆
夫
「
書
道
雑
誌
の
推
移

│
明
治
・
大
正
・
昭
和

終
戦
ま
で
」『
書
論
』
第
二
十
四
号
、
一
九
八
八
、
一
七
二
―
一
七
七
頁
。
萱
原

晋
「
近
・
現
代
の
日
本
の
書
に
つ
い
て
（
要
旨
）」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
六
号
、

一
九
九
六
、
一
二
八
―
一
三
二
頁
。
魚
住
和
晃
「
近
代
日
中
書
法
交
流
史
」
杉
村
邦

彦
編
『
中
国
書
法
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
二
、
二
六
二
―

二
七
八
頁
。
伊
藤
隆
夫
「
明
治
時
代
に
お
け
る
書
・
篆
刻
の
展
覧
会
」『
書
論
』
第

三
三
号
、
二
〇
〇
三
、
一
三
九
―
一
四
九
頁
。
成
田
山
書
道
美
術
館
編
『
日
本
の
書

　

維
新
〜
昭
和
初
期
』
二
玄
社
、
二
〇
〇
九
。
な
お
、
成
田
山
書
道
美
術
館
監
修

『
近
代
文
人
の
い
と
な
み
』（
淡
交
社
、
二
〇
〇
六
）
が
扱
う
内
容
は
書
画
煎
茶
に
わ

た
る
が
、
書
名
の
通
り
文
人
の
活
動
に
限
定
さ
れ
る
。

（
６
）  

該
当
作
品
は
國
華
社
編
『
國
華
索
引　

新
版
』（
國
華
社
、
二
〇
〇
三
）
に
も
と

づ
き
、「
論
文
・
解
説
・
絵
画
」
の
「
中
国
」
か
ら
抽
出
し
た
。
実
際
の
調
査
対
象

は
、
中
国
絵
画
の
掲
載
さ
れ
た
第
一
三
号
（
一
八
九
〇
年
十
月
）
か
ら
第
六
四
七
号

（
一
九
四
四
年
十
月
）
ま
で
（
同
年
十
二
月
以
降
、
戦
時
下
の
企
業
統
制
に
よ
り
休

刊
）。
同
一
の
号
に
掲
載
さ
れ
た
同
一
の
作
品
に
つ
い
て
は
図
版
の
枚
数
に
か
か
わ

ら
ず
一
点
と
計
上
し
、
同
幅
や
同
画
冊
か
ら
複
数
の
号
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
た
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
一
点
と
計
上
し
た
。「
古
渡
」「
新
来
」
の
判
定
は
、
原
則
と
し

て
当
該
作
品
に
関
す
る
『
國
華
』
の
記
述
に
よ
る
。
明
記
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
す

で
に
得
ら
れ
た
情
報
を
応
用
し
て
筆
者
が
判
定
し
た
。

（
７
）  

拙
論
「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
」。
上
記
で
は
、
認
識
に
与
え
た
影
響

を
重
視
す
る
た
め
、
実
際
に
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
作
品
だ
け
で
な
く
図
版
だ
け
で

紹
介
さ
れ
た
作
品
も
含
め
た
。
ま
た
そ
の
趣
旨
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
当
時
の
呼

称
の
う
ち
「
新
渡
」「
新
舶
載
」
よ
り
も
「
新
来
」
の
語
を
採
用
し
た
。

（
８
）  

芳
賀
幸
四
郎
「
掛
物
の
歴
史
」
芳
賀
幸
四
郎
・
財
津
永
次
・
真
保
亨
責
任
編
集

『
茶
道
聚
錦
九　

書
と
絵
画
』
小
学
館
、
一
九
八
四
、
八
一
―
八
八
頁
。

（
９
）  

熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
二
一
七
―
二
四
〇
頁
。

（
10
）  

同
前
、
一
三
九
―
一
四
六
頁
。
守
屋
雅
史
「
文
人
の
あ
こ
が
れ
、
清
風
の
こ
こ

ろ
」『
文
人
の
あ
こ
が
れ
、
清
風
の
こ
こ
ろ
』、
六
―
一
六
頁
。

（
11
）  

「
國
華
沿
革
略
」『
國
華
』
第
六
〇
〇
号
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
、
頁
付
な
し
。

（
12
）  

山
川
武
祏
編
「
國
華
社
史
（
略
）」『
國
華
』
第
一
〇
〇
〇
号
、
一
九
七
七
年
五

月
、
六
八
頁
。
國
華
社
編
「
國
華
社
略
史
」『
國
華
』
第
一
一
二
八
号
、
一
九
八
九

年
十
一
月
、
六
五
頁
。

（
13
）  

注
（
11
）
に
同
じ
。
一
説
に
よ
れ
ば
当
初
よ
り
編
集
担
当
は
長
尾
及
び
松
本
幹
一

で
あ
っ
た
。
山
川
武
祏
編
「
國
華
社
史
（
略
）」『
國
華
』
第
一
〇
〇
〇
号
。

（
14
）  

矢
代
幸
雄
「
國
華
の
世
界
的
存
在
」『
國
華
』
第
六
〇
〇
号
、
一
九
四
〇
年
十
一

月
、
三
六
五
―
三
六
八
頁
。
溝
口
禎
次
郎
「
國
華
六
百
号
祝
辞
」
同
、
三
六
九
―

三
七
〇
頁
。

（
15
）  

第
一
三
三
号
（
一
九
〇
一
年
六
月
）
よ
り
主
幹
と
な
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が

（
注
（
11
））、
本
論
で
は
一
九
四
一
年
の
朝
日
賞
受
賞
理
由
と
も
な
っ
て
い
る
「
第

一
三
二
号
」
説
を
採
用
す
る
。「
瀧
精
一
博
士
へ
朝
日
賞
贈
与
」『
國
華
』
第
六
〇
四

号
、
一
九
四
一
年
三
月
、
一
〇
八
頁
。
た
だ
し
、
最
初
の
署
名
入
り
記
事
の
掲
載
及

び
誌
面
の
刷
新
が
見
ら
れ
る
の
は
第
一
三
三
号
か
ら
で
あ
る
。

（
16
）  

「
美
術
取
調
ニ
関
ス
ル
報
告
摘
要
」『
官
報
』
第
一
四
六
一
号
（
一
八
八
八
年
五
月

十
六
日
）
〜
第
一
五
五
八
号
（
同
九
月
六
日
）。「
宝
物
取
調
ニ
関
ス
ル
報
告
摘
要
」

同
第
一
六
三
二
号
（
同
十
二
月
六
日
）
〜
第
一
六
八
四
号
（
一
八
八
九
年
二
月
十
三

日
）。

（
17
）  

こ
れ
ら
の
写
真
が
『
國
華
』
を
含
む
以
後
の
美
術
出
版
物
の
図
版
と
し
て
流
用
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
村
角
紀
子
「
明
治
期
の
古
美
術
写
真

│
畿
内
宝
物
取
調

を
中
心
に
」『
美
術
史
』
第
一
五
三
号
、
二
〇
〇
二
、
一
五
八
頁
。
な
お
『
國
華
』

で
は
第
一
八
二
号
（
一
九
〇
五
年
七
月
）
ま
で
白
黒
図
版
に
は
「
小
川
一
真
製
写
真
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版
」
と
付
記
さ
れ
る
が
、
以
後
写
真
版
の
製
作
者
は
明
記
さ
れ
な
い
。

（
18
）  
「
文
化
財
関
係
法
令
等
（
二
）　

古
社
寺
保
存
法
」
文
化
庁
『
文
化
財
保
護
法
五
十

年
史
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
一
、
四
九
四
―
四
九
五
頁
。

（
19
）  

華
族
制
度
に
つ
い
て
は
、
岡
部
牧
夫
・
小
田
部
雄
次
編
解
説
『
華
族
財
産
関
係
資

料
』
不
二
出
版
、
一
九
八
六
。
小
田
部
雄
次
『
家
宝
の
行
方

│
美
術
品
が
語
る
名

家
の
明
治
・
大
正
・
昭
和
』
小
学
館
、
二
〇
〇
四
。
同
『
華
族

│
近
代
日
本
貴
族

の
虚
像
と
実
像
』
中
央
公
論
新
社
（
中
公
新
書
一
八
三
六
）、
二
〇
〇
六
。

（
20
）  

（
浅
井
良
夫
）「
十
五
銀
行
」
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
事
典
』
第
七

巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
、
二
六
八
―
二
六
九
頁
。

（
21
）  

「
博
覧
会
事
務
局
、
華
族
所
持
宝
物
調
査
を
実
施
す
る
」『
東
京
国
立
博
物
館
百
年

史　

資
料
編
』
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
七
三
、
六
〇
九
―
六
一
一
頁
。

（
22
）  

「
美
術
取
調
ニ
関
ス
ル
報
告
摘
要
」『
官
報
』
第
一
五
一
九
号
、
一
八
八
八
年
七
月

二
十
三
日
。

（
23
）  

熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
一
九
三
頁
。

（
24
）  

同
前
、
一
九
四
頁
。
上
記
の
う
ち
『
國
華
』
に
古
渡
の
中
国
絵
画
の
所
蔵
者
と
し

て
登
場
す
る
者
は
以
下
の
通
り
（
第
四
世
代
は
掲
載
作
品
の
後
年
の
所
蔵
者
と
し
て

判
明
し
て
い
る
者
で
あ
る
）。
第
一
世
代
で
は
井
上
世
外
（
馨
）、
平
瀬
露
香
（
亀

之
助
）、
藤
田
香
雪
（
伝
三
郎
）。
第
二
世
代
で
は
馬
越
化
生
（
恭
平
）、
上
野
有
竹

（
理
一
）、
益
田
鈍
翁
（
孝
）、
村
山
玄
庵
（
龍
平
）。
第
三
世
代
で
は
團
狸
山
（
琢

磨
）、
根
津
青
山
（
嘉
一
郎
）、
住
友
春
翠
（
吉
左
衛
門
）、
原
三
溪
（
富
太
郎
）。
第

四
世
代
で
は
松
永
耳
庵
（
安
左
衛
門
）、
畠
山
即
翁
（
一
清
）、
五
島
慶
太
。

（
25
）  

同
前
、
二
一
四
―
二
一
七
、
二
四
八
―
二
五
八
頁
。

（
26
）  

「
大
学
院
文
科
学
生
」『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
』
従
明
治
三
十
三
年
至
明
治
三
十
四

年
、
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
〇
〇
年
、
四
〇
一
頁
。
以
下
、
瀧
の
経
歴
に
つ
い
て
は

藤
懸
静
也
「
瀧
博
士
の
追
憶
」『
國
華
』
第
六
五
一
号
（
一
九
四
六
年
六
月
）・
同
第

六
五
二
号
（
同
七
月
）
の
記
述
に
も
と
づ
き
、
関
連
文
献
を
調
査
し
た
。

（
27
）  

「
瀧
精
一
の
起
用
と
美
学
講
義
」
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
芸

術
大
学
百
年
史　

東
京
美
術
学
校
篇
』
第
二
巻
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
七
、
六
五

―
六
六
頁
。

（
28
）  

「
大
学
院
文
科
学
生
」『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
』
従
明
治
三
十
四
年
至
明
治
三
十
五

年
（
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
〇
一
年
、
四
〇
二
頁
）
ま
で
名
前
が
確
認
さ
れ
る
が
、

翌
年
度
以
降
は
確
認
さ
れ
な
い
（
当
時
の
大
学
院
の
在
学
期
間
は
五
年
）。

（
29
）  

「
文
科
大
学　

職
員
」
同
従
明
治
四
十
二
年
至
明
治
四
十
三
年
、
一
九
一
〇
年
、

二
四
五
頁
。

（
30
）  

注
（
27
）
に
同
じ
。

（
31
）  

「
鑑
識
界
の
誤
謬
」『
國
華
』
第
一
八
二
号
、
一
九
〇
五
年
七
月
、
二
六
―
二
七
頁
。

（
32
）  

特
に
、「
所
蔵
目
録
の
作
為
」『
國
華
』
第
一
八
三
号
、
一
九
〇
五
年
八
月
、
五
八

―
五
九
頁
。「
一
大
美
術
館
設
立
の
必
要
」『
國
華
』
第
一
九
一
号
、
一
九
〇
六
年

四
月
、
二
八
二
―
二
八
三
頁
。「
美
術
品
出
陳
者
の
態
度
」『
國
華
』
第
一
九
三

号
、
一
九
〇
六
年
六
月
、
三
三
六
頁
。「
美
術
に
関
与
す
る
人
々
の
識
見
」『
國
華
』

第
二
一
五
号
、
一
九
〇
八
年
四
月
、
二
七
六
頁
。
ま
た
、
や
や
年
代
の
下
る
以
下

も
参
照
。「
世
に
は
美
術
的
作
品
を
観
る
に
方
つ
て
…
…
」『
國
華
』
第
二
五
三
号
、

一
九
一
一
年
六
月
、
三
四
二
頁
。「
世
の
美
術
愛
好
家
の
中
に
は
…
…
」『
國
華
』
第

二
六
五
号
、
一
九
一
二
年
六
月
、
三
二
八
頁
。

（
33
）  

瀧
節
庵
「
当
今
美
術
の
鑑
識
に
於
け
る
時
代
の
観
念
」『
國
華
』
第
二
一
六
号
、

一
九
〇
八
年
五
月
、
二
八
三
―
二
八
五
頁
。
な
お
國
華
社
編
『
國
華
索
引　

新
版
』

に
よ
れ
ば
、
瀧
節
庵
・
瀧
拙
庵
・
節
庵
・
無
外
生
は
い
ず
れ
も
瀧
精
一
の
筆
名
で
あ

る
。

（
34
）  

「
去
月
名
古
屋
開
府
の
三
百
年
祭
に
当
つ
て
開
か
れ
た
…
…
」『
國
華
』
第
二
四
〇

号
、
一
九
一
〇
年
五
月
、
三
一
一
―
三
一
二
頁
。

（
35
）  
國
華
社
茶
話
会
の
初
回
は
一
九
一
〇
年
七
月
二
日
で
、「
茶
話
会
記
事
」
が
第

三
〇
一
号
（
一
九
一
五
年
六
月
）
以
降
不
定
期
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
36
）  

美
術
倶
楽
部
の
成
立
と
入
札
の
流
行
に
つ
い
て
は
、
小
田
部
雄
次
「
東
京
美
術
倶

楽
部
結
成
と
美
術
市
場
」『
美
術
商
の
百
年

│
東
京
美
術
倶
楽
部
百
年
史
』
東
京
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美
術
倶
楽
部
・
東
京
美
術
商
協
同
組
合
、
二
〇
〇
六
、
一
〇
九
―
一
三
八
頁
。
同

「
大
売
立
の
時
代
」
同
、
一
三
九
―
一
六
五
頁
。「
大
阪
美
術
倶
楽
部
入
札
売
立
史
」

同
、
五
六
二
頁
。「
京
都
美
術
倶
楽
部
入
札
売
立
史
」
同
、
六
六
四
頁
。「
名
古
屋
美

術
倶
楽
部
入
札
売
立
史
」
同
、
七
二
三
頁
。

（
37
）  

熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
六
二
―
六
四
頁
。
た
だ
し
江
戸
時
代
の
茶

道
批
判
者
と
し
て
は
、
上
田
秋
成
が
最
も
著
名
で
あ
る
。

（
38
）  

萱
原
晋
「
近
・
現
代
の
日
本
の
書
に
つ
い
て
（
要
旨
）」。
伊
藤
隆
夫
「
明
治
時
代

に
お
け
る
書
・
篆
刻
の
展
覧
会
」。

（
39
）  

魚
住
和
晃
「
近
代
日
中
書
法
交
流
史
」。
西
嶋
慎
一
「
大
蔵
省
印
刷
局
・
朝
陽
閣

帖
の
謎
」『
大
東
書
道
研
究
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
七
、
一
六
〇
―
一
八
六
頁
。
中

村
史
朗
「「
大
河
内
文
書
」
に
み
る
明
治
期
の
日
中
書
法
交
流

│
楊
守
敬
来
日
前

後
の
事
情
を
め
ぐ
っ
て
」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
一
八
号
、
二
〇
〇
八
、
三
一
―

四
一
頁
。

（
40
）  

伊
藤
隆
夫
「
書
道
雑
誌
の
推
移

│
明
治
・
大
正
・
昭
和
終
戦
ま
で
」。
萱
原
晋

「
近
・
現
代
の
日
本
の
書
に
つ
い
て
（
要
旨
）」。
伊
藤
隆
夫
「
明
治
時
代
に
お
け
る

書
・
篆
刻
の
展
覧
会
」。

（
41
）  

節
庵
「
古
美
術
の
鑑
賞
と
新
美
術
の
創
作
と
」『
國
華
』
第
一
四
〇
号
、
一
九
〇
二

年
一
月
、
一
二
四
―
一
二
七
頁
。

（
42
）  

「
邦
人
美
術
研
究
の
狭
隘
」『
國
華
』
第
一
九
五
号
、
一
九
〇
六
年
八
月
、
三
九
二

頁
。

（
43
）  

「
尾
州
家
什
宝
の
写
真
を
観
て
の
所
感
…
…
」『
國
華
』
第
二
六
七
号
、
一
九
一
二

年
八
月
、
五
二
頁
。

（
44
）  

「
文
科
大
学
学
生
及
生
徒
」『
帝
国
大
学
一
覧
』
従
明
治
廿
六
年
至
明
治
廿
七
年
、

帝
国
大
学
、
一
八
九
四
年
、
三
二
三
頁
。

（
45
）  

「
学
生
及
生
徒
姓
名　

大
学
院
学
生
」『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
』
従
明
治
三
十
年
至

明
治
三
十
一
年
、
東
京
帝
国
大
学
、
一
八
九
七
年
、
三
四
〇
頁
。

（
46
）  

一
八
九
三
年
以
降
、
美
学
講
座
の
担
当
教
授
は
当
面
欠
員
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
の

授
業
は
哲
学
担
当
の
外
国
人
教
師
が
行
い
、
ケ
ー
ベ
ル
は
同
年
六
月
に
赴
任
し
て
い

た
。
よ
う
や
く
一
九
〇
〇
年
四
月
、
欧
州
留
学
か
ら
帰
国
し
た
大
塚
保
治
が
教
授
に

就
任
し
た
。
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年
史　

部
局
史
１
』

東
京
大
学
、
一
九
八
六
、
五
八
八
―
五
九
三
頁
。

（
47
）  

青
陵
生
「
漫
録
」『
國
華
』
第
一
六
六
号
、
一
九
〇
四
年
三
月
、
二
二
三
―

二
二
四
頁
。

（
48
）  

「
我
国
に
於
け
る
美
術
の
評
論
」『
國
華
』
第
一
九
〇
号
、
一
九
〇
六
年
三
月
、

二
五
五
頁
。

（
49
）  

瀧
精
一
「
支
那
絵
画
上
の
写
意
説
」『
國
華
』
第
一
三
六
号
（
一
九
〇
一
年
九
月
）、

第
一
三
九
号
（
同
十
二
月
）、
第
一
四
二
号
（
一
九
〇
二
年
三
月
）。

（
50
）  

節
庵
「
王
羲
之
の
書
」『
國
華
』
第
一
九
七
号
、
一
九
〇
六
年
十
月
、
四
四
六
―

四
五
三
頁
。
瀧
精
一
「
書
の
美
を
論
ず
」『
國
華
』
第
一
六
一
号
（
一
九
〇
三
年
十

月
）、
第
一
六
二
号
（
一
九
〇
三
年
十
一
月
）。
節
庵
「
書
と
絵
画
及
装
飾
美
術
と
の

連
関
に
就
て
」『
國
華
』
第
二
〇
一
号
、
一
九
〇
七
年
二
月
、
五
六
九
―
五
八
三
頁
。

な
お
、
一
八
九
〇
年
代
の
『
國
華
』
に
は
日
本
の
書
論
は
掲
載
さ
れ
た
が
、
中
国
の

書
に
関
す
る
記
事
及
び
作
品
の
掲
載
は
見
ら
れ
な
い
。

（
51
）  

瀧
精
一
「
文
人
画
説
」『
國
華
』
第
二
一
六
号
、
一
九
〇
八
年
五
月
、
三
〇
〇
―

三
〇
四
頁
。

（
52
）  

『
上
野
有
竹
斎
蒐
集
中
国
書
画
図
録
』
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
六
六
。

（
53
）  

李
龍
眠
筆
羅
漢
図
（
第
三
〇
、
四
一
号
）、
呂
文
英
筆
売
玩
翁
図
（
第
四
七
号
）、

月
山
筆
琴
棋
書
画
図
（
第
五
三
、
六
七
号
）、
姜
隠
筆
穆
王
西
王
母
図
（
第
六
三
号
）

は
、
そ
の
開
校
当
初
一
八
八
九
年
四
月
一
日
付
で
購
入
さ
れ
た
と
い
う
。『
東
京
芸

術
大
学
芸
術
資
料
館
蔵
品
目
録　

絵
画
１
・
書
跡
』
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
、

一
九
八
二
。

（
54
）  
顔
輝
筆
鉄
拐
仙
人
図
・
蝦
蟇
仙
人
図
（
第
二
九
号
）
は
『
真
美
大
観
』
第
二
冊

（
日
本
仏
教
真
美
協
会
、
一
八
九
九
）
に
知
恩
寺
蔵
と
し
て
掲
載
。
馬
麟
筆
普
賢
像

（
第
一
一
六
号
）
は
「
美
術
取
調
ニ
関
ス
ル
報
告
摘
要
」（
一
八
八
八
年
八
月
十
三
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日
）
及
び
『
真
美
大
観
』
第
七
冊
（
日
本
真
美
協
会
、
一
九
〇
二
）
に
妙
心
寺
蔵
と

し
て
掲
載
。

（
55
）  

「
李
龍
眠
」『
國
華
』
第
四
一
号
、
一
八
九
三
年
二
月
、
八
六
頁
。

（
56
）  

「
牧
渓
」『
國
華
』
第
一
二
二
号
、
一
九
〇
〇
年
二
月
、
三
一
頁
。

（
57
）  

「
李
元
達
」『
國
華
』
第
一
一
九
号
、
一
八
九
九
年
十
一
月
、
二
〇
六
頁
。

（
58
）  

熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
二
〇
二
―
二
〇
七
頁
。
表
11
も
参
照
。

（
59
）  

梁
楷
筆
布
袋
図
（
第
一
五
二
号
）、
玉
澗
筆
山
水
図
（
第
二
〇
四
号
）、
牧
谿
筆
叭

哥
鳥
図
（
第
二
一
八
号
）、
伝
呉
道
子
筆
鐘
馗
図
（
第
二
三
〇
号
）、
無
準
禅
師
筆
達

磨
郁
山
主
政
黄
牛
図
（
第
二
四
三
号
）、
伝
張
芳
汝
筆
山
水
図
（
第
二
四
六
号
）、
夏

珪
筆
池
上
囲
棋
図
（
第
二
四
七
号
）。

（
60
）  

（
松
南
）「
伝
馬
麟
筆
梅
花
小
禽
図
」『
國
華
』
第
二
一
七
号
、
一
九
〇
八
年
六
月
、

三
二
五
頁
。

（
61
）  

「
院
態
花
鳥
画
の
例
」『
國
華
』
第
二
四
一
号
、
一
九
一
〇
年
六
月
、
三
二
八
―

三
三
五
頁
。

（
62
）  

（
無
外
子
）「
宋
画
羅
漢
説
」『
國
華
』
第
二
三
八
号
、
一
九
一
〇
年
三
月
、
二
三
五

―
二
四
〇
頁
。
な
お
、『
真
美
大
観
』
第
一
五
冊
（
日
本
真
美
協
会
、
一
九
〇
七
）

に
お
い
て
す
で
に
周
季
常
及
び
林
庭
桂
の
筆
と
さ
れ
て
い
る
。

（
63
）  

数
寄
者
の
仏
教
美
術
志
向
に
つ
い
て
は
、
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、

二
五
七
頁
。

（
64
）  

「
無
準
禅
師
筆
達
磨
郁
山
主
政
黄
牛
図
」『
國
華
』
第
二
四
三
号
、
一
九
一
〇
年
八

月
、
四
四
頁
。

（
65
）  

節
庵
「
宋
人
玉
澗
の
山
水
画
」『
國
華
』
第
二
〇
四
号
、
一
九
〇
七
年
五
月
、

六
六
八
頁
。

（
66
）  

「
唐
寅
筆
夢
筠
図
解
」『
國
華
』
第
五
一
七
号
、
一
九
三
三
年
十
二
月
、
三
三
二
頁
。

当
時
掲
載
さ
れ
た
伝
唐
寅
筆
羅
浮
仙
図
（
第
一
三
三
号
）
は
、
確
か
に
仇
英
を
彷
彿

と
さ
せ
る
。

（
67
）  

（
芳
舟
）「
大
徳
寺
牧
谿
猿
鶴
図
」『
國
華
』
第
一
八
五
号
、
一
九
〇
五
年
十
月
、

一
〇
〇
―
一
〇
一
頁
。

（
68
）  

「
宣
和
画
院
」『
國
華
』
第
二
五
号
、
一
八
九
一
年
十
月
、
五
―
七
頁
。

（
69
）  

「
伝
范
安
仁
筆
藻
間
游
魚
図
」『
國
華
』
第
一
四
六
号
、
一
九
〇
二
年
七
月
、
二
三

―
二
四
頁
。

（
70
）  

青
陵
生
「
梁
楷
の
傑
作
出
山
釈
迦
図
及
び
山
水
図
」『
國
華
』
第
二
二
七
号
、

一
九
〇
九
年
四
月
、
二
六
三
―
二
六
四
頁
。

（
71
）  

例
え
ば
、（
芳
舟
）「
盛
子
昭
筆
梅
林
高
士
図
」『
國
華
』
第
二
一
三
号
、
一
九
〇
八

年
二
月
、
二
一
五
頁
。

（
72
）  

「
顔
輝
」『
國
華
』
第
二
九
号
、
一
八
九
二
年
二
月
、
一
〇
一
頁
。

（
73
）  

「
李
龍
眠
」『
國
華
』
第
四
一
号
、
一
八
九
三
年
二
月
、
八
六
頁
。「
高
台
寺
所
蔵

の
伝
禅
月
筆
十
六
羅
漢
図
」『
國
華
』
第
二
五
三
号
、
一
九
一
一
年
六
月
、
三
二
五

頁
。

（
74
）  

李
公
麟
は
新
来
の
作
例
に
よ
り
、
白
描
法
の
作
者
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
。
拙
論

「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
」、
一
三
頁
。

（
75
）  

「
伝
張
思
恭
筆
釈
迦
文
殊
普
賢
画
像
」『
國
華
』
第
一
四
九
号
、
一
九
〇
二
年
十
月
、

八
五
頁
。

（
76
）  

例
え
ば
、「
梁
楷
」『
國
華
』
第
四
〇
号
、
一
八
九
三
年
一
月
、
六
六
頁
。

（
77
）  

青
陵
生
「
梁
楷
の
傑
作
出
山
釈
迦
図
及
び
山
水
図
」『
國
華
』
第
二
二
七
号
、

一
九
〇
九
年
四
月
、
二
六
三
頁
。

（
78
）  

拙
論
「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
」、
七
頁
。

（
79
）  

同
前
、
九
―
一
〇
頁
。

（
80
）  

青
陵
「
教
王
護
国
寺
真
言
七
祖
画
像
」『
國
華
』
第
一
九
八
号
、
一
九
〇
六
年

十
一
月
、
四
七
五
頁
。

（
81
）  
拙
論
「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
」、
八
―
九
頁
。

（
82
）  
例
え
ば
、「
戴
文
進
筆
蘆
洲
夜
泊
図
」『
國
華
』
第
一
七
一
号
、
一
九
〇
四
年
八
月
、

四
四
頁
。

（
83
）  

節
庵
「
支
那
画
に
於
け
る
山
水
一
格
の
成
立
」『
國
華
』
第
一
九
一
号
、
一
九
〇
六
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年
四
月
、
二
七
七
―
二
八
二
頁
。
同
「
宋
元
よ
り
明
代
に
至
る
山
水
画
の
変
革
を
例

す
」『
國
華
』
第
一
九
三
号
、
一
九
〇
六
年
六
月
、
三
一
七
―
三
二
一
頁
。

（
84
）  
（
無
外
子
）「
伊
孚
九
筆
山
水
図
」『
國
華
』
第
一
七
四
号
、
一
九
〇
四
年
十
一
月
、

一
〇
八
頁
。

（
85
）  

「
我
が
社
の
主
幹
が
尾
州
徳
川
家
に
出
張
し
て
…
…
」『
國
華
』
第
二
六
七
号
、

一
九
一
二
年
八
月
、
五
一
―
五
二
頁
。

（
86
）  

「
此
程
公
爵
島
津
忠
承
家
所
蔵
の
古
書
画
を
…
…
」『
國
華
』
第
三
二
九
号
、

一
九
一
七
年
十
月
、
一
四
九
頁
。

（
87
）  

「
川
崎
美
術
館
陳
列
」『
國
華
』
第
三
四
二
号
、
一
九
一
八
年
十
一
月
、
一
八
七
―

一
八
八
頁
。

（
88
）  

（
節
庵
）「
浅
野
家
の
什
宝
」『
國
華
』
第
三
九
七
号
、
一
九
二
三
年
六
月
、

四
〇
八
頁
。

（
89
）  

「
本
誌
創
刊
記
念
茶
話
会
」『
國
華
』
第
三
〇
七
号
、
一
九
一
五
年
十
二
月
、

二
〇
九
―
二
一
二
頁
。

（
90
）  

毎
年
の
『
史
学
雑
誌
』
に
不
定
期
に
掲
載
さ
れ
た
大
会
関
連
記
事
（
告
知
・
事
前

情
報
・
報
告
）
に
よ
れ
ば
、
出
品
作
品
や
方
法
に
つ
い
て
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
及
び

当
日
の
準
備
は
各
家
と
史
学
会
の
担
当
者
双
方
で
行
い
、
会
場
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合

所
蔵
者
の
個
人
宅
で
あ
り
、
午
前
か
ら
夕
方
ま
で
開
催
さ
れ
、
毎
回
百
名
か
ら
四
百

名
の
参
加
者
を
数
え
た
。

（
91
）  

「
四
月
八
九
両
日
に
亙
り
て
史
学
会
第
十
八
回
大
会
が
…
…
」『
國
華
』
第
三
一
二

号
、
一
九
一
六
年
五
月
、
三
七
六
―
三
七
七
頁
。「
近
年
世
の
美
術
蒐
集
熱
が
高
ま

り
…
…
」『
國
華
』
第
三
二
〇
号
、
一
九
一
七
年
一
月
、
二
四
七
―
二
四
八
頁
。「
古

美
術
品
蒐
集
家
と
研
究
者
」『
國
華
』
第
三
四
七
号
、
一
九
一
九
年
四
月
、
三
八
八

頁
。

（
92
）  

岡
部
牧
夫
・
小
田
部
雄
次
「
解
説
」
同
編
解
説
『
華
族
財
産
関
係
資
料
』、
一
七

頁
。

（
93
）  

高
橋
義
雄
『
近
世
道
具
移
動
史
』
慶
文
堂
書
店
、
一
九
二
九
、
三
〇
一
頁
。

（
94
）  

高
橋
義
雄
『
箒
の
あ
と
』
秋
豊
園
、
一
九
三
三
、
二
〇
七
頁
。

（
95
）  

小
田
部
雄
次
「
東
京
美
術
倶
楽
部
結
成
と
美
術
市
場
」、
一
三
五
頁
。

（
96
）  

注
（
92
）
に
同
じ
。

（
97
）  

小
田
部
雄
次
「
大
売
立
の
時
代
」、
一
四
七
頁
。

（
98
）  

注
（
20
）
に
同
じ
。

（
99
）  

杉
栄
三
郎
「
序
」『
香
雪
齋
蔵
品
展
観
目
録
』
大
阪
美
術
倶
楽
部
、
一
九
三
四
年

四
月
五
日
入
札
。

（
100
）  

「
久
し
き
以
前
よ
り
そ
の
企
あ
り
し
も
…
…
」『
國
華
』
第
三
一
二
号
、
一
九
一
六

年
五
月
、
三
七
七
頁
。

（
101
）  

「
松
花
堂
の
竹
」『
國
華
』
第
三
三
八
号
、
一
九
一
八
年
七
月
、
三
八
頁
。「
美
術

愛
好
の
風
潮
」『
國
華
』
第
三
四
〇
号
、
一
九
一
八
年
九
月
、
一
一
八
頁
。「
美
術
館

建
設
問
題
」『
國
華
』
第
三
五
一
号
、
一
九
一
九
年
八
月
、
七
四
頁
。

（
102
）  

「
不
健
全
な
る
鑑
賞
と
芸
術
生
活
」『
國
華
』
第
三
六
四
号
、
一
九
二
〇
年
九
月
、

一
一
五
頁
。

（
103
）  

「
本
邦
古
美
術
品
の
海
外
流
出
問
題
」『
國
華
』
第
三
四
九
号
、
一
九
一
九
年
六
月
、

四
五
七
―
四
五
八
頁
。

（
104
）  

「
去
秋
の
光
悦
会
」『
國
華
』
第
三
五
六
号
、
一
九
二
〇
年
一
月
、
二
七
九
―

二
八
〇
頁
。
光
悦
会
は
、
一
九
一
三
年
、
京
都
鷹
峯
の
光
悦
寺
に
お
い
て
、
本
阿

弥
光
悦
の
追
善
法
要
と
遺
作
・
名
器
を
展
示
す
る
茶
会
を
催
す
目
的
で
組
織
さ
れ

た
。（
小
田
栄
作
）「
光
悦
会
」『
国
史
大
辞
典
』
第
五
巻
、
一
九
八
五
、
二
八
四
―

二
八
五
頁
。

（
105
）  

高
橋
箒
庵
著
、
熊
倉
功
夫
・
原
田
茂
弘
校
注
『
東
都
茶
会
記
』
淡
交
社
、
一
九
八
九
。

同
『
大
正
茶
道
記
』
淡
交
社
、
一
九
九
一
。
同
著
、
熊
倉
功
夫
編
『
昭
和
茶
道
記
』

淡
交
社
、
二
〇
〇
二
。

（
106
）  
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
二
六
〇
―
二
六
五
頁
。

（
107
）  
高
橋
義
雄
「
謝
恩
記
」『
大
正
名
器
鑑
』
第
一
編
、
大
正
名
器
鑑
編
纂
所
、

一
九
二
一
、
三
頁
。
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（
108
）  

田
中
秀
隆
「
茶
道
文
化
論
の
構
造
」、
一
四
四
―
一
五
〇
頁
。

（
109
）  
高
橋
義
雄
「
工
芸
と
名
器
」「
国
家
と
名
器
」「
名
器
の
図
録
」『
大
正
名
器
鑑
』

大
正
名
器
鑑
編
纂
所
、
一
九
二
一
、
八
―
九
頁
。

（
110
）  

高
橋
龍
雄
「
総
説
」『
茶
道
』
大
岡
山
書
店
、
一
九
二
九
、
一
―
一
〇
頁
。

（
111
）  

拙
論
「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
」、
七
―
九
頁
。

（
112
）  

「
春
季
茶
話
会
記
」『
國
華
』
第
三
二
四
号
、
一
九
一
七
年
五
月
、
三
九
一
―

三
九
二
頁
。

（
113
）  

「
一
時
古
い
大
和
絵
に
集
つ
た
鑑
賞
家
…
…
」『
國
華
』
第
三
二
五
号
、
一
九
一
七

年
六
月
、
四
三
二
―
四
三
三
頁
。
東
京
帝
室
博
物
館
編
『
南
宗
画
集
』
西
東
書
房
、

一
九
一
七
。

（
114
）  

「
勅
令
」『
官
報
』
第
四
四
五
号
、
一
九
一
四
年
一
月
二
十
四
日
。

（
115
）  

東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年
史　

資
料
２
』
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
八
五
、
一
二
〇
九
頁
。

（
116
）  

「
文
科
大
学　

職
員
」『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
』
従
大
正
三
年
至
大
正
四
年
、
東
京

帝
国
大
学
、
一
九
一
五
年
、
二
二
三
頁
。「
職
員
移
動
」
同
、
四
五
八
頁
。

（
117
）  

藤
懸
静
也
「
瀧
博
士
の
追
憶
（
上
）」『
國
華
』
第
六
五
一
号
、
一
九
四
六
年
六
月
、

六
六
頁
。

（
118
）  

田
中
豊
蔵
「
南
画
新
論
」『
國
華
』
第
二
六
二
号
（
一
九
一
二
年
三
月
）、
第

二
六
四
号
（
同
五
月
）、
第
二
六
五
号
（
同
六
月
）、
第
二
六
八
号
（
同
九
月
）、
第

二
七
四
号
（
一
九
一
三
年
三
月
）、
第
二
七
六
号
（
同
五
月
）、
第
二
八
一
号
（
同
十

月
）。

（
119
）  

「
我
が
社
の
主
幹
が
尾
州
徳
川
家
に
出
張
し
て
…
…
」『
國
華
』
第
二
六
七
号
、

一
九
一
二
年
八
月
、
五
一
―
五
二
頁
。
こ
の
筆
者
は
お
そ
ら
く
田
中
豊
蔵
と
考
え
ら

れ
る
。

（
120
）  

「
素
人
芸
術
の
興
隆
な
る
事
は
…
…
」『
國
華
』
第
二
八
七
号
、
一
九
一
四
年
四
月
、

二
八
〇
―
二
八
二
頁
。

（
121
）  

「
一
時
古
い
大
和
絵
に
集
つ
た
鑑
賞
家
…
…
」『
國
華
』
第
三
二
五
号
、
一
九
一
七

年
六
月
、
四
三
二
―
四
三
三
頁
。
瀧
精
一
「
大
和
絵
及
び
南
画
の
復
興
」
一
五
三

―
一
五
六
頁
。
滄
涼
子
﹇
田
中
豊
蔵
﹈「
所
謂
南
画
的
新
傾
向
に
つ
い
て
」
同
、

一
七
九
―
一
八
一
頁
。「
文
人
画
の
振
興
」『
國
華
』
第
三
七
〇
号
、
一
九
二
一

年
三
月
、
三
二
六
頁
。
瀧
精
一
「
文
人
画
と
表
現
主
義
」『
國
華
』
第
三
九
〇
号
、

一
九
二
二
年
十
一
月
、
一
六
〇
―
一
六
五
頁
。

（
122
）  

瀧
節
庵
「
支
那
画
の
二
大
潮
流
」『
國
華
』
第
四
五
八
号
、
一
九
二
九
年
一
月
、

三
―
八
頁
。
瀧
は
こ
の
記
事
に
お
い
て
、
お
そ
ら
く
意
図
的
に
（
文
人
画
、
南
宗
画
、

南
画
の
い
ず
れ
で
も
な
く
）「
軒
冕
高
士
画
」
と
い
う
語
を
用
い
る
。

（
123
）  

特
に
、
瀧
精
一
「
古
画
品
録
と
続
画
品
」『
國
華
』
第
三
三
八
号
（
一
九
一
八
年

七
月
）、
第
三
三
九
号
（
同
八
月
）。
同
「
唐
朝
に
於
け
る
画
論
画
史
の
書
」
同
第

三
九
四
号
（
一
九
二
三
年
三
月
）、
第
三
九
六
号
（
同
五
月
）、
第
三
九
七
号
（
同
六

月
）。
同
「
宋
代
画
論
画
史
の
書
」
同
第
四
〇
八
号
（
一
九
二
四
年
十
一
月
）、
第

四
一
〇
号
（
一
九
二
五
年
一
月
）、
第
四
一
二
号
（
同
三
月
）、
第
四
一
四
号
（
同
五

月
）、
第
四
一
九
号
（
同
十
月
）、
第
四
二
二
号
（
一
九
二
六
年
一
月
）、
第
四
二
四

号
（
同
三
月
）、
第
四
二
六
号
（
同
五
月
）。

（
124
）  

瀧
精
一
「
宋
代
画
論
画
史
の
書
（
三
）」『
國
華
』
第
四
一
二
号
、
一
九
二
五
年
三

月
、
七
〇
頁
。

（
125
）  

王
羲
之
尺
牘
（
第
二
五
二
号
）、
史
可
法
書
草
書
七
絶
（
第
二
九
三
号
）、
何
吾
騶

筆
明
月
松
閒
照
七
律
字
軸
（
第
三
〇
〇
号
）、
蘇
東
坡
書
寒
食
詩
巻
（
第
四
四
〇
号
）、

凌
漢
翀
草
書
七
絶
（
第
四
四
五
号
）。

（
126
）  

「
書
道
の
新
研
究
」『
國
華
』
第
三
四
五
号
、
一
九
一
九
年
二
月
、
三
〇
八
―

三
〇
九
頁
。

（
127
）  
「
此
程
本
誌
編
輯
部
に
書
を
寄
せ
て
…
…
」『
國
華
』
第
三
九
五
号
、
一
九
二
三
年

四
月
、
三
四
二
頁
。

（
128
）  
瀧
拙
庵
「
書
道
と
美
術
」『
國
華
』
第
四
二
二
号
、
一
九
二
六
年
一
月
、
二
八
―

三
三
頁
。
書
道
作
振
会
は
、
一
九
二
四
年
、
豊
道
春
海
が
前
年
の
精
神
作
興
の
詔
勅

に
も
と
づ
い
て
創
設
し
た
書
家
の
団
体
で
あ
る
。
鍋
島
稲
子
「
逸
脱
と
回
帰
の
弁
証
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法

│
中
村
不
折
を
通
し
て
見
た
一
九
三
〇
年
代
の
書
壇
」
五
十
殿
利
治
・
河
田

明
久
編
『
ク
ラ
シ
ッ
ク
モ
ダ
ン

│
一
九
三
〇
年
代
日
本
の
芸
術
』
せ
り
か
書
房
、

二
〇
〇
四
、
一
九
五
頁
。

（
129
）  
大
槻
幹
郎
「「
煎
茶
」
の
語
義
に
つ
い
て
」『
研
究
紀
要
』
野
村
文
華
財
団
、

二
〇
〇
七
、
一
六
―
一
八
頁
。

（
130
）  

表
14
及
び
表
17
の
「
明
治
時
代
」
の
項
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
資
料
に
も
と
づ
く
。

小
林
優
子
「
明
・
清
の
書
画
を
見
つ
め
た
人
々
」『
静
嘉
堂
明
清
書
画
清
賞
』
静
嘉

堂
文
庫
美
術
館
、
二
〇
〇
五
、
一
〇
一
―
一
〇
五
頁
。
実
方
葉
子
「
住
友
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
み
る
中
国
絵
画
鑑
賞
と
収
集
の
歴
史
〔
資
料
編
〕」『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』

第
二
十
三
巻
、
二
〇
〇
七
、
一
一
―
三
五
頁
。

（
131
）  

「
元
画
寒
林
帰
樵
図
」『
國
華
』
第
二
七
三
号
、
一
九
一
三
年
二
月
、
二
〇
〇
頁
。

（
132
）  

（
青
衫
子
）「
沈
南
蘋
筆
墨
竹
図
」『
國
華
』
第
三
三
四
号
、
一
九
一
八
年
三
月
、

二
八
九
―
二
九
〇
頁
。

（
133
）  

謝
時
臣
の
掲
載
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
文
人
画
だ
が
、
妻
不
下
機
及
王
孫
一
飯
図

（
第
三
〇
七
号
）
の
み
院
体
画
と
み
な
さ
れ
る
。

（
134
）  

「
高
台
寺
所
蔵
の
伝
禅
月
筆
十
六
羅
漢
図
」『
國
華
』
第
二
五
三
号
、
一
九
一
一
年

六
月
、
三
二
五
頁
。

（
135
）  

瀧
精
一
「
元
人
雪
庵
の
羅
漢
図
に
就
て
」『
國
華
』
第
三
三
三
号
、
一
九
一
八
年

二
月
、
二
五
五
頁
。

（
136
）  

無
外
子
「
趙
子
昂
筆
八
駿
図
に
就
て
」『
國
華
』
第
四
三
五
号
、
一
九
二
七
年
二

月
、
三
五
頁
。

（
137
）  

「
子
庭
筆
石
菖
図
解
」『
國
華
』
第
四
〇
七
号
、
一
九
二
四
年
十
月
、
二
七
〇
頁
。

「
雪
窓
筆
蘭
石
図
解
」『
國
華
』
第
四
〇
〇
号
、
一
九
二
四
年
三
月
、
七
五
―
七
六

頁
。
瀧
拙
庵
「
蘿
窓
の
竹
鶏
図
を
観
て
」『
國
華
』
第
四
〇
六
号
、
一
九
二
四
年
九

月
、
二
三
一
―
二
三
四
頁
。

（
138
）  

（
章
彡
子
）「
陸
仲
淵
筆
十
王
図
解
」『
國
華
』
第
三
七
一
号
、
一
九
二
一
年
四
月
、

三
五
六
―
三
五
九
頁
。「
陸
四
郎
筆
羅
漢
図
解
」『
國
華
』
第
四
五
九
号
、
一
九
二
九

年
二
月
、
四
〇
頁
。

（
139
）  

（
獅
崎
庵
）「
蘆
葉
達
磨
図
解
」『
國
華
』
第
三
九
〇
号
、
一
九
二
二
年
十
一
月
、

一
五
二
―
一
五
九
頁
。

（
140
）  

瀧
精
一
「
元
人
雪
庵
の
羅
漢
図
に
就
て
」『
國
華
』
第
三
三
三
号
、
一
九
一
八
年

二
月
、
二
五
三
頁
。

（
141
）  

注
（
131
）
に
同
じ
。
後
年
、
そ
の
画
は
「
我
国
に
古
く
伝
へ
た
王
蒙
画
中
の
珍
迹
」

と
評
さ
れ
た
。
蘭
堂
生
「
王
蒙
の
泉
声
松
韻
図
に
就
い
て
」『
國
華
』
第
四
四
一
号
、

一
九
二
七
年
八
月
、
二
一
五
頁
。

（
142
）  

瀧
精
一
「
沈
啓
南
九
段
錦
画
冊
に
就
て
」『
國
華
』
第
四
九
五
号
、
一
九
三
二
年

二
月
、
三
三
―
三
四
頁
。

（
143
）  

「
黄
慎
筆
雪
景
山
水
図
」『
國
華
』
第
二
七
〇
号
、
一
九
一
二
年
十
一
月
、
一
二
〇

頁
。

（
144
）  

拙
論
「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
」、
一
〇
―
一
一
頁
。

（
145
）  

同
前
、
一
〇
、
一
三
頁
。

（
146
）  

（
節
庵
）「
呂
紀
の
花
鳥
画
」『
國
華
』
第
三
二
八
号
、
一
九
一
七
年
九
月
、
九
七

頁
。

（
147
）  

（
帰
鞍
子
）「
沈
南
蘋
筆
花
鳥
図
」『
國
華
』
第
三
二
六
号
、
一
九
一
七
年
七
月
、

三
七
頁
。

（
148
）  

「
戴
文
進
筆
夏
景
山
水
図
」『
國
華
』
第
二
六
五
号
、
一
九
一
二
年
六
月
、
三
二
一

頁
。

（
149
）  

「
石
鋭
筆
金
碧
楼
閣
山
水
図
」『
國
華
』
第
二
三
〇
号
、
一
九
〇
九
年
七
月
、
一
二

頁
。

（
150
）  

「
藍
瑛
筆
秋
景
山
水
図
」『
國
華
』
第
三
〇
三
号
、
一
九
一
五
年
八
月
、
四
六
―

五
一
頁
。

（
151
）  
「
王
建
章
筆
川
至
日
升
図
」『
國
華
』
第
三
〇
四
号
、
一
九
一
五
年
九
月
、
七
三
頁
。

（
152
）  

「
張
瑞
図
筆
月
夜
図
解
」『
國
華
』
第
五
〇
七
号
、
一
九
三
三
年
二
月
、
五
〇
頁
。

（
153
）  

「
陳
賢
筆
釈
像
図
巻
解
」『
國
華
』
第
五
六
八
号
、
一
九
三
八
年
三
月
、
六
九
頁
。
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（
154
）  
（
青
衫
子
）「
江
稼
圃
筆
山
水
図
」『
國
華
』
第
三
四
九
号
、
一
九
一
九
年
六
月
、

四
四
六
―
四
五
一
頁
。

（
155
）  

「
伝
胡
直
夫
筆
出
山
釈
迦
図
」『
國
華
』
第
二
七
五
号
、
一
九
一
三
年
四
月
、

二
五
二
頁
。

（
156
）  

「
梁
楷
筆
六
祖
図
」『
國
華
』
第
二
八
九
号
、
一
九
一
四
年
六
月
、
三
二
二
頁
。

（
157
）  

「
伝
牧
谿
筆
水
墨
柳
燕
図
」『
國
華
』
第
二
四
二
号
、
一
九
一
〇
年
七
月
、
八
頁
。

「
伝
玉
澗
筆
山
市
晴
巒
図
解
」『
國
華
』
第
四
二
九
号
、
一
九
二
六
年
八
月
、
二
一
四

頁
。

（
158
）  

「
牧
渓
白
衣
観
音
図
」『
國
華
』
第
二
六
五
号
、
一
九
一
二
年
六
月
、
三
二
一
頁
。

（
159
）  

「
雪
窓
筆
蘭
石
図
解
」『
國
華
』
第
四
〇
〇
号
、
一
九
二
四
年
三
月
、
七
五
頁
。

（
160
）  

「
因
陀
羅
筆
寒
山
拾
得
図
解
」『
國
華
』
第
四
一
九
号
、
一
九
二
五
年
十
月
、

三
〇
四
頁
。

（
161
）  

「
元
人
蘭
竹
猫
図
解
」『
國
華
』
第
五
六
三
号
、
一
九
三
七
年
十
月
、
三
〇
五
頁
。

（
162
）  

「
文
化
財
関
係
法
令
等
（
三
）　

国
宝
保
存
法
」『
文
化
財
保
護
法
五
十
年
史
』、

四
九
六
頁
。

（
163
）  

『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』
文
化
財
保
護
委
員
会
、
一
九
六
〇
、
四
七
―
四
九
頁
。

（
164
）  

馬
遠
筆
寒
江
独
釣
図
（
第
二
三
号
）
及
び
銭
選
筆
桓
野
王
図
（
第
六
六
号
）
の

『
國
華
』
掲
載
当
時
の
所
蔵
者
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
前
者
は
『
真
美
大

観
』
第
一
三
冊
（
日
本
真
美
協
会
、
一
九
〇
六
）
で
井
上
馨
蔵
で
あ
り
、
後
者
は
川

崎
芳
太
郎
編
『
長
春
閣
鑑
賞
』
第
四
集
（
國
華
社
、
一
九
一
四
）
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

（
165
）  

「
文
化
財
関
係
法
令
等
（
四
）　

重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律
」『
文
化

財
保
護
法
五
十
年
史
』、
四
九
六
頁
。

（
166
）  

『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』、
六
九
―
七
〇
頁
。

（
167
）  

「
国
宝
の
海
外
搬
出
禁
止
に
関
す
る
建
議
」『
國
華
』
第
五
五
四
号
、
一
九
三
七
年

一
月
、
三
四
―
三
五
頁
。

（
168
）  

「
国
宝
と
重
美
」『
國
華
』
第
六
三
八
号
、
一
九
四
四
年
一
月
、
二
六
頁
。

（
169
）  

『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』、
七
三
―
七
四
頁
。

（
170
）  

『
財
団
法
人
尾
張
徳
川
黎
明
会
設
立
趣
意
書
及
寄
附
行
為
』
尾
張
徳
川
黎
明
会
、

一
九
三
二
。

（
171
）  

「
最
近
開
設
の
二
美
術
館
」『
國
華
』
第
五
四
二
号
、
一
九
三
六
年
一
月
、
三
二
頁
。

（
172
）  

『
展
観
目
録　

第
一
回
』
陽
明
文
庫
、
一
九
三
九
。

（
173
）  

「
根
津
美
術
館
の
開
館
」『
國
華
』
第
六
一
四
号
、
一
九
四
二
年
一
月
、
三
四
頁
。

（
174
）  

「
根
津
美
術
館
第
二
回
展
観
」『
國
華
』
第
六
二
〇
号
、
一
九
四
二
年
七
月
、

二
二
三
―
二
二
四
頁
。

（
175
）  

「
青
山
荘
清
賞
支
那
画
篇
」『
國
華
』
第
六
三
一
号
、
一
九
四
三
年
六
月
、
一
九
六

頁
。

（
176
）  

「
大
倉
集
古
館
蔵
の
十
六
羅
漢
図
解
」『
國
華
』
第
五
二
七
号
、
一
九
三
四
年
十
月
、

二
八
一
―
二
八
二
頁
。

（
177
）  

「
帝
室
御
物
雪
窓
蘭
竹
図
解
」『
國
華
』
第
四
八
三
号
、
一
九
三
一
年
二
月
、
四
九

頁
。

（
178
）  

「
帝
室
御
物
伝
牧
谿
筆
蕪
菁
図
解
」『
國
華
』
第
四
八
九
号
、
一
九
三
一
年
八
月
、

二
三
四
―
二
四
一
頁
。
な
お
来
歴
の
異
説
に
つ
い
て
は
、
山
本
実
彦
『
川
崎
正
蔵
』

吉
松
定
志
、
一
九
一
八
、
二
六
九
―
二
七
一
頁
。
太
田
彩
「
伝
牧
谿
筆
「
蘿
蔔
蕪
靑

図
」
の
伝
来
を
考
察
す
る
」『
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要
』
第
九
号
、
二
〇
〇
二

―
二
〇
〇
三
、
二
一
―
三
〇
頁
。

（
179
）  

今
日
で
は
、「
雑
華
室
印
」
は
六
代
将
軍
足
利
義
教
の
鑑
蔵
印
、「
善
阿
」
印
は
足

利
義
満
に
仕
え
た
同
朋
衆
善
阿
弥
の
鑑
蔵
印
と
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
豊
三
「「
室
町

殿
行
幸
御
飾
記
」
と
雑
華
室
印
」『
東
山
御
物

│
「
雑
華
室
印
」
に
関
す
る
新
資

料
を
中
心
に
』
根
津
美
術
館
・
徳
川
美
術
館
、
一
九
七
六
、
一
〇
九
―
一
二
四
頁
。

山
本
泰
一
「
足
利
義
満
時
代
の
善
阿
弥
と
鑑
蔵
印
に
つ
い
て
」『
室
町
将
軍
家
の
至

宝
を
探
る
』
徳
川
美
術
館
、
二
〇
〇
八
、
一
七
〇
―
一
七
八
頁
。

（
180
）  

「
西
金
居
士
筆
羅
漢
図
解
」『
國
華
』
第
五
八
〇
号
、
一
九
三
九
年
三
月
、
八
一
頁
。

当
時
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
、
井
手
誠
之
輔
「
作
品
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
画
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家
の
実
存

│
西
金
居
士
筆
、
張
思
恭
筆
と
さ
れ
る
仏
画
の
場
合
」
東
京
国
立
文
化

財
研
究
所
編
『
う
ご
く
モ
ノ

│
「
美
術
品
」
の
価
値
形
成
と
は
何
か
』
平
凡
社
、

二
〇
〇
四
、
二
四
八
―
二
五
六
頁
。

（
181
）  
王
原
祁
筆
南
山
積
翠
図
（
第
五
四
七
号
、
内
野
晋
蔵
）
及
び
王
鑑
筆
雲
壑
長
松
図

（
第
五
四
八
号
、
同
前
）
は
漢
学
者
の
内
野
皎
亭
の
旧
蔵
品
で
あ
る
。『
皎
亭
文
庫
内

野
家
並
某
家
蔵
品
入
札
』
東
京
美
術
倶
楽
部
、
一
九
三
六
年
六
月
二
十
二
日
入
札
、

一
一
、
一
八
番
。
ま
た
、
釈
道
濟
筆
盧
山
観
瀑
図
（
第
四
九
三
号
、
住
友
寛
一
蔵
）

は
桑
名
鉄
城
（
表
13
参
照
）
の
旧
蔵
品
で
あ
る
。
実
方
葉
子
「
住
友
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
み
る
中
国
絵
画
鑑
賞
と
収
集
の
歴
史
〔
資
料
編
〕」、
二
六
―
二
七
頁
。

（
182
）  

「
李
在
筆
夏
景
山
水
図
解
」『
國
華
』
第
五
二
四
号
、
一
九
三
四
年
七
月
、
一
九
六

―
二
〇
三
頁
。

（
183
）  

高
橋
龍
雄
『
茶
道
名
物
考
』
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
一
、
二
―
三
頁
。

（
184
）  

同
前
、
五
三
―
七
一
、
八
二
―
八
三
頁
。

（
185
）  

同
前
、
七
二
―
七
三
頁
。

（
186
）  

茶
入
・
茶
碗
の
「
新
し
い
名
物
の
秩
序
」
が
前
出
の
『
大
正
名
器
鑑
』
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
二
六
八
頁
。

（
187
）  

瀧
精
一
「
日
本
美
術
の
進
展
」『
國
華
』
第
六
〇
〇
号
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
、

三
一
四
―
三
一
五
頁
。

（
188
）  

「
崋
山
先
生
百
年
忌
」『
國
華
』
第
五
九
九
号
、
一
九
四
〇
年
十
月
、
三
〇
七
頁
。

「
渡
辺
崋
山
先
生
錦
心
図
譜
の
発
行
」『
國
華
』
第
六
一
一
号
、
一
九
四
一
年
十
月
、

三
三
一
―
三
三
二
頁
。

（
189
）  

瀧
精
一
「
日
本
美
術
と
支
那
美
術
（
上
）」『
國
華
』
第
六
一
四
号
、
一
九
四
二
年

一
月
、
四
―
九
頁
。「
美
術
教
育
と
人
格
陶
冶
」『
國
華
』
第
六
四
五
号
、
一
九
四
四

年
八
月
、
二
三
七
頁
。
瀧
は
こ
の
「
人
格
尊
重
」
を
東
洋
に
固
有
の
現
象
と
み
る
が
、

こ
こ
で
い
う
「
人
格
」
は
む
し
ろ
あ
ら
ゆ
る
芸
術
に
精
通
し
た
「
万
能
人
」
的
存
在

を
連
想
さ
せ
る
。

付
記

　

本
論
の
内
容
の
一
部
は
、
二
〇
一
一
年
七
月　

科
研
費
補
助
金
基
盤
（
Ａ
）「
東
洋
的
価
値

観
の
許
容
臨
界　

異
質
な
思
想
・
芸
術
造
形
の
国
際
的
受
容
と
拒
絶
」
第
三
分
科
会
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
於
東
京
工
業
大
学
）
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
。


